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発
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発
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発
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発
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すべての子供の学力を保障する

教育

教
育

6
月
号 

２
０
１
８　

東京教育技術研究所

東
京
教
育
技
術
研
究
所

トークラインを定期購読
いただいている方へ、本
誌の内容をより深く理解
できる動画と写真が満載
　のウェブサイトです！

教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン 

6
月
号 

２
０
１
８

特
集
・
日
本
の
英
語
教
育「
失
敗
の
本
質
」を
探
る

〈巻頭論文〉

向山 洋一
〈特別連載〉

髙橋 史朗 向山 行雄

日本教育技術学会 会長
TOSS 代表

2018.6
日本の英語教育
「失敗の本質」を探る
～国際舞台で活躍する子を育てるTOSSの処方箋～

特集

敬愛大学国際学部教授
全国連合小学校長会 顧問

加藤　心　　方針は口でいくらでも語れる。 しかし、 授業と
　　　　　　いう形で語れるものは TOSS 型英会話だけだ
佐藤　泰弘　学んだことはできる。 学んでいないことはできない
井戸　砂織　「やり取り」 を重視した指導が子供に英語力を付ける
間宮　多恵　２文のやり取りの積み重ねで自由に会話
小林　智子　世界の最先端の情報は英語で発信されている
椿　晴香　　「今、 なぜ英語が必要なのか」
　　　　　　英語により自分の世界が広がる
許　鍾萬　　「英語」 は世界に通用する人材の必須条件
小嶋　悠紀　「英語は話せて当たり前」 の世界の国々の
　　　　　　子供たちと、 同等に渡り合える子供を育てる
笹原　大輔　相手のニーズに応えられるようになるのが
　　　　　　TOSS 型英会話指導法である
長谷川博之　自動翻訳により英語教育は無用のものになるか
平山　靖　　子供に自信を付けるパフォーマンステスト
平　眞由美　英語は実技！  パフォーマンス評価を取り入れる
林　健広　　まずは、教師が ICTを使って英語を学習する
溝端久輝子　タブレット PCで写真を提示、
　　　　　　お薦めの旅行スポットを知らせる

麗澤大学大学院特任教授
モラロジー研究所教授

定価 750 円（税込）／年間定期購読料 8,500 円（税込）

〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
TEL. 0120-00-6564
FAX. 0120-88-2384

平日9:30～17:30　土日祝休

＜ご注文・お問合せ先＞

東京教育技術研究所
24時間365日受付中！

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
（
動
的
）
な
「
パ
ラ
リ
ン
ピ

ア
ン
の
授
業
」
を
二
つ
紹
介
す
る
。

１ 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
招
く

前
出
の
写
真
は
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
日
本
代
表
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
た
根
木
慎
志

氏
が
、
私
の
担
任
す
る
六
年
生
に
、
出
前
授
業

し
た
と
き
の
様
子
だ
。

「
理
科
は
感
動
だ
」
と
い
う
小
森
栄
治
氏
の
言

葉
が
あ
る
。
感
動
の
あ
る
授
業
を
す
る
に
は
、

物
を
用
意
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
パ
ラ
リ
ン
ピ

ア
ン
の
授
業
も
同
じ
だ
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を

招
く
こ
と
で
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
授
業
に

な
る
。

根
木
氏
は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
水
泳
や
サ
ッ

カ
ー
に
親
し
ん
で
き
た
。
高
校
三
年
生
の
冬
、

交
通
事
故
で
脊
髄
を
損
傷
し
、
車
い
す
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。「
マ
イ
ナ
ス
の
こ
と
し
か

考
え
ら
れ
ず
、
車
い
す
に
乗
る
自
分
を
恥
じ
て

い
た
」
と
言
う
。
し
か
し
入
院
中
、
車
い
す

バ
ス
ケ
の
チ
ー
ム
に
勧
誘
さ
れ
、
気
持
ち
は

百
八
十
度
変
わ
っ
た
。
根
木
氏
は
代
表
入
り

を
目
指
し
て
懸
命
に
練
習
に
取
り
組
ん
だ
が
、

一
九
九
六
年
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
は
最
終
選
考
で

落
選
し
た
。
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
で
プ
レ
ー
す
る

仲
間
の
姿
を
テ
レ
ビ
で
見
た
根
木
氏
は
、「
障

害
が
あ
り
な
が
ら
、
み
ん
な
が
輝
い
て
い
る
姿

に
感
動
し
ま
し
た
」
と
言
う
。
根
木
氏
は
、
四

年
後
の
シ
ド
ニ
ー
大
会
を
目
指
そ
う
と
決
心

し
、
三
十
六
歳
で
夢
を
か
な
え
た
。

根
木
氏
は
現
在
、
車
い
す
バ
ス
ケ
を
体
験
し

て
も
ら
う
「
出
前
授
業
」
を
通
じ
て
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
活

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

世
界
で
活
躍
す
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン

実
際
に
や
っ
て
み
て
体
感
！ 

体
育
・
学
活
と
も
関
連
さ
せ
た
楽
し
い
授
業

大
阪
府
大
阪
市
立
豊
仁
小
学
校

　
松ま

つ
し
た下 

隼じ
ゅ
ん
じ司
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レ
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連
載

企
業
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連
携
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と
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携

ビ
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ネ
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活
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動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
健
常
者
も
障
害
者

も
一
つ
に
な
っ
て
、
す
べ
て
の
人
が
輝
け
る

二
〇
二
〇
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
子
供
た

ち
に
話
し
て
い
る
。

次
は
、
一
時
間
の
授
業
の
流
れ
で
あ
る
。

① 

自
己
紹
介

② 

車
い
す
バ
ス
ケ
の
プ
レ
ー
を
披
露

③ 

車
い
す
の
乗
り
方

④ 

根
木
氏
と
一
緒
に
車
い
す
バ
ス
ケ
を
す
る

⑤ 

質
疑
応
答

授
業
中
、
何
度
も
子
供
の
大
歓
声
が
講
堂
に

鳴
り
響
い
た
。
や
ん
ち
ゃ
な
子
供
も
、
勉
強
が

苦
手
な
子
供
も
大
満
足
の
授
業
だ
っ
た
。

次
は
、
授
業
の
感
想
の
一
部
で
あ
る
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
招
く
に
は
、
講
師
料
が

必
要
に
な
る
（
根
木
氏
の
出
前
授
業
は
、
人
権

教
育
講
演
会
の
名
目
で
予
算
計
画
を
立
て
た
）。

現
役
で
活
躍
す
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
は
講
師
料

が
高
い
。
引
退
し
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
講
師

料
は
、
十
万
円
ほ
ど
か
ら
あ
る
。
し
か
も
引
退

し
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
方
が
、
出
前
授
業
の

経
験
も
多
く
、
話
し
方
や
見
せ
方
が
上
手
い
人

が
多
い
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
講
師
依
頼
は
、「
一
般

社
団
法
人

　
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
協
会
」

の
サ
イ
ト
が
詳
し
い
。

https://w
w
w
.paralym

pians.jp/

次
の
サ
イ
ト
は
、
様
々
な
種
目
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
の
講
師
紹
介
が
映
像
つ
き
で
見
ら
れ
る
。

https://w
w
w
.kouenirai.com

/special/

sports/paralym
pic.htm

ま
た
、
も
し
よ
か
っ
た
ら
、
小
学
校

に
来
て
バ
ス
ケ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

あ
と
、
本
当
に
よ
か
っ
た
ら
お
手
紙

く
だ
さ
い
。

◆
車
い
す
バ
ス
ケ
の
授
業
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

根
木
さ
ん
は
、
今
、
一
番
得
意
な
こ

と
は
車
い
す
バ
ス
ケ
で
す
か
？

　
私
は

今
、
な
わ
と
び
が
一
番
得
意
で
す
。
根

木
さ
ん
は
、
車
い
す
バ
ス
ケ
を
ひ
た
す

ら
練
習
し
た
か
ら
上
手
な
ん
だ
な
ぁ
〜

と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
私
も
な
わ

と
び
の
練
習
を
ひ
た
す
ら
し
て
、
め
っ

ち
ゃ
上
手
に
な
り
た
い
で
す
。
私
の
目

標
は
、
三
重
と
び
、
う
し
ろ
は
や
ぶ
さ

を
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
根

木
さ
ん
も
車
い
す
バ
ス
ケ
、
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

◆
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

根
木
さ
ん
の
シ
ュ
ー
ト
を
見
て
、

人
っ
て
不
可
能
が
な
い
ん
だ
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
す
ご
い
シ
ュ
ー
ト

で
し
た
。

あ
と
、
質
問
の
と
き
に
話
し
て
い
た

言
葉
も
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。
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トークライン活用法
 読むだけじゃもったいない！

デジタル・トークライン
＆

タイアップ
企画

❶ トークラインのWEBページ
 「デジタル・トークライン」

本誌には、購読者限定のWEBサービス「デジタル・トークライン」があります。

＜「デジタル・トークライン」の特長＞　※今月の内容は p.80 をご覧ください。

1 本誌掲載のモノクロ画像がカラーで見ら
れます。

2 コピーフリーページ（p.37）で紹介して
いるコンテンツを、ダウンロードして自
由に使えます。

3 「谷編集長の5min. アンサー」をはじめと
する、ここでしか見られない動画を見る
ことができます。

4 今月の表紙人物について、デザインした
水川氏本人の解説を読むことができます。

＜アクセス方法＞

❷ 東京教育技術研究所・TOSSランドとの
 お得なタイアップ企画

〇東京教育技術研究所とのタイアップ※ p.34 をご覧ください。
　→記事で紹介されている教具がお得に購入できます！

〇TOSSランドとのタイアップ※ p.36 をご覧ください。
　→TOSSランド、動画ランド、TOSS-SNS、TOSSメディア
　　それぞれの月号テーマに従って、タイアップを展開！

携帯電話・PCで
アクセス！
（下のアドレス）

今月のパスワードを
入力してログイン

WEBページを
ご利用ください。

※ TOSS-SNS に入会されている方は、
SNSからアクセスできます。

トップページに
アクセス後、
ログインページへ

＊TOSSランド
の殿堂入りコン
テンツもこのパ
スワードでご覧
いただけます。

デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

今月のトークラインID・パスワード

c u 0 8 5 d
（ シ ー ・ ユ ー ・ ぜ ろ ・ は ち ・ ご ・ デ ー ）

※有効期間：2018年5月15日～ 8月14日

ID：TL6

TOSS のセミナーが
いつでも、どこでも
ご覧いただけます！

TOSS動画ランド

《最新のリリース動画》好評配信中!!

《お問合せ・ご連絡先》

TEL. 03（5702）4450  mov@tos-land.net
TOSS動画ランド事務局

検索索索索

4,000 円（税込）
　大人気の講座シリーズ第６弾。 今回のテーマは 「教材研
究」 です！
　TOSS 授業技量検定十段の河田孝文氏は日々の授業で
どのような教材を使われているのか。 河田学級の 「子供が
熱中する教材」 はどのように作られるのか。 その方法が学
べるスペシャルセミナーです。
　国語、 算数、 理科、 社会に加え、 今こそ聞きたい 「考え、 
議論する道徳」 の教材研究についても、 河田氏が自ら詳し
く紹介します。
　教科書にもフォーカスした必見の講座です。 どうぞお
見逃しなく！

河田孝文ゼミナール第６回講義
河田学級を目指すための
“教材研究”入門

絵画工作授業大成功の絵画工作授業

教材の背景にある
精神とは何か
佐藤昌彦

４月号でも紹介した教材、「組み合わせてつくる顔」。こ
れは、「少ない材料で多様な発想を生み出すための教材」
である。この考えの背景には、日本の伝統的な造形、折
り紙の「限定空間の最大活用の精神」があるといえよう。
伝統と創造の両面を含んだ教材である。（本誌P32）

TalkLine06H2-3_入稿.indd   1 18/05/01   12:44
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向山洋一の教育理論

第
二
章　

教
師
の
仕
事

　

例
①　

基
本
的
学
力
が
あ
り
ま
す
が
、
思
考
力
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
　

②　

よ
く
発
言
し
ま
す
が
、注
意
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
、
誰
に
で
も
あ
て
は
ま
る
平
板
な
一
般
的
な

言
葉
で
あ
る
。

　

子
ど
も
を
よ
く
見
て
い
る
教
師
な
ら
も
っ
と
具
体
的

に
書
け
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
子
だ
け
に
通
用
す
る
文

を
書
け
る
は
ず
で
あ
る
。

　

ま
た
﹁
思
考
力
が
な
い
﹂
な
ど
と
は
ふ
ざ
け
て
い
る
。

　

だ
い
た
い
﹁
思
考
力
が
な
い
﹂
人
間
な
ど
、
よ
ほ
ど

の
こ
と
が
な
い
限
り
︵
植
物
状
態
の
人
間
な
ど
を
の
ぞ

い
て
︶
あ
る
は
ず
が
な
い
。

﹁
思
考
力
が
な
い
﹂
な
ど
と
、
子
ど
も
の
通
知
表
に
書

く
教
師
は
、
頭
が
お
か
し
い
の
で
あ
る
。

　

あ
た
り
前
の
判
断
力
に
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

教
師
は
子
ど
も
に
謙
虚
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

︵﹃
向
山
洋
一
教
育
要
諦
集
﹄
第
三
巻 

五
三
頁
・
新
書
版
７　

一
一
二
頁
︶

　
今
か
ら
十
年
以
上
前
。
私
が
二
十
代
の
と
き
で
あ
っ
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ン
ド
会
議
で
、
模
擬
授
業
に
挑
戦
す
る
。

　
外
国
地
図
記
号
の
サ
イ
ト
を
作
成
し
た
。

　
授
業
の
途
中
、
向
山
洋
一
氏
が
マ
イ
ク
片
手
に
、
前
に
向
か
っ
て
歩
い
て

く
る
。
言
葉
が
出
な
い
。
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
る
。

　
向
山
氏
が
言
う
。

「
林
先
生
、
今
、
何
て
言
い
ま
し
た
か
？
」

「
え
っ
？
」

「
三
回
も
、
同
じ
こ
と
を
言
い
ま
し
た
よ
」

　
三
回
？
　
え
っ
？
　
何
か
言
っ
た
か
な
？

「
拍
手
!!
　
っ
て
言
い
ま
し
た
よ
」

　
そ
う
い
え
ば
、
言
っ
た
よ
う
に
思
う
。
子
役
が
地
図
記
号
サ
イ
ト
で
高
得

点
を
出
し
た
。
だ
か
ら
「
拍
手
！
」
と
言
っ
た
よ
う
に
思
う
。

「
自
然
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
」

　
ガ
ツ
ン
と
き
た
。
教
師
は
「
拍
手
！
」
な
ど
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
の
だ
。

　
技
術
で
は
な
い
。
教
育
の
思
想
を
学
ぶ
。

　
そ
し
て
懇
親
会
。
全
員
が
ス
ピ
ー
チ
を
行
う
際
、
私
は
発
言
し
た
。

「
拍
手
と
い
う
発
言
を
し
た
の
で
、
自
分
は
駄
目
な
教
師
だ
と
思
い
ま
し
た
」

　
そ
の
瞬
間
で
あ
る
。
向
山
氏
が
林
を
見
て
、
励
ま
し
の
言
葉
を
言
う
。

　
あ
ゆ
み
で
ね
、「
責
任
感
が
あ
り
ま
せ
ん
」
っ
て
書
い
た
教
師
が
い
る
。

で
も
そ
れ
は
、
一
回
だ
け
当
番
を
忘
れ
た
子
だ
っ
た
ん
だ
よ
。

　
私
は
確
か
に
「
拍
手
！
」
と
三
回
言
っ
た
。
し
か
し
、「
駄
目
な
教
師
」
で

は
な
い
の
だ
。
ス
ピ
ー
チ
を
終
え
座
っ
た
瞬
間
、
涙
が
出
て
き
た
。
向
山
氏

の
温
か
さ
に
、
体
が
震
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

（
山
口
県
下
関
市
立
小
月
小
学
校
　
林
は
や
し 

健た
け

広ひ
ろ

）
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井
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井
　
慎

53

原
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涼
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54
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田
健
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加
藤
　
心

12

佐
藤
泰
弘
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井
戸
砂
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14

間
宮
多
恵

15

小
林
智
子

16

椿
　
晴
香

17

許
　
鍾
萬

18

小
嶋
悠
紀

19

笹
原
大
輔

20

長
谷
川
博
之

21

平
山
　
靖

22

平
眞
由
美

23

林
　
健
広

24

溝
端
久
輝
子

25

許
　
鍾
萬

28

塩
谷
直
大

30

佐
藤
昌
彦

32

井
戸
砂
織

34

松
本
一
樹

35

舘
野
健
三

35

溝
端
久
輝
子

36

小
井
戸
政
宏

37

向
山
行
雄

8

10

林
　
健
広
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向
山
洋
一

4

師
尾
喜
代
子

73

向
山
恵
理
子

74

美
崎
眞
弓

75

中
井
　
光

72

宮
尾
益
知

56

小
嶋
悠
紀

57

小
野
隆
行

58

福
田
恵
美
子

59

谷
　
和
樹

61

久
野
　
歩

62

谷
　
和
樹

64

伴
　
一
孝

65

甲
本
卓
司

66

長
谷
川
博
之

67

吉
永
順
一

68

笠
井
美
香

69

河
田
孝
文

70

井
戸
砂
織

71

上
地
貴
之

60

髙
橋
史
朗

76

手
塚
美
和

78

岡
田
健
太
郎
／
大
恵
信
昭

78

向
山
洋
一

7980

①
本
誌
の
内
容
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
無
断
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
転
載
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。
②
向
山
著
作
を
は
じ

 
め
と
す
る
T
O
S
S
関
連
論
文
を
追
試
、
そ
の
他
の
名
目
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

公
開
す
る
こ
と
も
禁
じ
ま
す
。
③
授
業
ま
た
は
研
究
等
で
必
要
な
場
合
は
、
T
O
S
S
代
表
向
山
洋
一
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
④
著
作
権
法
を
無
視
し
続
け
た
場
合
に
は
、
法
的
措
置
を
取
ら
せ
て
戴
き
ま
す
。

警告 日
本
の
英
語
教
育
﹁
失
敗
の
本
質
﹂

を
探
る
　
～
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
子
を

育
て
る
T
O
S
S
の
処
方
箋
～

基
礎
・
基
本

ポ
イ
ン
ト
６
と
、
書
け
な
い
子
へ
の

　

最
初
の
手
立
て

主
体
的
・

対
話
的
で

深
い
学
び

プ
ロ
ッ
ト
を
示
し
、

　

学
習
し
た
こ
と
を
書
か
せ
る

基
礎
・
基
本
も
う
一
つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
！

主
体
的
・

対
話
的
で

深
い
学
び

挫
折
か
ら
の
挑
戦
！

「
指
名
な
し
討
論
」
へ
の
一
手

道
徳
で
討
論
を
行
う

方
針
は
口
で
い
く
ら
で
も
語
れ
る
。
し
か
し
、
授
業
と
い
う

　

形
で
語
れ
る
も
の
は
T
O
S
S
型
英
会
話
だ
け
だ

学
ん
だ
こ
と
は
で
き
る
。

　

学
ん
で
い
な
い
こ
と
は
で
き
な
い

「
や
り
取
り
」
を
重
視
し
た
指
導
が

　

子
供
に
英
語
力
を
付
け
る

２
文
の
や
り
取
り
の
積
み
重
ね
で
自
由
に
会
話

世
界
の
最
先
端
の
情
報
は
英
語
で
発
信
さ
れ
て
い
る

「
今
、
な
ぜ
英
語
が
必
要
な
の
か
」

　

英
語
に
よ
り
自
分
の
世
界
が
広
が
る

「
英
語
」
は
世
界
に
通
用
す
る
人
材
の
必
須
条
件

「
英
語
は
話
せ
て
当
た
り
前
」
の
世
界
の
国
々
の
子
供
た
ち
と
、

　

同
等
に
渡
り
合
え
る
子
供
を
育
て
る

相
手
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
が

　

T
O
S
S
型
英
会
話
指
導
法
で
あ
る

自
動
翻
訳
に
よ
り
英
語
教
育
は

　

無
用
の
も
の
に
な
る
か

子
供
に
自
信
を
付
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト

英
語
は
実
技
！　

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を
取
り
入
れ
る

ま
ず
は
、
教
師
が
I
C
T
を
使
っ
て

　

英
語
を
学
習
す
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
で
写
真
を
提
示
、　

　

お
薦
め
の
旅
行
ス
ポ
ッ
ト
を
知
ら
せ
る

特別連載授業が激変!
TOSS指導法最前線

「
買
物
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
で
食
物
連
鎖
を
学
ば
せ
た
後
に
、

　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
表
現
さ
せ
る

教
材
の
背
景
に
あ
る
精
神
と
は
何
か

ク
ラ
ス
全
員
が
熱
中
す
る
こ
の
教
材
！

「
先
生
、
早
く
書
き
た
い
で
す
！
」
と
い
う
声
が

　

あ
が
る
「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
ス
キ
ル
」

充
実
し
た
付
録
で
力
を
付
け
る
教
材

「
ヤ
マ
キ
」
か
つ
お
節
削
り
体
験
で
、
２
度
の
感
動
を
！

五
色
百
人
一
首
で
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
子
へ
の
対
応

学
級
通
信
テ
ン
プ
レ
ー
ト

　

保
護
者
の
信
頼
を
得
る
通
信
の
書
き
方

新
時
代
の
学
校
物
語
【
3
】

新
時
代
の
危
機

■ 

向
山
洋
一
の
教
育
理
論

林
　
健
広

1

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
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向
山
洋
一
の
授
業
実
践
と
授
業
理
論
　
二
〇
八

教
師
だ
か
ら
で
き
る
、

　

新
し
い
時
代
の
息
吹
の
先
取
り

社 会道 徳
「
基
礎
・
基
本
の
授
業
例
」
と
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
授
業
例
」

中
学
校
の
授
業
実
践

向
山
式
板
書
が
校
内
に
広
が
る
秘
密

特
別
支
援
教
育　

専
門
家
の
視
点
＆
全
国
で
大
人
気 
小
嶋
・
小
野
二
人
の＂
特
別
支
援
教
育
の
指
導
シ
ス
テ
ム
“

人気女性ライター
トークライン
だけの裏話

教師必読！ トラブ
ルに巻き込まれな
いための予備知識

向
山
先
生
に
同
行
報
告

オ
ク
ム
師
匠
の
教
え
③

ス
ピ
ー
チ
で
大
切
な
こ
と

運
動
会
の
ダ
ン
ス
指
導
中
に

　

学
年
主
任
が
頻
繁
に
介
入
し
て
く
る
場
合 

Ⓐ

宮
尾
ド
ク
タ
ー
研
究
会
で
の
学
び

授
業
中
に
立
ち
歩
い
て
し
ま
う
子
供

字
の
形
が
な
か
な
か
整
わ
な
い

「
座
位
姿
勢
の
耐
久
性
」
と
感
覚
統
合

ア
メ
リ
カ
の
幼
児
教
育
は
エ
ビ
デ
ン
ス
を
基
に
進
め
ら
れ
て
い
る

神
は
底
部
に
宿
り
給
う

授
業
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
７

　
「
授
業
で
の
対
応
・
応
答
」
③

「
素
人
」
が
で
き
な
い
こ
と
を
や
る
の
だ

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
十
段
セ
ミ
ナ
ー

向
山
型
研
修
大
会
運
営
法

勇
気
と
知
恵
の
書

深
い
、
深
い
向
山
氏
の
こ
と
わ
ざ
の
解
釈

授
業
で
子
供
を
変
え
る

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
方
式
で
の
話
す
聞
く
力
の
測
定
が
必
要
で
あ
る 

Ⓐ

エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
教
育
研
究
の
進
め
方　

基
礎
講
座

授
業
技
量
向
上
の
法
則

学
校
単
位
で
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
研
究
に
取
り
組
む
た
め
に

特別連載

慰
安
婦
問
題
の
核
心
に
迫
る

戦
後
七
十
周
年
に
お
け
る
情
報
戦　

第
四
十
一
回

◆ 

T
O
S
S 

最
新
セ
ミ
ナ
ー
情
報

　

 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

全
国
の
サ
ー
ク
ル
紹
介

◆ 

向
山
日
記

◆ 

今
月
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ー
ク
ラ
イ
ン

　

 

編
集
後
記
／
次
号
予
告

写真で解説！
TOSS流

板書術・ノート術

国
語

道
徳

勇
　
和
代

38

関
澤
陽
子

39

溝
端
久
輝
子

40

塩
苅
有
紀

41

笠
井
美
香

42

瀧
澤
美
香

43

安
江
　
愛

44

塩
谷
直
大

45

石
坂
　
陽

46

村
野
　
聡

47

齋
藤
一
子

48

林
　
健
広

49

[国算]　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

国
語
1
年
生
！　
初
め
て
の
説
明
文
指
導
も
怖
く
な
い

算
数
「
あ
わ
せ
て
い
く
つ　
ふ
え
る
と
い
く
つ
」
の
指
導

国
語
こ
と
ば
で
絵
を
つ
た
え
よ
う

算
数
教
師
が
わ
ざ
と
間
違
え
る
こ
と
で
、

位
取
り
の
大
切
さ
に
気
付
か
せ
る

国
語「
話
し
た
い
な
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
」︵
話
す
・

聞
く
︶
の
最
初
は
「
T
O
S
S
メ
モ
」
で

算
数
何
の
位
か
ら
計
算
す
る
の
か
を
問
う

国
語
い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
も
つ
言
葉

算
数
倍
の
計
算
は
指
で
隠
し
て
考
え
る

国
語
尊
敬
語
と
謙
譲
語
を
見
分
け
さ
せ
る

算
数
小
数
倍
の
意
味
を
理
解
さ
せ
る

国
語「
風
切
る
つ
ば
さ
」
を
授
業
す
る

算
数
子
供
が
ど
こ
で
つ
ま
ず
く
か
、

教
師
が
イ
メ
ー
ジ
す
る

１年２年３年４年５年６年

特集
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向
山
洋
一
の
授
業
実
践
と
授
業
理
論
　
二
〇
八

日
本
教
育
技
術
学
会
会
長
・
T
O
S
S
代
表

ア
ジ
ア
の
中
で
も
圧
倒
的
に
遅
れ
て
い
る
日
本

　

英
会
話
な
ど
の
英
語
教
育
に
つ
い
て
、
日
本
は
ア
ジ
ア
の
主

要
な
都
市
と
比
較
し
て
、
五
段
階
で
ど
の
く
ら
い
の
位
置
に
あ

る
と
読
者
諸
氏
は
思
う
だ
ろ
う
か
。

　

各
国
並
み
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
三
、
ち
ょ
っ
と
は
進
ん
で
い

る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
四
、
ち
ょ
っ
と
遅
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と

い
う
の
が
二
と
す
る
。

　

は
っ
き
り
言
っ
て
、
私
は
一
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

先
生
方
の
中
に
は
、
上
海
・
香
港
や
、
そ
の
他
の
外
国
の
学

校
を
見
学
し
た
こ
と
が
あ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
方
た
ち

は
お
分
か
り
か
と
思
う
が
、
日
本
の
英
語
教
育
は
圧
倒
的
に
遅

れ
て
い
る
。
勝
負
に
な
ら
な
い
。
何
が
問
題
な
の
か
と
い
う
と
、

何
と
い
っ
て
も
英
会
話
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

　

香
港
で
は
、
小
学
校
四
年
生
や
五
年
生
の
子
供
た
ち
が
、
み

ん
な
私
た
ち
を
英
語
で
案
内
し
て
く
れ
る
。
日
本
で
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。

　

英
会
話
だ
け
の
話
で
は

な
い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
に

関
し
て
も
、
や
っ
て
い
る

こ
と
が
全
然
違
う
。

　

日
本
が
圧
倒
的
に
遅
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ち
ょ
っ
と
ど
こ
ろ
で
は

な
い
。
勝
負
に
も
な
っ
て

い
な
い
の
だ
。

　

で
は
、
そ
の
責
任
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
私
た
ち
教
師
に
は
、
責
任
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
第
一
義
的
に
は
、
責
任
は
教
師
に
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
教
師
は
、
学
校
の
中
で
も
外
で
も
、
も
っ
と
発
言
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
し
、
も
っ
と
強
く
言
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

も
う
一
度
問
う
。

　

そ
の
責
任
は
誰
に
あ
り
ま
す
か
？

　

も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
子
供
た
ち
に
は
あ
る
わ
け
が
な
い
。
教

育
、
行
政
、
そ
の
他
様
々
な
と
こ
ろ
に
も
責
任
は
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
半
分
以
上
の
責
任
が
、
子
供
た
ち
を
教

え
て
い
る
教
師
に
あ
る
の
だ
。

英
語
に
慣
れ
、
英
語
を
身
近
に
す
る

　

私
の
娘
は
外
国
で
活
躍
し
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
ー
ク

リ
ー
音
楽
学
院
で
も
英
語
で
一
時
間
く
ら
い
講
演
す
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
娘
は
言
う
。「
お
父
さ
ん
、
使
っ
て
い
る
の
は
中

二
く
ら
い
の
英
語
だ
よ
」
と
。
実
際
に
は
も
う
少
し
難
し
い
英

語
も
使
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
中
二
レ
ベ
ル
の
英
語
力
が
あ

れ
ば
、
国
際
舞
台
で
も
十
分
渡
っ
て
い
け
る
の
だ
。
要
は
、
英

語
を
難
し
く
考
え
す
ぎ
ず
、
英
会
話
に
慣
れ
る
こ
と
だ
。

　

英
会
話
を
身
に
付
け
る
た
め
に
は
、
三
分
間
で
も
い
い
の
で
、

近
く
に
い
る
人
と
英
語
で
話
す
機
会
を
日
常
的
に
設
け
る
こ
と

だ
。
そ
ん
な
に
長
い
時
間
で
な
く
と
も
、
毎
日
の
よ
う
に
英
語

を
話
す
。
内
容
は
近
況
報
告
で
も
何
で
も
構
わ
な
い
。
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
や
る
だ
け
で
、
随
分
違
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
教
室
で
も
行
っ
て
み
る
と
い
い
。
大
抵
の
子
供

は
、英
語
を
学
習
し
て
い
な
く
て
も
「
サ
ン
キ
ュ
ー
」
や
「
グ
ッ

バ
イ
」
く
ら
い
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
だ
、
あ
ま
り
英
語
学
習

が
進
ん
で
い
な
く
て
も
、「
隣
同
士
で
、英
語
で
話
し
て
み
よ
う
」

と
呼
び
掛
け
て
み
る
と
い
い
。そ
ん
な
小
さ
な
体
験
で
も
、違
っ

た
言
語
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
関
心
を
も
ち
、
英
語
を
身
近
に

感
じ
る
き
っ
か
け
と
な
る
。
ま
ず
、
英
語
を
受
け
入
れ
や
す
い

環
境
を
教
師
が
作
っ
て
あ
げ
る
の
だ
。

　

更
に
言
え
ば
、
英
語
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
言
葉
が
世

界
に
は
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
た
め
、「
中
国
語
や

韓
国
語
な
ど
、
ほ
か
の
国
の
言
葉
を
知
っ
て
い
る
人
は
い
る
か

な
」
な
ど
と
聞
く
配
慮
も
あ
る
と
な
お
い
い
。

教
師
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

　

英
会
話
に
関
し
て
、
日
常
的
に
使
う
よ
う
な
環
境
を
作
っ
た

り
、
話
し
て
み
る
体
験
を
子
供
た
ち
に
与
え
た
り
す
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
教
師
の
と
て
も
大
事
な
役
割
だ
ろ
う
。

　

教
師
の
投
げ
掛
け
た
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
つ
い

て
も
、
深
く
受
け
止
め
、
そ
の
後
の
人
生
が
変
わ
っ
て
き
て
し

ま
う
子
供
が
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
教
師
が
子
供
に
与
え
る
影
響

は
大
き
い
の
だ
。

　

そ
の
代
わ
り
、
楽
し
く
印
象
に
残
る
出
来
事
は
、「
お
母
さ
ん
、

今
日
、
学
校
の
先
生
が
こ
ん
な
こ
と
や
っ
た
ん
だ
よ
」
な
ど
と
、

ご
家
庭
で
も
話
題
に
し
、
大
人
に
な
る
ま
で
良
い
思
い
出
と
し

て
覚
え
て
い
る
。

教
師
だ
か
ら
で
き
る
、

新
し
い
時
代
の
息
吹
の
先
取
り

圧
倒
的
に
遅
れ
て
い
る
日
本
の
英
語
教
育
。

責
任
の
半
分
以
上
は
教
師
に
あ
る
が
、
そ
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

ま
た
、
教
師
だ
け
で
あ
る
。
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何
も
、
最
初
か
ら
完
全
を
目
指
す
必
要
は
な
い
。
朝
の
会
や

帰
り
の
会
の
中
で
、
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
け
ば
い
い
の
だ
。

　

今
年
度
か
ら
、
小
学
校
三
年
生
か
ら
の
英
語
学
習
が
始
ま
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
構
え
て
し
ま
う
必
要
は
な
い
。

ゲ
ー
ム
な
ど
の
形
か
ら
始
め
て
も
い
い
。

　

例
え
ば
「
挨
拶
を
し
て
み
よ
う
」
と
呼
び
掛
け
る
。「
日
本

の
言
葉
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
国
の
言
葉
で
挨
拶
を
し
て
み
よ

う
」
と
言
う
と
、
子
供
は
家
の
人
か
ら
聞
い
て
き
て
、
英
語
や

中
国
語
や
、
そ
の
ほ
か
の
国
の
言
葉
で
の
挨
拶
を
覚
え
て
く
る
。

挨
拶
が
で
き
た
ら
、
今
度
は
「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
言
葉
で
行
っ
て
み
る
。
子
供
た
ち
が
外
国
の
言
葉
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
く
の
だ
。
子
供
た
ち
は
、

興
味
を
も
っ
た
ら
自
分
か
ら
積
極
的
に
覚
え
て
い
く
。
そ
う

や
っ
て
、
英
語
や
外
国
語
に
対
す
る
垣
根
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
は
、
教
師
で
な
く
て
は
で
き
な
い
こ
と
だ
。
い
や
、
教
師
だ

け
が
で
き
る
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

香
港
の
子
供
た
ち
は
四
年
生
や
五
年
生
で
も
英
語
で
私
た
ち

を
案
内
し
て
い
た
。
な
ら
ば
、
日
本
の
子
供
だ
っ
た
ら
、
き
ち

ん
と
学
習
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

私
は
思
う
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
教
師
は
国
際
化
（
英
会
話
）
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
）
な
ど
、
新
し
い
時
代
の
息
吹
の
先
取

り
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
だ
。

　

英
会
話
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で

は
必
要
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
教
科
の
時
間
だ
け
で
な
く
、

朝
の
会
で
も
帰
り
の
会
で
も
、
ほ
か
の
ち
ょ
っ
と
し
た
話
の
中

で
も
伝
え
て
い
く
。

　

先
生
方
に
は
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
ぜ
ひ
と
も
や
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

何
度
も
言
う
が
、
教
師
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
の
だ
。

井
戸
学
級
の
英
語
実
践
・
子
供
の
感
想

　

こ
こ
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
を
け
ん
引
す
る
井
戸
砂
織
氏

が
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
中
央
事
務
局
会
議
で
発
表
さ
れ
、
四
月
二
十
三

日
付
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
―Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
発
信
さ
れ
た
、
子
供
た
ち
の

英
語
に
つ
い
て
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

井
戸
氏
は
、
小
学
校
で
の
英
語
指
導
が
本
格
化
す
る
前
か
ら
、

積
極
的
に
英
語
授
業
を
行
っ
て
い
た
。
子
供
た
ち
は
み
ん
な
英

語
を
好
き
に
な
り
、
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

僕
は
最
初
か
ら
英
語
が
好
き
で
し
た
。
で
も
、
五
年
生
の
五

年
一
組
に
な
っ
た
ら
、
も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
理
由
は
、

井
戸
先
生
が
分
か
り
や
す
く
、楽
し
く
し
て
く
れ
た
か
ら
、も
っ

と
も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
も
っ
と
好
き
に
な
っ

て
、
も
っ
と
得
意
に
な
り
た
い
で
す
。
来
年
が
楽
し
み
で
す
。

来
年
は
六
年
生
で
、
英
語
も
本
格
的
な
授
業
に
な
る
の
で
楽
し

み
に
な
り
ま
し
た
。
早
く
六
年
生
に
な
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
英
語

を
習
い
た
い
で
す
。
理
由
は
、
英
語
で
外
国
人
と
一
緒
に
英
語

を
話
し
て
、
外
国
人
に
案
内
し
て
優
し
く
し
た
い
で
す
。
そ
れ

で
、
日
本
を
人
気
に
し
て
、
も
っ
と
す
ご
く
し
た
い
で
す
。
日

本
に
い
っ
ぱ
い
人
が
来
て
、
日
本
を
人
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た
い

で
す
。
日
本
の
人
の
数
を
一
位
に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、「
井

戸
先
生
が
教
え
て
く
れ
た
ん
だ
よ
」
と
言
っ
て
、
じ
ま
ん
し
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
井
戸
先
生
の
人
気
を
上
げ
て
、
有
名
に
し

た
い
で
す
。

　

私
が
五
年
生
の
英
語
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
最
初
は
英
語

が
難
し
い
し
、
間
違
え
た
く
な
い
な
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
英

語
を
や
っ
て
楽
し
い
と
思
い
、
英
語
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

や
っ
て
い
く
た
び
に
英
語
を
も
っ
と
も
っ
と
覚
え
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
井
戸
先
生
は
、
英
語
を
教
え
る
の
が
う
ま
く
て
、

み
ん
な
を
英
語
好

き
に
し
て
い
て
す

ご
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
英
語
を
覚

え
れ
ば
覚
え
る
ほ

ど
、
外
国
の
人
と

話
し
た
く
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
外
国

の
人
と
話
し
た
こ

と
が
な
い
の
で
、

い
つ
か
は
話
し
た

い
な
と
思
い
ま
し

た
。
い
つ
か
と
書

い
て
い
る
け
ど
、

い
つ
で
も
い
い
で
す
。
最
近
は
、友
達
に
飛
び
こ
む
よ
う
に
「
ハ

ロ
ー
」
と
言
え
て
、
△
△
ち
ゃ
ん
も
私
に
「
ハ
ロ
ー
」
と
飛
び

こ
ん
で
き
て
く
れ
る
の
で
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
△
△

ち
ゃ
ん
は
誰
に
で
も
飛
び
こ
ん
で
話
せ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

話
が
変
わ
る
け
ど
、
私
が
好
き
な
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
そ
れ

は
英
語
で
す
。
好
き
な
こ
と
が
増
え
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
井
戸
先
生
の
ク
ラ
ス
に
な
れ
て
、
英
語
が
た
く
さ
ん
し
ゃ

べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
う
れ
し
い
で
す
。
井
戸
先
生
、
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
英
語
を
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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学校

3

の

物
語

新
時
代新

時
代
の
危
機

れ
て
い
た
ら
、
子
供
を
直
撃
す
る
大
惨
事
に

な
っ
て
い
た
。

四	

目
の
前
に
あ
る
危
機

　

平
時
に
お
い
て
、
危
機
を
ど
う
想
定
す
る

か
。
危
機
の
状
況
は
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な

る
の
か
。
危
な
い
と
さ
れ
る
地
域
で
は
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
べ
き
か
。

　

こ
れ
ら
の
危
機
対
応
を
具
体
化
す
る
た
め

の
話
し
合
い
は
、
し
ん
ど
い
こ
と
で
あ
る
。

「
な
ぜ
、
危
険
を
あ
お
る
の
か
」

「
日
本
を
戦
争
に
巻
き
込
む
つ
も
り
か
」

「
子
供
た
ち
を
不
安
に
巻
き
込
む
の
か
」

「
ど
の
よ
う
に
し
て
避
難
施
設
を
造
る
の
か
」

「
お
金
も
時
間
も
掛
か
り
す
ぎ
る
」

「
ま
ず
な
す
べ
き
は
、
各
国
と
話
し
合
い
で

平
和
を
つ
く
る
こ
と
だ
」

「
ア
メ
リ
カ
軍
が
お
と
な
し
く
し
て
い
れ
ば
、

手
を
出
す
は
ず
は
な
い
」

　

様
々
な
意
見
が
飛
び
交
う
だ
ろ
う
。
ど
ん

な
内
容
で
も
構
わ
な
い
。
議
論
を
し
な
く
て

は
い
け
な
い
。
議
論
か
ら
逃
げ
て
い
て
は
い

け
な
い
。
目
の
前
に
危
機
が
あ
る
の
だ
。

区
な
ど
、
重
要
ポ
イ
ン
ト
は
あ
ま
た
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
に
も
た
く
さ
ん
の
学
校
が

点
在
す
る
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
、
北
朝

鮮
の
核
ミ
サ
イ
ル
に
対
応
で
き
る
危
機
管
理

体
制
は
で
き
て
い
な
い
。

　

韓
国
で
は
、
多
数
の
地
下
避
難
施
設
を
も

つ
。
多
く
の
国
で
も
地
下
に
潜
れ
る
シ
ェ
ル

タ
ー
を
保
有
し
て
い
る
。

　

私
が
校
長
を
し
て
い
た
東
京
証
券
取
引
所

近
く
に
あ
る
阪
本
小
学
校
は
、
関
東
大
震
災

後
建
設
の
復
興
小
学
校
。
大
き
な
地
下
防
空

壕
を
も
っ
て
い
た
。
校
長
室
前
の
廊
下
の
扉

を
開
け
る
と
、
地
下
へ
下
り
る
階
段
が
続
き
、

二
百
名
以
上
の
子
供
が
長
時
間
避
難
で
き
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
空
間
を
備
え
て
い
た
。

　

実
際
に
、「
先
の
戦
争
に
お
い
て
は
、
三

月
十
日
の
東
京
大
空
襲
で
多
数
の
地
域
住
民

が
避
難
し
て
き
た
」
と
町
の
古
老
が
言
う
。

　

銀
座
に
あ
る
泰
明
小
学
校
で
も
、
地
下
に

防
空
壕
を
も
っ
て
い
る
。
阪
本
小
学
校
に
比

べ
る
と
や
や
貧
弱
だ
が
、
と
っ
さ
の
と
き
に

使
え
る
。
泰
明
小
学
校
で
は
、
昭
和
二
十
年

の
銀
座
大
空
襲
で
三
発
の
二
五
〇
キ
ロ
爆
弾

を
投
下
さ
れ
、
女
子
教
員
は
殉
職
し
た
。
土

曜
日
の
放
課
後
だ
っ
た
。
時
間
が
二
時
間
ず

ま
さ
に
我
が
国
の
危
機
管
理
の
要
衝
で
あ
る
。

　

私
は
か
つ
て
、
横
須
賀
の
ア
メ
リ
カ
第
七

艦
隊
の
基
地
見
学
を
し
た
。
そ
し
て
、
今
年

の
三
月
に
も
基
地
内
の
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー

ル
を
見
学
し
た
。
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
の

元
気
な
学
校
生
活
を
参
観
し
た
。

三	

校
舎
の
防ぼ

う

空く
う

壕ご
う

　

こ
こ
か
ら
が
、
き
な
臭
い
話
に
な
る
。

　

在
日
米
軍
に
と
っ
て
も
、
我
が
国
の
自
衛

隊
に
と
っ
て
も
、
最
重
要
地
域
で
あ
る
横
須

賀
は
、
北
朝
鮮
に
と
っ
て
も
同
様
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

軍
事
評
論
家
の
兵ひ

ょ
う

頭ど
う

二に

十そ

八は
ち

は
そ
の
近

著
『
東
京
と
神
戸
に
核
ミ
サ
イ
ル
が
落
ち
た

と
き
所
沢
と
大
阪
は
ど
う
な
る
』（
講
談
社
）

で
、
北
朝
鮮
が
狙
う
都
市
と
し
て
横
須
賀
を

挙
げ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
横
須
賀
に
限
ら
ず
、

在
日
米
軍
司
令
部
の
あ
る
東
京
近
郊
の
横
田
、

沖
縄
の
嘉
手
納
、
岩
国
、
三
沢
な
ど
も
北
朝

鮮
に
と
っ
て
重
要
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。

　

あ
る
い
は
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
の

大
都
市
、
各
地
の
原
子
力
発
電
所
、
東
海
村

の
核
関
連
施
設
、
自
衛
隊
基
地
、
港
湾
、
ダ

ム
、
橋
梁
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
交
通
要
衝
地

「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
」
を
派
遣
し
た
。

同
艦
に
は
平
均
年
齢
二
十
代
半
ば
の
男
女
兵

士
五
千
名
が
乗
り
組
む
。

　

同
艦
は
東
日
本
大
震
災
の
際
に
「
ト
モ
ダ

チ
作
戦
」
を
展
開
し
、
防
護
服
も
着
ず
に
、

日
本
の
た
め
に
救
助
活
動
を
し
て
く
れ
た
。

現
在
、
放
射
線
の
被
ば
く
に
よ
る
後
遺
症
に

苦
し
む
兵
士
も
少
な
く
な
い
。
日
本
国
民
は
、

日
本
の
た
め
に
献
身
的
な
活
動
に
当
た
り
被

害
を
受
け
た
ア
メ
リ
カ
の
青
年
た
ち
に
も
っ

と
感
謝
し
、
手
厚
く
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
」
の
母
港
、
神
奈

川
県
横
須
賀
市
。
ア
メ
リ
カ
本
国
を
除
い
て
、

こ
れ
だ
け
の
機
能
を
備
え
た
港
と
後
背
施
設

を
も
つ
港
は
、
ほ
か
に
は
存
在
し
な
い
。

　

空
母
群
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
物
資
供
給
、

乗
組
員
の
居
住
と
安
寧
、
海
上
自
衛
隊
と
の

協
力
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く
横
須
賀
の
港
は
、

セ
キ
ュ
リ
テ
イ
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

さ
を
隠
す
た
め
に
、

内
実
を
隠
し
た
が
る
。
被
害
総
額
は
新
聞
報

道
を
大
き
く
上
回
る
と
い
う
分
析
が
あ
る
。

　

安
倍
総
理
は
今
年
一
月
の
外
遊
で
、
日
本

の
歴
代
総
理
で
初
め
て
バ
ル
ト
三
国
を
訪
問

し
た
。

　

そ
の
一
つ
エ
ス
ト
ニ
ア
は
、
サ
イ
バ
ー
攻

撃
対
策
の
先
進
国
で
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
控
え
て
、
北
朝
鮮
か
ら
の
執し

つ

拗よ
う

な
サ
イ

バ
ー
攻
撃
が
予
想
さ
れ
る
。
現
地
で
そ
の
対

策
協
議
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

繰
り
返
し
行
わ
れ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対

し
て
、
国
民
の
関
心
は
高
く
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
だ
け
高
度
に
発
達
し
た
情
報
社
会
で
は
、

サ
イ
バ
ー
テ
ロ
は
国
民
の
生
命
と
財
産
を
瞬

時
に
奪
う
。

二	

「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
」
の
母
港

　

過
日
、
北
朝
鮮
近
海
に
ア
メ
リ
カ
は
空
母

一	

北
朝
鮮
を
め
ぐ
る
動
き

　

六
月
に
な
っ
た
。
い
じ
め
が
増
え
る
季
節
。

脳
科
学
者
の
中
野
信
子
は
、
近
著
で
「
六
月

と
十
一
月
は
脳
内
ホ
ル
モ
ン
の
関
係
で
、
い

じ
め
が
多
く
な
る
」
と
述
べ
る
。

　

二
十
余
年
前
、
私
は
東
京
都
教
育
委
員
会

で
健
全
育
成
担
当
指
導
主
事
を
し
て
い
た
。

私
た
ち
は
経
験
則
的
に
、
六
月
と
十
一
月
は

い
じ
め
の
要
注
意
月
間
と
捉
え
て
い
た
。
そ

の
後
、
こ
れ
ら
の
月
を
健
全
育
成
の
重
点
指

導
期
間
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　

さ
て
、
国
際
的
イ
ベ
ン
ト
の
多
い
二
〇
一

九
年
が
近
く
な
っ
た
。
各
種
危
機
へ
の
備
え

を
固
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

北
朝
鮮
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
高
度
な
技
術
者
を

多
数
養
成
し
、
各
所
に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
仕

掛
け
て
い
る
。
現
金
が
奪
わ
れ
る
事
案
は
多

数
発
生
し
て
い
る
。
被
害
に
遭
っ
た
企
業
は
、
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1 中高の英語教育が大失敗だったと言われるこれだけの理由
2 TOSS型英会話が20年前から言い続けてきた「やり取り」の重要性
3 今、なぜ「英語」が重要なのか
4 英語ができる子が
 人生の可能性を広げる 

5 AIが自動翻訳する時代に
 必要な英語教育

6 英語の評価をどうする
 ＝「市販の紙テスト」を超えて 

7 ICT・AIの活用で英語授業は
 こう変わった

2018年

６月号
特集

～国際舞台で活躍する子を育てるTOSSの処方箋～

の

の

英語教育
English

本質
「

」失敗 探るを

日本
日
本
の
英
語
教
育
「
失
敗
の
本
質
」
を
探
る  

〜
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
子
を
育
て
る
T
O
S
S
の
処
方
箋
〜

特集

の
効
果
を
お
示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５	

英
語
の
評
価
を
ど
う
す
る

　

小
学
校
で
も
外
国
語
は
「
教
科
」
に
な
り
ま

し
た
。
当
然
「
評
価
」
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

①
中
高
と
同
じ
よ
う
な
「
紙
の
市
販
テ
ス

ト
」
で
い
い
の
か
。

②
数
値
評
価
を
す
る
の
か
、
所
見
を
書
く

だ
け
な
の
か
。

③「
や
り
取
り
」＝
会
話
の
力
は
ど
う
評
価

す
る
の
か
。

　

そ
う
い
っ
た
点
が
曖
昧
な
ま
ま
で
ス
タ
ー
ト

し
よ
う
と
し
て
い
る
学
校
が
、
か
な
り
あ
る
よ

う
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
人
工
知
能
と

や
り
取
り
す
る
だ
け
で
、
そ
の
場
で
評
価
が

返
っ
て
く
る
技
術
も
既
に
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
実
用
的
か
ど
う
か
は
別
で
す
が
、
そ

う
い
っ
た
最
先
端
の
動
向
も
視
野
に
入
れ
て
お

く
必
要
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
ど
の
よ
う
な
評
価

が
子
供
た
ち
に
力
を
付
け
る
の
か
も
、
今
回
の

特
集
で
は
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
本
誌
編
集
長　

谷 

和
樹
）

　

今
月
号
の
特
集
は
、
諸
外
国
に
比
べ
て
遅
れ

て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
日
本
の
英
語
教

育
に
つ
い
て
、
そ
の
根
本
か
ら
考
え
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

１	

英
語
の
重
要
性

　

英
語
は
、
今
後
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま

す
。
次
の
よ
う
な
指
標
は
全
て
、
英
語
の
重
要

性
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

①
英
語
を
公
用
語
と
す
る
国
の
数

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
使
用
さ
れ
て
い
る

言
語
の
順
位

③
学
ぶ
人
が
多
い
言
語
ラ
ン
キ
ン
グ

④
学
術
論
文
が
書
か
れ
る
言
語
の
割
合

　

今
後
伸
び
て
い
く
と
思
わ
れ
る
Ｉ
Ｔ
企
業
や
、

主
だ
っ
た
日
本
の
大
企
業
は
、
社
内
の
公
用
語

を
英
語
に
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
年
収
と
英
語
の

習
熟
度
に
は
相
関
性
が
あ
る
と
い
う
デ
ー
タ
も

あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
そ
う
し
た
具
体
的
な
事

例
と
デ
ー
タ
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
示
し
て
い
た
だ

い
た
上
で
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
子
供
た
ち
に

伝
え
る
の
か
、
ま
た
「
英
語
の
学
び
方
」
を
教

え
る
と
き
の
コ
ツ
な
ど
に
つ
い
て
も
お
書
き
い

た
だ
き
ま
し
た
。

２	

自
動
翻
訳
の
時
代
に
英
語
力
は	

	
	

い
ら
な
い
？

　

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
発
達
が
急
激
に
進
ん

で
い
ま
す
。「
し
ゃ
べ
る
だ
け
で
、
そ
の
場
で

同
時
通
訳
的
に
英
語
に
音
声
変
換
す
る
技
術
」

が
実
用
化
し
ま
す
。
も
う
数
年
以
内
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
時
代
に
は
英
語
教
育
は
無
用
の
も
の

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

い
や
、
重
要
性
は
む
し
ろ
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

ど
の
よ
う
に
翻
訳
さ
れ
た
の
か
分
か
ら
な
い
、

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
伝
わ
ら
な
い
…
…
。
こ
の
よ
う
な

結
果
、
英
語
が
で
き
る
人
間
が
ト
ッ
プ
を
走
る

よ
う
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う

し
た
時
代
に
必
要
な
考
え
方
と
授
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

３	

中
高
の
英
語
教
育
は
大
失
敗

　

中
学
校
三
年
間
、
高
校
で
三
年
間
、
さ
ら
に

大
学
で
も
英
語
を
学
び
ま
す
。
塾
に
通
う
人
も

多
い
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
日

本
人
は
「
ち
ょ
っ
と
し
た
日
常
会
話
」
も
で
き

ま
せ
ん
。

　

こ
の
状
態
を
作
っ
た
主
犯
は
一
体
誰
で
し
ょ

う
か
。

戦
後
の
中
学
・
高
校
の
英
語
教
育

　

そ
れ
は
大
失
敗
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
中
高
の
授
業
方
法
を
そ
の

ま
ま
小
学
校
に
も
ち
込
ん
で
も
駄
目
に
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
か
と
い
っ
て
、
遊
ん
で
い
る
だ
け

で
話
せ
る
よ
う
に
な
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

４	

「
や
り
取
り
」
の
重
要
性

　

英
語
で
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に

は
「
や
り
取
り
」
の
練
習
が
必
要
で
す
。
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
で
は
二
十
年
前
か
ら
そ
れ
を
言
い
続
け
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で

も
、「
話
す
こ
と
︹
や
り
取
り
︺」
が
加
わ
り
ま

し
た
。
つ
ま
り
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
こ
と
で
す
。

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
」
で
指
導
す
る

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
指
導
と
は
ど
の
よ
う
な

指
導
な
の
か
、
な
ぜ
「
や
り
取
り
」
の
力
が
付

く
の
か
、
そ
う
い
っ
た
具
体
的
な
指
導
例
と
そ イラスト：和田孝子
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中
学
校
高
校
の
英
語
授
業
。

　

最
初
の
挨
拶
。

“Hello! H
ow

 are you?

”

“I’m fi ne, thank you.

”

　

何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
た
。
多
く
の
人
が
で
き
る
。

　

単
語
の
意
味
。
覚
え
て
い
る
も
の
は
分
か
る
。

　

教
科
書
本
文
。
単
語
の
意
味
が
分
か
れ
ば
、
何
と
な
く

日
本
語
の
意
味
も
分
か
る
。

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
第
一
問
。「
下
線
部
の
発

音
が
ほ
か
の
三
つ
と
異
な
る
も
の
を
一
つ
選
べ
」
と
い
う

問
題
。
演
習
を
重
ね
て
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

英
検
二
級
の
第
一
問
。

「（　

）
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び

な
さ
い
」

　

単
語
熟
語
・
文
法
の
知
識
で
解
け
る
。

　

大
人
に
な
る
。
学
生
時
代
に
覚
え
た
単
語
、
熟
語
を
忘

れ
る
。
読
め
な
い
。
問
題
も
解
け
な
い
。

　

久
し
ぶ
り
に
英
検
を
受
け
る
人
は
、
ま
ず
単
語
の
意
味

を
覚
え
る
。
演
習
問
題
を
解
く
。
知
識
を
得
て
、
問
題
を

解
け
る
よ
う
に
な
る
。
英
作
文
の
書
き
方
を
知
り
、
書
け

る
よ
う
に
な
る
。
リ
ス
ニ
ン
グ
も
演
習
を
繰
り
返
し
、
音

に
慣
れ
、
解
け
る
問
題
が
増
え
る
。

　

面
接
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
。「
話
せ
な
い
」
と
い
う
。
な

ぜ
か
。「
話
す
」
練
習
を
し
な
い
か
ら
だ
。
だ
か
ら
「
話
す
」

練
習
を
す
れ
ば
よ
い
。
本
や
Ｃ
Ｄ
相
手
で
は
な
く
「
人
」

と
話
す
。
会
話
だ
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
は
主
張
し
て
い
る
。「
英
会
話
」

が
で
き
な
い
か
ら
「
英
会
話
」
を
授
業
で
し
ま
し
ょ
う
。

　

メ
ン
タ
リ
ス
トD

aiGo

著
『
科
学
的
に
正
し
い
英
語

勉
強
法
』（
Ｄ
Ｈ
Ｃ
）
に
次
の
文
が
あ
っ
た
。

「
習
っ
た
ス
キ
ル
し
か
上
達
し
な
い
。
英
語
の
本
を
た
く

さ
ん
読
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
は

な
ら
な
い
し
、
逆
に
会
話
が
得
意
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
英
語
の
本
が
読
め
る
と
は
限
ら
な
い
」

「
ち
ょ
っ
と
し
た
日
常
会
話
」
が
で
き
な
い
の
は
「
ち
ょ
っ

と
し
た
日
常
会
話
」
を
練
習
し
続
け
て
い
な
い
か
ら
だ
。

　

英
会
話
は
、
一
度
身
に
付
け
て
も
、
ず
っ
と
技
能
を
保

ち
続
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
自
転
車
に
乗
る
こ
と
と

は
異
な
る
。
筋
力
と
同
じ
で
鍛
え
続
け
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

小
学
校
で
「
ち
ょ
っ
と
し
た
日
常
会
話
」
を
学
ん
だ
ら
、

中
学
校
高
校
で
も
「
ち
ょ
っ
と
し
た
日
常
会
話
」
を
実
践

し
続
け
る
。
そ
う
し
て
、「
ち
ょ
っ
と
し
た
日
常
会
話
」

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

新
学
習
指
導
要
領
の
四
技
能
五
領
域
。
読
む
、
書
く
、

聞
く
、
話
す
（
発
表
）、
話
す
（
や
り
取
り
）。
日
常
会
話

は
「
や
り
取
り
」
と
表
現
さ
れ
る
。
学
ぶ
こ
と
が
必
須
に

な
っ
た
。
中
学
校
高
校
で
先
生
が
や
り
取
り
を
教
え
、
生

徒
が
学
べ
ば
「
で
き
る
」。

　

英
語
教
育
が
大
失
敗
だ
と
い
う
こ
と
、
及
び
そ
の
理
由

に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
の
み
な
ら
ず
英
語
教
育
関
係

者
の
多
く
が
既
に
気
付
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
英
語
教
育
改
革
が
進
ま
な
い
の
は
、「
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
？
」
に
つ
い
て
の
代
案
が
未
開
発

だ
か
ら
で
あ
る
。
代
案
の
ど
の
部
分
が
未
開
発
な
の
か
？

「
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
？
」
の
代
案
の
「
方
針
」
は
分

か
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
方
針
を
具
現
化
す
る
「
手
立

て
」
が
な
い
の
が
現
状
だ
。「
手
立
て
」
は
未
開
発
だ
。

　

失
敗
の
理
由
に
つ
い
て
、
例
え
ば
白
井
恭
弘
氏
は
、『
英

語
教
師
の
た
め
の
第
二
言
語
習
得
論
入
門
』※1
（
六
四
ペ
ー

ジ
）
の
中
で
三
点
挙
げ
て
い
る
。
次
の
三
つ
で
あ
る
。

ａ
．
誤
っ
た
英
語
学
習
理
論

ｂ
．
不
十
分
な
英
語
教
員
養
成
シ
ス
テ
ム

ｃ
．
正
確
さ
を
過
大
に
重
視
し
た
入
学
試
験

　

私
は
全
て
に
賛
成
す
る
し
、
読
者
の
皆
様
も
経
験
を
通

し
て
納
得
い
た
だ
け
る
と
思
う
。
次
に
若
干
補
足
す
る
。

ａ
．
文
法
知
識
で
翻
訳
重
視
の
「
文
法
訳
読
方
式
」

ｂ
．
四
技
能
※2
の
統
合
が
指
導
で
き
る
英
語
教
師
の
不
在

ｃ
．「
ａ
」
の
影
響
で
、
文
法
知
識
偏
重
の
入
学
試
験

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
の
方
針
だ
。

Ａ
． 

意
味
重
視
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
カ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」

Ｂ
． 

四
技
能
の
統
合
を
達
成
し
た
講
師
に
よ
る
研
修
会

Ｃ
．「
Ａ
」
と
連
動
し
、
言
語
技
能
を
評
価
す
る
テ
ス
ト

　

こ
れ
ら
Ａ
～
Ｃ
の
方
針
を
具
現
化
す
る
手
立
て
は
次
だ
。

Ａ
．
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話 

↓ 

文
法
・
文
字
指
導
の
順

Ｂ
．
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
︵
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
の
映
像
参
照
︶

Ｃ
．期
末
テ
ス
ト
︵
リ
ス
ニ
ン
グ
と
答
案
を
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に
掲
載
︶

　

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に
、Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話

の
映
像
、
期
末
テ
ス
ト
の
一
部
を
載
せ
た
。
前
者
は
、
先

月
行
わ
れ
た
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
北
海
道
合
宿
の
ブ
レ
ス
ト
の
映
像

で
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
や
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
も
な
い
状
態
で
、
お
酒
の
席
で
い
き
な
り
リ
ク
エ
ス
ト

さ
れ
た
。
一
度
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
指
導
の
技
能
が
身

に
付
い
て
し
ま
え
ば
、
練
習
な
し
で
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会

話
の
授
業
が
で
き
る
。

　

三
十
四
秒
の
左
手
の
動
き
、
五
十
九
秒
の
右
手
が
パ
ソ

コ
ン
の
「
○
」
の
記
号
の
代
わ
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

一
分
十
一
秒
の
左
手
の
動
き
、
一
分
二
十
二
秒
で
タ
イ
ミ

ン
グ
を
示
す
両
手
の
動
き
、
一
分
二
十
六
秒
あ
た
り
か
ら

の
リ
ズ
ム
を
示
す
首
の
動
き
、
一
分
三
十
秒
の
左
手
な
ど

な
ど
…
…
は
無
意
識
に
身
に
付
い
て
い
る
。

　

サ
ー
ク
ル
や
研
修
会
で
、
ぜ
ひ
練
習
し
て
ほ
し
い
。

方針は口でいくらでも語れる。
しかし、授業という形で語れる
ものはTOSS型英会話だけだ
日本の英語教育の失敗の理由は分かっている。代案の方針も分かっている。
しかし、その方針の具体的手立てを提案できているのは、TOSSだけである。
TOSS型英会話が具体的な手立てだ。

学んだことはできる。
学んでいないことはできない
英語を身に付けるには4000時間必要だ。
中学校420時間、高校約600時間に小学校210時間が加わり、
土台をつくる。

北海道音更町立駒場中学校

加
か

藤
とう

 心
しん

神奈川県横浜市立みなと総合高等学校

佐
さ

藤
とう

 泰
やす

弘
ひろ

11 中高の英語教育が大失敗だったと言われるこれだけの理由中高の英語教育が大失敗だったと言われるこれだけの理由日
本
の
英
語
教
育
「
失
敗
の
本
質
」
を
探
る  

〜
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
子
を
育
て
る
T
O
S
S
の
処
方
箋
〜

特集

※1 

大
修
館
書
店
刊

※2 

聞
く
・
読
む
・
話
す
・
書
く
︵
新
学
習
指
導
要
領
よ
り
、
四
技
能
五
領
域
と
な
っ
て
い
る
︶
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三
月
、
六
年
生
は
小
学
校
で
学
習
し
た
会
話
を
使
い
、

様
々
な
テ
ー
マ
で
自
由
に
会
話
を
す
る
。
そ
の
姿
に
、
参

観
し
た
先
生
方
が
驚
く
。
二
文
の
や
り
取
り
を
積
み
重
ね

て
き
た
結
果
で
あ
る
。「
発
話
量
を
保
証
す
る
」
四
十
五

分
間
、
子
供
た
ち
は
休
む
間
も
な
く
英
語
を
話
し
て
い
る
。

歌
か
ら
始
ま
る
授
業
は
、
既
習
事
項
の
復
習
、
単
語
練
習
、

単
語
習
得
活
動
、
会
話
練
習
、
会
話
習
得
活
動
と
、
テ
ン

ポ
良
く
進
ん
で
い
く
。
中
心
と
な
る
活
動
は
、「
二
文
の

や
り
取
り
」
の
習
得
と
な
る
。
毎
時
間
積
み
重
ね
、
二
文

が
四
文
と
な
り
、
四
文
が
六
文
と
な
る
。

時
に
は
六
文
か
ら
八
文
に
な
る
ス
ピ
ー

チ
を
暗
記
し
て
発
表
し
、
力
を
付
け
て

い
く
。
大
切
な
の
は
、「
積
み
重
ね
て

い
く
」
こ
と
、
繰
り
返
し
「
学
習
し
た

会
話
を
使
わ
せ
て
い
く
」
こ
と
で
あ
る
。

１	

ち
ょ
っ
と
の
工
夫
で
熱
中
し
て
繰
り
返
す

　

習
得
の
鍵
と
な
る
の
が
活
動
で
あ
る
。
変
化
の
あ
る
繰

り
返
し
で
楽
し
く
た
く
さ
ん
練
習
が
で
き
る
。
一
番
手
軽

な
の
は
、
リ
ズ
ム
を
付
け
て
繰
り
返
す
「
チ
ャ
ン
ツ
」
で

あ
る
。
ビ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
使
う
と
楽
し
い
が
、
難
し
い

場
合
は
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
を
使
う
と
簡
単
に
で
き
る
。
そ

れ
も
準
備
で
き
な
け
れ
ば
手
拍
子
で
よ
い
。
英
語
は
リ
ズ

ム
で
あ
る
。
リ
ズ
ム
を
取
っ
て
繰
り
返
さ
せ
る
。
そ
こ
に

ゲ
ー
ム
的
要
素
も
加
え
る
。「
山
手
線
ゲ
ー
ム
」
や
「
じ
ゃ

ん
け
ん
ゲ
ー
ム
」「
ビ
ン
ゴ
」
な
ど
。
ち
ょ
っ
と
の
工
夫
で
、

楽
し
み
な
が
ら
単
語
や
、
会
話
を
習
得
し
て
い
く
。

２	

ペ
ア
を
短
時
間
で
替
え
る
シ
ス
テ
ム
を
入
れ
る

　

同
じ
会
話
を
同
じ
人
と
繰
り
返
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

機
械
的
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
シ
ス
テ
ム
を
作
る
。

教
室
で
の
二
人
席
の
片
方
が
移
動
し
、
同
じ
会
話
を
す
る

の
で
あ
る
。
ペ
ア
が
替
わ
る
と
答
え
が
変
わ
り
、
友
達
の

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
楽
し
く
て
、
同
じ

会
話
を
何
度
も
繰
り
返
す
。
教
室
を
歩
き
回
っ
て
会
話
を

す
る
こ
と
は
、
英
語
の
授
業
で
は
一
般
的
だ
が
、
多
く
の

学
級
で
は
仲
良
し
の
友
達
と
ば
か
り
話
し
て
し
ま
う
。
ま

た
、
ペ
ア
を
す
ぐ
に
作
れ
る
子
と
、
な

か
な
か
ペ
ア
に
な
れ
な
い
子
で
、
会
話

量
に
差
が
出
て
し
ま
う
。
一
番
効
率
良

く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
会
話
さ
せ
る
た

め
に
は
、
自
動
的
に
動
け
る
シ
ス
テ
ム

を
作
っ
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

　

英
語
を
自
分
の
も
の
に
し
て
話
す
た
め
に
は
、
圧
倒
的

な
会
話
量
が
必
要
に
な
る
。
英
語
の
授
業
は
シ
ン
プ
ル
で

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
テ
ン
ポ
良
く
、
そ
し
て
小
さ
な
工
夫

を
随
所
に
盛
り
込
ん
で
、
た
く
さ
ん
会
話
を
さ
せ
た
い
。

２文のやり取りの積み重ねで
自由に会話
「ずっと話している授業」発話の保証が会話力を付ける。

東京都港区立笄小学校

間
ま

宮
みや

 多
た

恵
え

22 TOSS型英会話が20年前から言い続けてきた「やり取り」の重要性TOSS型英会話が20年前から言い続けてきた「やり取り」の重要性日
本
の
英
語
教
育
「
失
敗
の
本
質
」
を
探
る  

〜
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
子
を
育
て
る
T
O
S
S
の
処
方
箋
〜

特集

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
二
十
年
前
か
ら
、
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
、「
や
り
取
り
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
主

張
し
て
き
た
。
二
〇
二
〇
年
の
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に

お
い
て
、
三
、
四
年
生
の
「
外
国
語
活
動
」、
五
、
六
年

の
「
外
国
語
科
」
に
お
い
て
、「
話
す
こ
と
」
が
具
体
的

に
「
や
り
取
り
」
と
「
発
表
」
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と
明

確
に
示
さ
れ
た
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
指
導
の
基
本
提
案
者
で
あ
る
向
山

浩
子
氏
は
、
二
〇
〇
三
年
の
著
書
の
中
で
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　

言
語
回
路
が
で
き
る
の
は
、
音
声
で
耳
に
繰
り
返

し
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
（
構
文
）
を
入
れ
、
口
か
ら
出

さ
せ
る
。
そ
し
て
や
り
と
り
を
た
く
さ
ん
経
験
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
か
な
わ
な
い
の
で
あ
る
。

（『
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
指
導
の
基
本
』
東
京
教
育
技

術
研
究
所　

七
ペ
ー
ジ
）

　

さ
ら
に
、
向
山
浩
子
氏
は
「
子
供
一
人
一
人
が
英
会
話

の
や
り
と
り
を
す
る
活
動
」
が
入
っ
て
い
な
い
授
業
は
駄

目
だ
と
い
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
一
斉
の
繰

り
返
し
の
発
話
、
ま
た
は
一
対
一
で
あ
っ
て
も
、
教
師
対

子
供
、
あ
る
い
は
子
供
対
子
供
な
ど
に
よ
る
一
方
通
行
的

問
答
形
式
で
も
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
結
局
は
、

子
供
同
士
で
の
双
方
向
の
会
話
の
や
り
取
り
活
動
が
最
も

重
要
で
あ
る
と
向
山
浩
子
氏
は
主
張
し
て
い
る
。

　

向
山
浩
子
氏
は
、
著
書
の
中
で
繰
り
返
し
、「
子
供
同

士
の
や
り
取
り
」
の
必
要
性
を
主
張
し
て
き
た
。
氏
の
主

張
は
、
こ
れ
か
ら
の
英
語
教
育
を
十
五
年
以
上
も
先
取
り

し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
、
私
は
六
年
生
に
、

年
間
七
十
時
間
の
外
国
語
科
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
向

山
浩
子
氏
か
ら
学
ん
だ
基
本
を
忠
実
に
実
践
し
て
い
る
。

①
三
構
成
法
で
指
導
し
、
子
供
同
士
で
や
り
取
り
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
臨
機
応
変
に
習
っ
た
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
を
言
え
る
よ

う
に
す
る
。

③
一
人
分
は
短
く
て
よ
い
か
ら
、
長
く
や
り
取
り
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

　

子
供
た
ち
は
、
子
供
同
士
の
や
り
取
り
が
大
好
き
だ
。

「Ready go!

」
の
合
図
で
飛
び
込
む
よ
う
に
し
て
相
手

を
見
付
け
、
会
話
を
始
め
る
。
話
し
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
。

「
五
分
で
も
十
分
で
も
話
せ
る
！　

中
学
生
の
お
姉
ち
ゃ

ん
よ
り
、
私
の
方
が
話
せ
る
！
」

　

四
月
、
英
語
が
全
く
話
せ
な
か
っ
た
子
の
十
か
月
後
の

声
だ
。
二
月
に
は
北
海
道
の
加
藤
心
氏
と
の
授
業
で
、
ミ

ニ
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
っ
た
。
圧
倒
的
な
子
供
の
事
実
が

あ
っ
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
指
導
が
創
り
出
し
た
事
実
だ
。

「やり取り」を重視した指導が
子供に英語力を付ける
TOSS型英会話指導は、「英会話授業の山、正念場、命は一人一人の会話のやり
取りの保証」と主張した向山浩子氏から生み出された。

愛知県豊田市立東保見小学校

井
い

戸
ど

 砂
さ

織
おり
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「
英
語
が
で
き
る
＝
勉
強
が
で
き
る
」
で
は
な
い
。
高
校

受
験
（
今
後
は
中
学
受
験
も
）
か
ら
就
職
後
ま
で
、
得
点

源
と
し
て
有
利
な
教
科
だ
が
全
て
で
は
な
い
。「
英
語
が

で
き
る
＝
仕
事
が
で
き
る
」
で
も
な
い
。
今
後
日
本
の
人

口
が
減
る
と
、
海
外
を
相
手
に
商
売
し
始
め
る
こ
と
に
な

る
。
外
国
人
観
光
客
が
増
え
、
お
も
て
な
し
が
盛
ん
に
取

り
沙
汰
さ
れ
る
が
、
一
度
も
外
国
人
と
接
し
な
い
人
も
い

る
。
そ
れ
で
も
私
は
生
徒
た
ち
に
言
う
。「
英
語
は
必
要

だ
か
ら
勉
強
し
よ
う
」
と
。

　

Chan

（2016

）
は
「Pow

erful Language Index

」

（
Ｐ
Ｌ
Ｉ
）
と
い
う
言
語
の
重
要
性
を
表
す
指
標
を
考
案

し
た
 ※
。
地
理
・
経
済
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
知
識

や
情
報
の
入
手
・
外
交
の
五
分
野
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
な

ど
二
十
の
指
標
を
換
算
し
て
一
二
四
言
語
を
０
～
１
の
値

で
表
し
た
（
左
の
グ
ラ
フ
、
数
値
を
も
と
に
筆
者
作
成
）。

英
語
の
Ｐ
Ｌ
Ｉ
が
最
大
で
、
共
通
語
で
あ
る
と
分
か
る
。

　

実
体
験
で
示
す
。
ま
ず
、
英
語
は
学
術
に
欠
か
せ
な
い
。

東
京
大
学
で
は
、
理
系
専
門
科
目
の
教
科
書
は
日
本
語
の

翻
訳
版
の
ほ
か
に
英
語
の
原
書
も
紹
介
さ
れ
る
。
た
だ
し

英
語
版
の
方
が
新
し
い
。
さ
ら
に
、
日
英
の
教
科
書
を
並

べ
て
読
む
と
、
時
に
難
解
な
言
葉
遣
い
の
日
本
語
訳
よ
り
、

文
法
的
に
は
平
易
で
あ
り
日
本
語
に
は
訳
さ
れ
な
い
笑
い

話
も
交
え
た
英
語
版
の
方
が
面
白
い
。
著
者
に
近
づ
け
る
。

近
年
で
は
専
門
科
目
の
授
業
を
英
語
で
行
う
大
学
が
ま
す

ま
す
増
え
て
い
る
。
世
界
中
の
研
究
者
と
研
究
成
果
を
英

語
で
発
表
し
合
う
の
で
、
必
要
な
訓
練
で
あ
る
。

　

英
語
を
使
う
と
、
世
界
の
最
新
情
報
を
入
手
で
き
る
。

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
の
よ
う
な
海
外
の
作
品
を
、
原
作
で

あ
れ
ば
日
本
語
版
の
発
売
よ
り
年
単
位
で
早
く
楽
し
め
る
。

会
社
員
時
代
、
英
語
で
説
明
を
受
け
た
。
同
時
通
訳
よ
り

早
く
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
う
な
ず
き
ジ
ョ
ー
ク
に
反
応
し

た
。
そ
の
後
、
演
者
と
込
み
入
っ
た
話
が
で
き
た
。
教
育

先
進
国
の
実
践
を
原
文
で
読
む
と
、
国
内
で
は
知
ら
れ

て
い
な
い
効
果
的
な
対
応
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

Y
ouT

ube

を
単
元
名
・「experim

ent

」（
実
験
）
と
英

語
で
検
索
す
る
と
、
高
校
の
楽
し
い
演
示
実
験
が
見
付
か

る
。
ど
れ
も
英
語
が
使
え
な
け
れ
ば
で
き
な
い
経
験
。
学

生
時
代
か
ら
教
員
を
し
て
い
る
現
在
に
至
る
ま
で
、
私
は

英
語
で
自
分
の
世
界
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
生
徒
に

も
そ
の
有
益
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

※ K
ai L C

han(2016)
 http://w

w
w

.kailchan.ca/w
p-content/uploads/2016/12/K

ai-C
han_P

ow
er-Language-Index-full-report_2016_v2.pdf

世界の最先端の情報は
英語で発信されている
インターネット上にあげられた英語の論文数は、日本語のものとは比べものに
ならないほど多い。世界で情報を共有するためには、英語が必要となる。
母語としての日本語を大切にしながらも、情報を英語で収集、発信できる
日本人を増やしていかなければ、日本は世界から後れを取るだろう。

「今、なぜ英語が必要なのか」
英語により自分の世界が広がる
Do you study English?
Can you study in English?
English will enrich your life.

群馬県沼田市立沼田東小学校

小
こ

林
ばやし

 智
とも

子
こ

兵庫県私立須磨学園高等学校中学校

椿
つばき

 晴
はる

香
か

33 今、なぜ「英語」が重要なのか今、なぜ「英語」が重要なのか日
本
の
英
語
教
育
「
失
敗
の
本
質
」
を
探
る  

〜
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
子
を
育
て
る
T
O
S
S
の
処
方
箋
〜

特集

「
な
ぜ
英
語
を
勉
強
す
る
の
か
」
を
英
語
で
検
索
す
る

（T
he reasons for your study of English　

な
ど
）

と
、
多
く
の
サ
イ
ト
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。
幾
つ
か
の
共
通
す

る
項
目
を
挙
げ
る
。

①
世
界
の
多
く
の
人
が
英
語
を
話
せ
る

　

五
人
に
一
人
が
、
英
語
を
話
せ
る
か
、
あ
る
い
は
、
聞

い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
語
を
母
語
と
す
る

人
も
多
く
い
る
が
、
英
語
学
習
者
、
英
語
を
公
用
語
と
す

る
五
十
三
か
国
の
人
な
ど
を
含
め
れ
ば
、
英
語
を
使
う
人

は
十
五
億
人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

②
職
業
の
選
択
肢
が
増
え
る

　

様
々
な
国
の
人
と
働
く
職
場
で
は
共
通
語
が
必
要
と
な

り
、
そ
う
い
っ
た
場
で
は
英
語
を
共
通
語
と
し
て
用
い
る

こ
と
が
多
い
。
イ
ン
ド
の
モ
バ
イ
ル
英
会
話
教
室
、

「BodhiSutra
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
英
会
話
が
で

き
る
と
、
収
入
が
増
え
る
。
全
て
の
よ
い
仕
事
に
は
、
英

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
ス
キ
ル
が
必
要
で

あ
る
。
国
際
的
な
市
場
に
お
い
て
、
も
し
英
語
が
話
せ
れ

ば
、
よ
り
多
く
の
客
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
遠
く

の
国
か
ら
よ
り
安
く
よ
い
原
料
を
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
あ
る
。

③
学
術
的
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

　

英
語
論
文
は
、
日
本
語
で
の
論
文
と
は
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
ほ
ど
多
い
。
同
じ
言
葉
を
日
本
語
と
英
語
で
検
索

す
る
と
、
す
ぐ
に
分
か
る
。「
英
語
教
育
」
と
グ
ー
グ
ル

で
検
索
す
る
と
、
約
一
四
〇
〇
万
件
、
対
し
て
「English 

education

」
と
検
索
す
る
と
、
四
億
二
○
○
○
万
件
ヒ
ッ

ト
し
た
。
歴
然
と
し
た
差
が
あ
る
。
次
の
表
は
、
世
界
の

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
あ
る
。

　

以
下
十
位
に
ス
イ
ス
の
大
学
が
入
る
が
、
そ
れ
ま
で
全

て
、
英
語
圏
の
国
の
大
学
が
占
め
て
い
る
。
世
界
の
最
先

端
の
情
報
の
多
く
は
、
英
語
で
書
か
れ
て
い
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
分
野
で
も
「
外
国
語

学
習
の
機
会
が
、
子
供
の
知
力
や
Ｉ
Ｑ
を
高
め
る
」
と
い

う
こ
と
が
知
見
と
し
て
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
神
経
科
学

や
認
知
科
学
の
分
野
で
も
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
研
究

が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
実
を
基
に
、
英
語
学
習
の
重
要
性
を
説

い
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

１
位

オックスフォード大学
（イギリス）

２
位

ケンブリッジ大学
（イギリス）

３
位

カリフォルニア
工科大学（アメリカ）

4
位

スタンフォード大学
（アメリカ）

５
位

マサチューセッツ
工科大学（アメリカ）

世界の大学ランキング2018
THE（Times Higher Education）
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「
年
収
と
英
語
の
習
熟
度
が
相
関
し
て
い
る
」
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
る
。

　

も
は
や
就
職
や
そ
の
先
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

英
語
は
必
須
の
時
代
で
あ
る
。
教
科
化
を
控
え
、今
更
「
英

語
を
教
え
る
こ
と
に
反
対
」
と
い
う
教
師
は
い
な
い
だ
ろ

う
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
日
本
は
圧
倒
的
に
英
語
後
進

国
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

例
え
ば
海
外
の
空
港
に
お
け
る
入
国
審
査
な
ど
の
手
続

き
の
場
面
で
も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
分
か
る
。

　

日
本
人
の
子
供
は
、
入
国
審
査
に
お
い
て
自
身
で
話
す

こ
と
は
な
い
。
親
が
代
わ
り
に
話
す
こ
と
で
入
国
審
査
を

通
り
抜
け
る
。

　

し
か
し
、
ほ
か
の
ア
ジ
ア
系
の
子
供
た
ち
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
一
人
で
堂
々
と
入
国
審
査
に
入
っ
て
い
き
、
英
語

を
自
在
に
操
っ
て
通
っ
て
い
く
。

　

入
国
審
査
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
こ
れ
だ
け
の
差
に
な
る
。

　

も
う
一
場
面
を
紹
介
し
よ
う
。

　

台
湾
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、
学
校
視
察

を
行
っ
た
。

　

学
校
で
私
た
ち
を
案
内
し
て
く
れ
た
の

は
、
小
学
校
五
年
の
子
供
た
ち
で
あ
る
。

　

私
た
ち
日
本
人
教
師
が
た
じ
た
じ
に
な

る
ほ
ど
、
流り
ゅ
う

暢ち
ょ
う

な
英
語
で
校
舎
の
案
内
を

し
て
く
れ
た
。
こ
ち
ら
の
質
問
に
も
す
ぐ
に
答
え
ら
れ
る

ほ
ど
英
語
を
話
せ
て
い
る
。

　

日
本
の
子
供
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
子
供
た
ち
と
、
世

界
を
相
手
に
渡
り
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
日
本
に
い
る
か
ら
英
語
は
い
ら
な
い
」
と
言
う
人
も
、

い
ま
だ
存
在
し
て
い
る
。

　

既
に
世
界
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て

お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
交
流
は
「
英
語
を
媒
介
」
に
し

て
行
わ
れ
て
い
る
。最
近
、日
本
で
も
海
外
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
や
通
販
サ
イ
ト
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
日
本

以
外
で
は
十
年
以
上
前
か
ら
当
た
り
前
に
使
わ
れ
て
い
た
。

英
語
が
読
め
な
い
日
本
人
だ
か
ら
こ
そ
の
遅
さ
で
あ
る
。

英
語
が
で
き
な
い
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
か
ら

日
本
が
遠
ざ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
、
多
く
の
教
師
が
痛
感

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

二
〇
一
七
年
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
本
部
で

プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
。
私
は
、
も
ち
ろ
ん
英
語
で
プ
レ
ゼ

ン
を
行
い
、
質
疑
応
答
も
通
訳
を
介
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

通
訳
を
介
す
と
、提
案
が
ワ
ン
テ
ン
ポ
遅
れ
る
。コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
感
じ
が
薄
く
な
る
。

　

ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
る
「
言
語
」
だ
か
ら
こ
そ
、
ユ
ネ

ス
コ
の
責
任
者
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
す
ご
さ
に
感
動
し
て
い
た
。

ま
ず
は
、
英
語
で
一
日
一
回
子
供
と
話
す
こ
と
か
ら
始
め

る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

「英語は話せて当たり前」の
世界の国々の子供たちと、
同等に渡り合える子供を育てる
英語後進国日本、多くの子供たちが世界から置いてけぼり
されないために、今、動く。

長野県長野市立川田小学校

小
こ

嶋
じま

 悠
ゆう

紀
き

44 英語ができる子が人生の可能性を広げる英語ができる子が人生の可能性を広げる日
本
の
英
語
教
育
「
失
敗
の
本
質
」
を
探
る  

〜
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
子
を
育
て
る
T
O
S
S
の
処
方
箋
〜

特集

１

　

二
〇
一
〇
年
に
社
内
の
英
語
公
用
語
化
を
宣
言
し
た

「
楽
天
」。「
楽
天
」
の
社
長
、
三
木
谷
浩
史
氏
は
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

　

一
つ
目
は
、
優
秀
な
人
材
を
獲
得
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

世
界
に
は
優
秀
な
人
材
が
た
く
さ
ん
い
る
。
世
界
市
場

を
視
野
に
入
れ
て
い
る
日
本
の
大
手
企
業
は
、
世
界
と
戦

え
る
人
材
を
求
め
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
で
の
情
報
共
有
と

意
思
疎
通
を
迅
速
に
で
き
る
と
い
う
点
で
す
。

　

人
工
知
能
が
高
度
に
発
達
す
る
時
代
、
翻
訳
機
を
介
し

て
英
語
を
話
す
人
と
、
多
少
違
っ
て
い
て
も
自
分
の
言
葉

で
英
語
を
話
す
人
。
ど
ち
ら
が
信
用
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ

う
か
。
モ
ノ
や
機
械
と
仕
事
を
す
る
の
で
は
な
い
。
仕
事

は
「
人
」
と
す
る
の
だ
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
繰
り
返
し
学
ん
だ

こ
と
だ
。

　

三
つ
目
は
、
そ
も
そ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ

ス
の
最
新
情
報
は
英
語
で
発
信
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
「
日
本
語
」
の
情
報
は
、

全
体
の
僅
か
五
％
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
最
も
多
い
の
は

「
英
語
」
の
情
報
で
あ
る
。
翻
訳
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い

る
よ
う
で
は
、
世
界
市
場
で

勝
て
な
い
。

「
楽
天
」
だ
け
で
は
な
い
。「
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
」「
ユ
ニ
ク
ロ
」

「
シ
ャ
ー
プ
」「
三
菱
」「
日
立
」

「
ホ
ン
ダ
」
…
…
。
主
だ
っ
た

日
本
の
大
企
業
は
社
内
の
公

用
語
を
英
語
に
し
つ
つ
あ
る
。

２

　

全
国
の
一
千
人
に
「
語
学
力
と
本
人
の
年
収
」
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
「
年
収
七
百
万

円
以
上
の
人
は
、
約
五
〇
％

が
英
語
で
の
日
常
会
話
や
読

み
書
き
が
で
き
る
」
と
回
答

し
た
。「
年
収
五
百
万
円
か
ら

七
百
万
円
未
満
の
人
で
は
約

三
五
％
」、「
年
収
五
百
万
円

未
満
で
は
約
二
二
％
」
だ
っ
た
。

　

高
い
英
語
力
は
、
安
定
し

た
収
入
へ
と
直
結
す
る
。

「英語」は世界に通用する人材の
必須条件
2030年に向けて企業のグローバル化は加速する。
英語力は「人材としての価値」や、「安定した収入」へと直結する。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

 鍾
じょん

萬
まん
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自
動
翻
訳
に
よ
り
英
語
教
育
は
無
用
の
も
の
に
な
る
か
。

な
ら
な
い
。
よ
り
重
要
に
な
る
。

　

自
動
翻
訳
が
不
要
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
言

語
の
通
じ
な
い
国
を
旅
行
す
る
程
度
な
ら
、
機
械
に
頼
っ

て
も
用
は
足
り
る
。
だ
が
、
相
手
が
友
人
で
あ
っ
た
り
ビ
ジ

ネ
ス
の
交
渉
相
手
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
に
は
、
自
ら
会

話
し
た
方
が
便
利
で
あ
り
、有
利
で
あ
り
、効
果
的
で
あ
る
。

１	

交
渉
に
は
ロ
ジ
ッ
ク
と
感
情
の
両
方
が
必
要
だ

　

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
営
業
マ

ン
も
、
全
員
が
流り
ゅ
う

暢ち
ょ
う

な
英
語
を
話
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
で
も
外
国
人
に
考
え
を
伝
え
、
熱
く
議
論
し
て
い
る
。

交
渉
の
場
で
は
、
ロ
ジ
ッ
ク
と
同
時
に
、
相
手
の
心
を
動

か
す
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
言
葉
が
大
切
に
な
る
。
機
械
に

そ
れ
が
で
き
る
か
。
任
せ
て
よ
い
か
。
否
、
で
あ
る
。

２	

自
動
翻
訳
が
常
に
正
し
い
と
は
限
ら
な
い

　

例
え
ば
自
動
翻
訳
機
能
を
使
っ
て
商
談
を
す
る
と
し
て
、

機
械
が
正
し
く
翻
訳
し
た
の
か
ど
う
か
を
誰
が
ど
う
判
断

す
る
の
か
。
こ
ち
ら
が
行
う
以
外
に
な
い
。
相
手
の
表
情

を
見
る
だ
け
で
は
、
こ
ち
ら
の
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
が
正

確
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
否
か
は
分
か
ら
な
い
。
駆
け
引
き

の
場
な
ら
な
お
さ
ら
だ
。
細
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
ま
で
は
分

か
ら
ぬ
ま
で
も
、
機
械
の
す
る
翻
訳
の
要
点
が
正
し
い
か

否
か
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
程
度
の
英
語
力
は
不
可
欠
だ
。

３	

会
話
の
目
的
は
相
互
理
解
で
あ
る

　

翻
訳
機
能
の
使
用
は
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
阻
害
す
る
可
能
性
が
高
い
。
先
に
述
べ
た
感
情
面
の
問

題
も
し
か
り
、
タ
イ
ム
ラ
グ
な
ど
の
物
理
的
な
問
題
も
し

か
り
。
ま
た
、
外
国
語
を
学
ぶ
こ
と
は
そ
の
国
の
文
化
を
も

学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
語
学
を
抜
き
に
し
て
機
械
に
頼
っ
た

場
合
、異
文
化
理
解
の
機
会
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

翻
訳
技
術
が
ど
れ
ほ
ど
向
上
し
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
主
体
は
人
間
で
あ
る
。
自
分
の
意
思
を
伝
え
る

こ
と
、
相
手
の
意
思
を
理
解
す
る
こ
と
、
堂
々
と
主
張
す

る
こ
と
、
相
手
の
主
張
を
受
け
入
れ
、
理
解
を
示
す
こ
と
。

　

こ
れ
ら
を
大
切
に
す
る
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
と
、
必
要
最
低

限
度
の
英
語
力
と
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
力
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
求
め
ら
れ
る
授
業
の
在
り
方
は

お
の
ず
と
明
ら
か
に
な
る
。

　

語
彙
や
文
法
等
個
別
的
知
識
の
習
得
を
過
度
に
重

視
し
て
き
た
従
来
の
英
語
教
育
を
脱
し
、
イ
ン
プ
ッ

ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
、
実

生
活
で
応
用
可
能
な
五
領
域
の
技
能
の
習
得
を
重
視

す
る
授
業
だ
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
の
目
指
す
所
そ
の
も
の
で
あ
る
。

相手のニーズに応えられるように
なるのがTOSS型英会話指導法である
AI技術は進歩し、観光地でも自動音声翻訳機が活躍する時代である。
しかし、それに頼り切りでは相手のニーズに応えることはできない。
機械には「常識の壁」が存在する。人間こそが相手のニーズに応えられるのである。

自動翻訳により英語教育は
無用のものになるか
自動翻訳機能が万能であれば、小学校英語が教科化されることも、
中学校英語の時数が増加することもない。国語の時間を削ってまで
英語を増やしている意味を今こそ熟考するときである。

山形県尾花沢市立宮沢小学校

笹
ささ

原
はら

 大
だい

輔
すけ

埼玉県熊谷市立奈良中学校

長
は

谷
せ

川
がわ

 博
ひろ

之
ゆき

55 AIが自動翻訳する時代に必要な英語教育AIが自動翻訳する時代に必要な英語教育日
本
の
英
語
教
育
「
失
敗
の
本
質
」
を
探
る  

〜
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
子
を
育
て
る
T
O
S
S
の
処
方
箋
〜

特集

１	

常
識
の
壁

　

東
大
合
格
を
目
指
し
「
東
ロ
ボ
く
ん
」
と
い
う
人
工
知

能
の
開
発
を
進
め
て
き
た
数
学
者
・
新
井
紀
子
氏
は
著
書

『
Ａ
Ｉ 

ｖ
ｓ
．
教
科
書
が
読
め
な
い
子
ど
も
た
ち
』（
東
洋

経
済
新
報
社
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

会
話
す
る
Ａ
Ｉ
は
、（
中
略
）
世
界
中
の
企
業
が
躍

起
に
な
っ
て
い
る
分
野
で
す
。
当
然
、
セ
ン
タ
ー
入
試

の
４
択
の
会
話
文
完
成
問
題
に
正
解
す
る
程
度
は
で
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。
け
れ
ど
も
、
Ａ
Ｉ
は

そ
ん
な
レ
ベ
ル
に
は
ま
っ
た
く
到
達
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
英
語
チ
ー
ム
が
、
東
ロ
ボ
く
ん
に
学

習
さ
せ
た
英
文
は
、
最
終
的
に
は
一
五
〇
億
文
だ
そ
う
だ
。

し
か
し
、
英
会
話
の
み
な
ら
ず
四
択
問
題
す
ら
で
き
な
い

の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
常
識
の
壁
」
が
あ
る
と
言
う
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。（
実
際
は
英
文
）

①
～
⑥
の
語
を
並
べ
て
、
適
切
な
文
を
作
れ
。

Ａ
「
こ
の
暑
い
の
に
あ
な
た
は
メ
ア
リ
ー
の
家
ま
で

歩
い
て
行
っ
た
の
？
」

Ｂ
「
そ
う
な
ん
だ
。
だ
か
ら
、
着
い
た
と
き
、
す
ご

く
喉
が
渇
い
て
い
て
、So

（　
　
　
　

）drink.

」

①asked 

②cold 

③for 

④I 

⑤som
ething 

⑥to

　

東
ロ
ボ
く
ん
は
三
三
〇
〇
万
文
を
検
索
し
て
、
そ
の
答

え
を
二
つ
の
候
補
に
ま
で
絞
っ
た
。

①So cold. I asked for som
ething to drink.

②So I asked for som
ething cold to drink.

　

答
え
は
②
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
ロ
ボ
く
ん
は
最
初
に

ヒ
ッ
ト
し
た
①
を
選
ん
だ
と
い
う
。
人
間
だ
っ
た
ら
、「
暑

い
」
と
き
に
「
寒
く
て
（So cold

）」
と
い
う
選
択
は
し

な
い
。
こ
れ
が
常
識
の
壁
で
あ
る
。

２	

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
指
導
法

　

山
形
県
の
観
光
地
・
銀
山
温
泉
で
は
、
今
年
四
月
、
小

型
音
声
翻
訳
機
を
導
入
し
た
。
英
語
を
含
む
三
か
国
語
に

対
応
し
て
お
り
、
言
葉
を
発
し
て
か
ら
〇
・
三
秒
以
内
で

翻
訳
す
る
と
い
う
。
で
は
、
観
光
案
内
を
す
る
人
間
は
必

要
な
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
会
話
に

は
常
に
相
手
が
存
在
し
、
そ
の
相
手
の
ニ
ー
ズ
（
表
情
・

気
持
ち
・
状
況
な
ど
）
に
合
っ
た
受
け
答
え
が
で
き
る
必

要
が
あ
る
。

　

そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
会
話
の
状
況
を
常
に
意
識

す
る
（
＝
状
況
設
定
）
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
子
供
た
ち

が
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
る
シ
ス
テ
ム
（
三
構
成
法
）

を
も
つ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
指
導
法
は
、
極
め
て
重
要
で

あ
り
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
指
導
法
で
あ
る
。

※ 

①
寒
く
て
、
飲
み
物
を
頼
ん
だ
。

 

②
冷
た
い
飲
み
物
を
頼
ん
だ
。

※
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１	

市
販
テ
ス
ト
だ
け
で
は
足
り
な
い

　

知
識
・
技
能
を
評
価
す
る
と
き
に
は
、
市
販
テ
ス
ト
に

頼
り
た
い
。
音
、
文
、
語
彙
な
ど
の
テ
ス
ト
を
一
般
の
小

学
校
教
師
が
作
る
の
は
難
し
い
か
ら
だ
。
た
だ
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
な
ど
も
市
販
テ
ス
ト
で
評
価
す
る
と
い

う
の
に
は
、
違
和
感
が
あ
る
。
小
学
校
で
は
英
語
は
「
技

能
教
科
」
で
あ
る
。
体
育
と
同
じ
だ
。
体
育
を
評
価
す
る

場
合
は
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
だ
け
で
い
い
わ
け
が
な
い
。
同

様
に
、
英
語
も
「
子
供
た
ち
一
人
一
人
が
本
当
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
」
を
評
価
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２	

三
段
階
で
自
信
を
付
け
る

　

左
上
の
図
は
、
勤
務
校
で
行
っ
て
い
る
、
児
童
に
自
信

を
付
け
さ
せ
る
た
め
の
評
価
の
構
造
で
あ
る
。
単
元
ご
と

の
テ
ス
ト
で
は
、
教
師
が
子
供
た
ち
一
人
一
人
を
テ
ス
ト

し
て
い
る
。
勤
務
校
は
英
語
の
研
究
校
で
あ
っ
た
た
め
、

そ
の
結
果
は
全
て
研
究
主
任
で
あ
る
私
に
報
告
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
た
。そ
こ
で
、習
熟
度
が
自
信
と
つ
な
が
っ

た
か
ク
ロ
ス
集
計
を
か
け
、
分
布
を
見
た
。
す
る
と
や
は

り
、
習
熟
度
が
高
い
児
童
ほ
ど
自
信
を
高
め
て
い
く
傾
向

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
テ
ス
ト
を
す
る
と
い
う
方
針

を
示
し
た
と
き
、「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
感
じ
て
英
語
が
嫌

い
に
な
る
子
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
意
見
も
出
た
。
し
か
し
事
実
は
逆
で
あ
っ
た
。
責
任

を
も
っ
て
子
供
た
ち
を
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
よ
う
と
、
教

師
が
一
人
一
人
に
多
く
会
話
を
さ
せ
よ
う
と
し
た
り
、
授

業
改
善
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
は
英
語
が
好

き
に
な
り
、
英
語
へ
の
自
信
も
高
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
単
元
を
終
え
る
と
児
童
は
学
習
内
容
を
忘
れ
る
。

大
事
な
の
は
復
習
で
あ
る
。
別
の
単
元
で
も
ウ
ォ
ー
ム

ア
ッ
プ
と
し
て
、
既
習
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
を
復
習
に
充
て
る

と
、
習
熟
度
は
高
ま
る
。
年
間
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
自

身
が
「
私
は
成
長
し
た
」
と
実
感
で
き
る
よ
う
な
評
価
シ

ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　

外
国
語
は
、
体
育
や
音
楽
な
ど
の
実
技
教
科
と
同
じ
だ
。

形
に
残
ら
な
い
子
供
の
活
動
も
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。

五
・
六
年
生
の
外
国
語
科
で
は
、「
で
き
る
よ
う
に
す
る
」

こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
で
き
て
い
る
か

ど
う
か
を
見
取
る
た
め
に
、「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
」

を
取
り
入
れ
て
評
価
を
行
う
。

１	

一
人
ず
つ
尋
ね
る
場
面

　

例
え
ば
「D
o Y

ou Like 

○
○?

」
と
一
人
ず
つ
尋
ね

る
場
面
で
評
価
す
る
。

△
…
…
答
え
ら
れ
な
い

◯
…
…
た
ど
た
ど
し
い
が
答
え
ら
れ
る

◎
…
…
は
っ
き
り
答
え
ら
れ
る

　

こ
の
よ
う
に
、
評
価
の
観
点
を
決
め
て
お
く
。
評
価
の

観
点
を
子
供
に
も
示
す
と
、
子
供
た
ち
も
何
を
頑
張
れ
ば

よ
い
の
か
分
か
り
安
心
で
き
る
。

２	

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
中
の
や
り
取
り
の
場
面

　

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
や
り
取
り
し
て
い
る
場
面
で
も
、

評
価
は
で
き
る
。

　

し
か
し
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
子
供
が
一
斉
に
活
動
し

て
い
る
と
き
は
、
一
人
一
人
順
番
に
見
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
表
現
の
内
容
を
漏
れ
な
く
確
認
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
や
り
取
り
す
る
態
度
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

△
…
…
や
り
取
り
し
て
い
な
い
。

◯
…
…
相
手
に
伝
わ
る
声
で
や
り
取
り
し
て
い
る
。

◎
…
…
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
相

手
に
伝
わ
る
工
夫
を
し
て
や
り
取
り
し
て
い
る
。

３	

発
表
の
場
面

　

一
人
一
人
が
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
よ
う
な
発
表
の
場
面
で

は
、
次
の
よ
う
に
表
現
内
容
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

△
…
…
自
分
に
つ
い
て
発
表
で
き
て
い
な
い
。

◯
…
…
自
分
の
名
前
と
好
き
な
も
の
が
発
表
で
き
る
。

◎
…
…
名
前
と
好
き
な
も
の
以
外
に
も
既
習
の
表
現

を
活
用
し
て
自
分
に
つ
い
て
発
表
で
き
る
。

　

既
習
表
現
を
使
う
場
を
設
定
し
、
既
習
表
現
を
使
え
る

よ
う
に
す
る
、
つ
ま
り
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
、
教
科

と
し
て
の
外
国
語
科
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。

子供に自信を付ける
パフォーマンステスト
教師との１対１の会話・フリートークを経て、
外国人と実際に話す経験をさせる。

英語は実技！  
パフォーマンス評価を取り入れる
「できるようにする」ために、求めている子供の姿を
具体的に描いて評価する。

千葉県習志野市立向山小学校

平
ひら

山
やま

 靖
やすし

神奈川県横浜市立緑園東小学校
TOSS横浜

平
たいら

 眞
ま

由
ゆ

美
み

66 英語の評価をどうする＝「市販の紙テスト」を超えて英語の評価をどうする＝「市販の紙テスト」を超えて日
本
の
英
語
教
育
「
失
敗
の
本
質
」
を
探
る  

〜
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
子
を
育
て
る
T
O
S
S
の
処
方
箋
〜

特集

測
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ま
ず
は
、
教
師
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
英
語
を
学
ぶ
こ

と
で
あ
る
。
率
先
垂
範
こ
そ
、
原
理
原
則
だ
。

ハ
ン
グ
ア
ウ
ト

　

私
は
週
に
一
回
、
ハ
ン
グ
ア
ウ
ト

で
、
英
会
話
教
室
に
参
加
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
仲
間
で
あ
る
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ

Ｐ
登
美
子
氏
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
三
十
秒
英

語
ス
ピ
ー
チ
講
座
だ
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
住
ん
で
い
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
氏
と
、

英
語
で
会
話
を
す
る
。

　

ま
た
、
私
の
サ
ー
ク
ル
で
も
、
ハ

ン
グ
ア
ウ
ト
を
使
い
、
英
会
話
教
室

を
し
て
い
る
。
サ
ー
ク
ル
員
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
一
年

以
上
留
学
し
た
仲
間
が
い
る
。
と
に
か
く
、
教
師
が
率
先

し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
こ
と
で
あ
る
。
逃
げ
て
は
い
け
な
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

　

新
学
習
指
導
要
領
、
高
学
年
の
英
語
で
「
書
く
」
活
動

が
入
る
。
そ
こ
で
、
毎
時
間
五
分
ほ
ど
、
書
く
活
動
を
入

れ
て
い
る
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
書
か
せ
る
。

　

指
導
は
、
漢
字
と
同
じ
。
①
ゆ
び
書
き
、
②
な
ぞ
り
書

き
、
③
う
つ
し
書
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
Ｌ
Ｄ
の
Ａ
君
は
、
字
が
乱
雑
に
な
る
。
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
練
習
す
る
紙
は
、印
刷
し
た
白
黒
だ
。カ
ラ
ー

で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
Ａ
君
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
で
練
習
さ
せ
て
い
る
。「
小
学
生
の
英
語
単
語
帳
」

と
い
う
無
料
ア
プ
リ
だ
。
薄
い
字
が
表
示
さ
れ
る
。
指
で

な
ぞ
る
と
濃
い
黒
に
な
る
。
何
度
か
練
習
さ
せ
た
後
で
、

な
ぞ
り
書
き
、
う
つ
し
書
き
に
進
む
。

　

ほ
か
に
、「
英
検
リ
ス
ニ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
」
の
無
料
ソ

フ
ト
で
も
学
習
し
て
い
る
。
英
語
の
音
声
が
聴
こ
え
る
。

絵
に
あ
っ
た
応
答
の
番
号
を
タ
ッ

プ
す
る
。
最
後
に
正
答
率
が
表
示

さ
れ
る
の
で
、
子
供
が
と
て
も
熱

中
す
る
。
こ
れ
も
、
四
十
五
分
の

授
業
で
一
回
ほ
ど
さ
せ
る
。

　

問
題
も
あ
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
が

ク
ラ
ス
の
人
数
分
な
い
こ
と
で
あ

る
。
学
校
に
あ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
は

十
二
台
。
二
人
、
も
し
く
は
三
人

に
一
台
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
不
便

だ
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

使
う
こ
と
か
ら
逃
げ
て
は
い
け
な

い
。
挑
戦
あ
る
の
み
、
で
あ
る
。

１	

さ
ら
に
楽
し
い
会
話
に
な
る
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

︿
旅
行
代
理
店
と
客
の
会
話
の
状
況
設
定
﹀

代
理
店
：W

here do you w
ant to go?

客
：I w

ant to go to Italy.

代
理
店
：W

hy?

客
：B

ecause I like pizza.

代
理
店
：︵
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
で
ピ
ザ
の
写
真
を
見
せ
︶

　
　
　
　

It's delicious pizza.

客
：O

h! I w
ant to eat pizza.

　

更
に
会
話
を
続
け
る
。

代
理
店
：D

o you like a beautiful spot?

客
：Y

es, I do.

代
理
店
：︵
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
で
ベ
ネ
チ
ア
の
美
し
い
街

の
写
真
を
見
せ
て
︶This is V

enice.

代
理
店
：︵
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
で
ミ
ラ
ノ
の
美
し
い
街
の

写
真
を
見
せ
て
︶This is M

ilan.

代
理
店
：︵
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
で
青
の
洞
窟
の
写
真
を
見

せ
て
︶This is C

apri.

客
：I w

ant to go to Italy!!

２	

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
検
索
機
能
を
使
う

　

お
客
の
関
心
が
あ
る
も
の
を
聴
き
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

の
検
索
機
能
で
画
像
を
選
び
出
し
、
提
示
し
な
が
ら
会
話

を
進
め
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
が
あ
る
こ
と
で
更
に
会
話
が
進
み
、

言
い
た
い
こ
と
を
表
現
し
よ
う
と
い
う
意
欲
に
つ
な
が
る
。

単
語
を
知
ら
な
く
て
も
、
画
面
を
見
せ
る
こ
と
で
相
手
に

理
解
し
て
も
ら
え
る
。

３	

多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
で
は
、
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
練
習
の
後

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
、
教
師
が
作
っ
た
カ
ー
ド
を
持
っ

た
り
、
一
枚
の
紙
を
持
っ
た
り
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
使
え
ば
中
に
た
く
さ
ん

の
画
像
を
入
れ
ら
れ
る
の
で
、
一
人
一
人
の
児
童
が
何
枚

も
の
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
の
と
同
じ
状
態
に
な
る
。

　

多
様
に
な
る
た
め
、
既
習
単
語
や
既
習
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

以
外
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。「
言
い
た
い
こ
と
が
言
え
な

い
」
と
思
う
そ
の
と
き
こ
そ
、
も
っ
と
学
習
し
た
い
と
い

う
意
欲
に
つ
な
が
る
。

４	

個
別
の
練
習
が
可
能
に

　

単
語
も
表
現
も
「
一
人
一
人
が
伝
え
た
い
こ
と
」
の
練

習
が
可
能
と
な
る
。

　

学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
教
師
の
授
業
力
や
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
が
必
要
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

まずは、教師がICTを使って
英語を学習する
LD（学習障害）のＡ君も、アプリで
アルファベットが書けるようになった。

タブレットPCで写真を提示、
お薦めの旅行スポットを知らせる
TOSS型英会話で会話練習の後、
タブレットPCをプレゼンテーションツールとして活用。

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

 久
く

輝
き

子
こ

77 ICT・AIの活用で英語授業はこう変わったICT・AIの活用で英語授業はこう変わった日
本
の
英
語
教
育
「
失
敗
の
本
質
」
を
探
る  

〜
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
子
を
育
て
る
T
O
S
S
の
処
方
箋
〜

特集
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写真で解説！ 子供が変わる！　授業が変わる！
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向
山
式
板
書
が
校
内
に
広
が
る
秘
密

脳
科
学
か
ら
見
た
「
三
つ
」
の
良
さ
。

林は
や
し 

健た
け

広ひ
ろ

山
口
県
下
関
市
立
小
月
小
学
校

　

数
年
前
の
こ
と
。
学
年
主
任
が
言
う
。

「
林
さ
ん
を
ま
ね
し
て
、
子
供
た
ち
に
板
書
さ

せ
始
め
た
ん
だ
よ
」

　

一
年
間
で
十
回
の
研
究
授
業
が
校
内
で
あ
っ

た
。
私
以
外
に
、
五
人
の
教
師
が
子
供
た
ち
に

板
書
を
さ
せ
て
い
た
。

　

向
山
式
板
書
と
は
程
遠
い
が
、そ
れ
で
も「
子

供
た
ち
に
板
書
を
さ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
は
広

が
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、
広
が
っ
た
の
か
。

⑴
脳
科
学
を
も
と
に
し
た
板
書
で
あ
る
こ
と
を

協
議
会
で
話
し
た
。

⑵
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
つ
な
が
る
板

書
で
あ
る
こ
と
を
通
信
に
書
い
た
。

⑶
子
供
の
事
実
。

　

誌
面
の
関
係
で
、⑴
の「
脳
科
学
」の
み
書
く
。

　

研
究
授
業
の
協
議
会
。

　

質
問
を
受
け
た
。

「
な
ぜ
、
林
先
生
は
子
供
た
ち
に
板
書
を
さ
せ

る
の
で
す
か
。
教
師
が
書
い
た
方
が
き
れ
い
な

板
書
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
」

　

二
十
代
の
先
生
か
ら
で
あ
る
。

　

嫌
な
言
い
方
で
は
な
か
っ
た
。

　

新
採
担
当
の
教
師
か
ら
「
教
師
が
心
を
込
め

て
板
書
し
な
さ
い
」と
習
っ
た
か
ら
だ
と
言
う
。

　

次
の
よ
う
に
返
し
た
。

「
教
育
技
術
は
様
々
に
あ
り
ま
す
。
板
書
も
、

い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
が
あ
り
ま
す
」

「
私
が
子
供
に
板
書
さ
せ
る
の
は
、
二
つ
の
考

え
が
あ
り
ま
す
」

「
一
つ
目
は
、
子
供
の
意
見
を
大
切
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
子
供
に
板
書
さ
せ

れ
ば
、
子
供
の
意
見
が
そ
の
ま
ま
黒
板
に
残
り

ま
す
。
短
冊
 ※
な
ど
に
す
れ
ば
、
子
供
の
意
見

と
は
違
う
内
容
に
し
て
し
ま
い
ま
す
」

「
二
つ
目
は
、
子
供
が
喜
ぶ
か
ら
で
す
。
子
供

は
板
書
す
る
こ
と
を
喜
び
ま
す
。
喜
ぶ
と
記
憶

が
強
化
さ
れ
ま
す
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
と
い
っ

て
強
固
な
記
憶
に
な
り
ま
す
」

　

次
の
日
、
質
問
し
た
教
師
の
教
室
に
面
し
た

廊
下
を
通
る
と
、子
供
た
ち
に
板
書
さ
せ
て
い
た
。

　

先
の
教
師
に
は
、
協
議
会
だ
か
ら
あ
ま
り
詳

し
く
は
話
せ
な
か
っ
た
。
私
の
ノ
ー
ト
に
は
三

つ
で
整
理
し
て
い
る
。

向
山
式
板
書　

１ 

エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶

　

池
谷
裕
二
氏
は
書
い
て
い
る
。

「
脳
が
記
憶
で
き
る
も
の
は
一
般
的
に
２
種
類

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
感
情
が
絡
ん
だ
出
来
事
と

本
人
が
覚
え
よ
う
と
意
識
し
た
も
の
ご
と
で

す
。」 

（『
脳
の
仕
組
み
と
科
学
的
勉
強
法
』

ラ
イ
オ
ン
社　

一
三
ペ
ー
ジ
）

　

感
情
が
絡
ん
だ
記
憶
、
つ
ま
り
エ
ピ
ソ
ー
ド

記
憶
。

　

黒
板
に
自
分
の
意
見
を
書
く
。
子
供
に
と
っ

て
は
う
れ
し
い
だ
ろ
う
。
中
に
は
、
恥
ず
か
し

い
、
緊
張
す
る
と
い
う
子
も
い
る
。

　

何
か
し
ら
の
感
情
が
あ
る
。
感
情
に
よ
り
、

記
憶
が
強
化
さ
れ
る
。

　

教
師
が
「
美
し
く
ま
と
め
た
板
書
」
を
見
て
、

子
供
が
感
情
を
湧
か
せ
る
だ
ろ
う
か
？

「
あ
～
～
美
し
い
！
！
！
」
と
い
う
感
情
が
、

子
供
に
起
こ
る
だ
ろ
う
か
？　

起
こ
ら
な
い
。

　

ク
ラ
ス
の
Ａ
君
。
算
数
の
評
価
で
「
１
」
が

付
い
て
い
た
（
一
～
四
年
生
）。
そ
の
Ａ
君
が
、

算
数
ま
と
め
テ
ス
ト
で
、
九
五
点
だ
っ
た
。
跳

び
上
が
っ
て
喜
ん
で
い
る
。
彼
が
初
め
て
黒
板

に
計
算
を
書
い
た
と
き
、「
ふ
～
」
と
深
呼
吸

を
し
て
い
た
。
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
。
う
れ
し

か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
子
供
が
板
書
す
る
＝
感

情
が
湧
く
。

向
山
式
板
書　

２ 

作
業
興
奮 

＆ 

報
酬
系

　

池
谷
氏
は
、
書
い
て
い
る
。

「
ど
う
や
っ
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る

か
。
体
を
動
か
し
て
み
る
こ
と
で
す
。
や
る
気

が
な
く
て
も
ま
ず
始
め
て
み
る
。
こ
れ
を
作
業

興
奮
と
言
い
ま
す
。」

（『
脳
は
何
か
と
言
い
訳
す
る
』
新
潮
社

　

五
九
ペ
ー
ジ
）

　

身
体
を
動
か
す
↓
や
る
気
に
な
る
、
の
だ
。

　

向
山
式
板
書
は
、
身
体
を
動
か
す
。

①
自
分
の
席
か
ら
黒
板
ま
で
歩
く
。

②
黒
板
に
書
く
︵
手
を
動
か
す
︶。

③
黒
板
か
ら
席
に
戻
る
。

④
書
い
た
意
見
を
、
立
っ
て
発
表
す
る
。

　

教
師
が
板
書
す
れ
ば
、
①
～
③
は
な
い
。

　

圧
倒
的
な
運
動
量
の
差
だ
。

　

こ
れ
に
、
教
師
側
の
「
丸
を
付
け
る
」「
褒

め
る
」
が
加
わ
る
。

向
山
式
板
書　

３ 

仲
間
に
な
り
た
い

　

討
論
で
の
板
書
。
子
供
た
ち
が
黒
板
の
前
に

来
る
。
友
達
の
意
見
を
見
な
が
ら
反
論
を
し

合
っ
た
り
、
質
問
し
合
っ
た
り
し
て
い
る
。

　

黒
板
を
も
と
に
し
て
、
意
見
交
流
が
あ
る
。

と
同
時
に
、
黒
板
を
も
と
に
、
仲
間
が
で
き
て

い
る
。
林
成
之
氏
が
書
い
て
い
る
。

「
脳
神
経
細
胞
が
も
つ
本
能
は
、
た
っ
た
３
つ

で
す
。
生
き
た
い
。
知
り
た
い
。
仲
間
に
な
り

た
い
。」 

（『
脳
に
悪
い
７
つ
の
習
慣
』
幻
冬
舎

二
〇
ペ
ー
ジ
）

　

脳
科
学
の
見
地
か
ら
見
て
も
、
向
山
式
板
書

は
有
効
で
あ
る
。

※ 

教
師
が
子
供
の
意
見
を
要
約
し
て
細
長
い
黒
板
や
紙
に

 

書
く
こ
と
。
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授業が激変！ TOSS指導法最前線

新学習指導要領対応 はこう指導する！はこう指導する！
プログラ
ミング

「
買
物
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
」
を
使
う
場
面
は
身
近
に
あ
る
。

子
供
た
ち
の
生
活
体
験
を
取
り
上
げ
て
授
業
化
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。許ほ 

鍾じ
ょ
ん

萬ま
ん

兵
庫
県
姫
路
市
立
英
賀
保
小
学
校

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
と
は
何
か
」
を
教

え
る
た
め
の
導
入
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
授
業

を
し
た
（
原
実
践
は
谷
和
樹
氏
。
二
〇
一
七
年

伊
東
合
宿
で
の
提
案
授
業
の
一
部
）。

説
明
１ 

お
母
さ
ん
が
「
買
物
ロ
ボ
ッ
ト
」

に
お
使
い
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

発
問
１ 

お
母
さ
ん
は
「
牛
乳
を
１
つ
買
っ

て
き
て
ち
ょ
う
だ
い
。
卵
が
あ
っ
た
ら

６
つ
お
願
い
」
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
言
い

ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
何
を
買
っ
て
き

た
で
し
ょ
う
か
。
隣
の
人
と
相
談
し
て

ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

予
想
を
自
由
に
発
表
さ
せ
た
。

　

数
名
に
発
表
さ
せ
た
後
、「
買
物
ロ
ボ
ッ
ト

は
、
こ
れ
を
買
っ
て
き
ま
し
た
」
と
言
っ
て
右

下
の
画
面
を
見
せ
た
。

「
牛
乳
を
６
つ
買
っ
て
き
ま
し
た
」

　

少
し
間
を
取
る
と
「
あ
～
、
そ
う
い
う
こ
と

か
」「
な
る
ほ
ど
～
」
と
何
人
か
の
子
供
た
ち

が
つ
ぶ
や
い
た
。

数
だ
っ
た
。

説
明
２ 

切
れ
て
怒
っ
て
は
駄
目
で
す
（
笑
）。

「
だ
っ
て
卵
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
言
う
ロ

ボ
ッ
ト
に
怒
っ
て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
「
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
的
思
考
」
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

画
面
を
見
せ
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

説
明
３ 

お
母
さ
ん
の
指
示
を
「
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
的
」
に
は
、
こ
う
書
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⑴　

も
し
卵
が
あ
っ
た
な
ら

⑵　

牛
乳
を
６
つ
買
え

⑶　

で
な
け
れ
ば

⑷　

牛
乳
を
１
つ
買
え

「
買
物
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
こ
の
よ
う
に
理
解
し
た

の
で
す
ね
」

発
問
３ 

こ
の
指
示
を
、
ど
う
書
き
換
え
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
（
子
供
た
ち
は

「Scratch

」
を
何
度
か
勉
強
し
て
い
る
）。

　
　

正
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
命
令
）
を
ノ
ー

ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

少
し
時
間
を
取
っ
て
考
え
さ
せ
た
。

　

考
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
指
名
し
て
発
表
さ

せ
た
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
。

︵
Ａ
児
︶

１　

牛
乳
を
１
つ
買
え

２　

も
し
な
か
っ
た
ら

３　

別
の
店
に
行
っ
て
買
え

４　

卵
を
６
つ
買
え

５　

も
し
な
か
っ
た
ら

６　

別
の
店
に
行
っ
て
買
え

︵
Ｂ
児
︶

１　

牛
乳
が
あ
っ
た
ら
、
牛
乳
を
１
つ
買
え

２　

も
し
牛
乳
が
な
か
っ
た
ら

３　

お
母
さ
ん
に
ま
ず
メ
ー
ル
し
ろ

４　

卵
が
あ
っ
た
ら
、
卵
を
６
つ
買
え

５　

も
し
卵
が
な
か
っ
た
ら

６　

お
母
さ
ん
に
ま
ず
メ
ー
ル
し
ろ

７　

な
か
っ
た
も
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　

注
文
し
て
買
え

　

ど
の
意
見
も
認
め
て
褒
め
た
。
家
庭
の
様
子

も
垣
間
見
え
て
、
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
。

「
解
答
例
」※1
と
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
の

定
義
」※2
を
教
え
て
授
業
を
終
え
た
。

発
問
２ 

困
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
ね
。
み
ん
な

が
お
母
さ
ん
だ
っ
た
ら
、
こ
う
い
う
と
き
ど

う
し
ま
す
か
？

①　

途
方
に
暮
れ
る

②　

切
れ
て
怒
る

③　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
す
る

　

子
供
た
ち
は
「
う
ち
の
お
母
さ
ん
は
…
…
」

と
自
由
に
発
言
し
、
盛
り
上
が
っ
た
。
挙
手
で

確
認
し
た
と
こ
ろ
②
の
「
切
れ
て
怒
る
」
が
多

※1 

︵
解
答
例
︶ 

１ 

牛
乳
を
１
つ
買
え

 

２ 

も
し
卵
が
あ
っ
た
な
ら

 

３ 

牛
乳
を
６
つ
買
え

※2 

「
思
っ
た
と
お
り
に
動
か
す
た
め
に
︵
あ
る
い
は
動
か
せ
な
い
た
め
に
︶

　

 

ど
ん
な
命
令
を
す
れ
ば
い
い
か
、
ど
ん
な
ふ
う
に
す
れ
ば
い
い
か
」

　

 

と
い
う
考
え
方
を
、﹃
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
﹄
と
言
い
ま
す
。
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１	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
で
ま
と
め
る

　

六
年
生
の
理
科
「
生
き
物
と
環
境
」
の
単
元

で
は
、
食
物
連
鎖
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
ま
ず

は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
を
使
っ
て
、
食
物
連
鎖
を
教

え
る
。
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
食
物
連
鎖
の
関

係
図
を
提
示
す
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
を
一
枚
配
り
、
指
示
す
る
。

指
示
１ 

植
物
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
な
さ
い
。

　

シ
ン
プ
ル
な
イ
ラ
ス
ト
で
い
い
。
子
供
た
ち

は
前
時
に
、「
食
べ
物
を
た
ど
っ
て
い
く
と
全

て
植
物
に
な
る
」
こ
と
を
学
習
し
て
い
る
。

　

二
枚
目
を
配
り
、
次
の
指
示
を
出
す
。

指
示
２ 

そ
の
植
物
を
食
べ
る
動
物
の
イ
ラ

ス
ト
を
描
き
な
さ
い
。

　

子
供
た
ち
は
、
ウ
サ
ギ
や
ウ
マ
、
シ
カ
な
ど

教
科
書
の
絵
を
見
な
が
ら
描
い
て
い
く
。
そ
の

よ
う
な
動
物
を
「
草
食
動
物
」
と
い
う
こ
と
を

教
え
る
。
三
枚
目
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
を
配
り
、

発
問
す
る
。

発
問 
次
に
先
生
は
何
を
し
な
さ
い
と
言
う

と
思
い
ま
す
か
。

「
そ
の
動
物
を
食
べ
る
動
物
を
描
き
な
さ
い
！

で
す
」

と
返
っ
て
く
る
。

「
そ
の
と
お
り
。
さ
す
が
六
年
生
で
す
」

２	

ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
使
用
す
る

　

ビ
ス
ケ
ッ
ト
は
無
料
で
使
用
で
き
る
ビ
ジ
ュ

ア
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
一
つ
で
あ
る
。

自
分
で
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
な
ど
に
、
眼
鏡
型
の

ツ
ー
ル
か
ら
命
令
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
動

か
し
た
り
変
化
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」
と
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
す
る
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き

る
（https://w

w
w

.viscuit.com
/

）。
子
供
た

ち
を
パ
ソ
コ
ン
室
に
連
れ
て
行
き
、
ま
ず
は
ビ

ス
ケ
ッ
ト
を
体
験
さ
せ
た
。

３	

食
物
連
鎖
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
せ
よ

指
示
４ 

食
物
連
鎖
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し

ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
に
描
い
た
植
物
、

動
物
を
ビ
ス
ケ
ッ
ト
で
描
き
な
さ
い
。

　

描
け
た
ら
眼
鏡
型
の
ツ
ー
ル
を
使
い
、
動
物

を
動
か
す
よ
う
に
さ
せ
た
。
動
か
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、「
食
う
・
食
わ
れ
る
」
の
関
係
を

次
の
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
て
い
く
。

　

植
物
は
、
自
分
で
増
え
て
い
く
よ
う
に
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
せ
た
。
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
動
か
す

と
、「
食
う
・
食
わ
れ
る
」
の
関
係
の
中
で
、

動
植
物
の
数
が
増
減
し
て
い
く
。
子
供
た
ち
か

ら
歓
声
が
あ
が
る
。
一
つ
の
種
が
絶
滅
す
る
と
、

ほ
か
の
種
も
絶
滅
す
る
。
例
え
ば
、
植
物
が
全

て
「
食
わ
れ
る
」
と
、
草
食
動
物
が
増
え
な
く

な
り
、
や
が
て
絶
滅
し
て
し
ま
う
。
子
供
た
ち

か
ら
次
の
よ
う
な
声
が
出
た
。

　

ど
う
や
っ
た
ら
安
定
す
る
ん
だ
ろ
う
？

　

自
然
界
の
食
物
連
鎖
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
状
態
を
表
現
し
よ
う
と
、
子
供
た
ち
は
、

動
物
の
数
や
位
置
、
動
き
な
ど
を
工
夫
し
始
め

る
。
中
に
は
写
真
の
よ
う
に
、
海
の
中
の
生
き

物
で
食
物
連
鎖
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
よ
う
と

す
る
子
も
い
た
。「
安
定
」
と
い
う
状
態
を
目

指
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
働
か
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
と
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
連
携
を
、
今
後
も
研
究
し
て
い
く
。

と
褒
め
て
、
描
か
せ
る
。

　

キ
ツ
ネ
、
ラ
イ
オ
ン
、
ワ
シ
な
ど
の
肉
食
動

物
を
描
い
た
。
三
枚
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
が
そ

ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
次
の
指
示
を
出
す
。

指
示
３ 

食
わ
れ
る
順
に
ノ
ー
ト
に
貼
っ
て
、

矢
印
で
結
び
な
さ
い
。

　

子
供
た
ち
は
す
ぐ
に
で
き
る
。
次
の
写
真
の

よ
う
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
を
使
う
こ
と
で
、
シ
ン

プ
ル
に
食
物
連
鎖
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
で
食
物
連
鎖
を
学
ば
せ
た
後
に
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
表
現
さ
せ
る

自
然
界
の„
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
状
態
“
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
表
現
さ
せ
る
こ
と
で
、

「
食
う
・
食
わ
れ
る
の
関
係
」
を
理
解
さ
せ
る
。

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

子供の
情報活用術

ウサギは植物を食べる。
食べるとウサギの数が
増える。

キツネはウサギを食べる。
食べるとキツネの数が
増える。



教
材
の
背
景
に
あ
る

精
神
と
は
何
か
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絵画工作授業大成功の絵画工作授業
　

教
材
「
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る
顔
」
は
、「
少

な
い
材
料
で
多
様
な
発
想
を
生
み
出
す
た
め
の

教
材
」
の
一
つ
と
し
て
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

材
料
は
、
黒
画
用
紙
（
八
つ
切
り
の
四
分
の

一
程
度
）
二
枚
。
顔
の
土
台
と
な
る
形
（
基
本

形
）
を
つ
く
り
、そ
の
形
に
部
品
を
加
え
て
「
見

た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
顔
（
発
展
形
）」
を
つ

く
っ
て
い
く
。「
発
想
か
ら
形
へ
＆
形
か
ら
発

想
へ
」
と
い
う
双
方
向
共
存
の
考
え
方
を
、
創

造
の
プ
ロ
セ
ス
の
要
と
し
た
。

　

で
は
、
そ
う
し
た
「
少
な
い
材
料
で
多
様
な

発
想
を
生
み
出
す
た
め
の
教
材
」
の
背
景
に
あ

る
精
神
と
は
何
か
。
そ
う
問
わ
れ
れ
ば
、
日
本

の
伝
統
的
な
造
形
と
し
て
の
折
り
紙
の
背
景
に

あ
る
「
限
定
空
間
の
最
大
活
用
の
精
神
」
と
答

え
た
い
。

　

大
橋
晧
也
氏
※1
は
、「
折
り
紙
を
生
ん
だ
日
本

の
文
化
的
特
質
」※2
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

日
本
は
島
国
で
あ
り
国
の
大
半
は
山
林
で
お
お
わ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
限
ら
れ
た
土
地
を
で
き

る
だ
け
有
効
に
使
い
な
が
ら
生
き
て
い
く
こ
と
が
、

そ
の
自
然
条
件
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
陸
続
き
の
大
陸
に
お
け
る
農
耕
と
極
め

て
対
照
的
で
あ
る
。
外
側
に
向
く
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス

ピ
リ
ッ
ト
に
対
し
て
内
側
に
向
い
た
、
い
わ
ば
限
定

空
間
の
最
大
活
用
の
精
神
を
涵か

ん

養よ
う

し
て
い
っ
た
と

い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

︵
中
略
︶

　

扇
に
限
ら
ず
布
団
も
毎
朝
た
た
ん
で
押
入
に
し
ま

い
、
着
物
も
そ
の
つ
ど
綺き

麗れ
い

に
畳
ん
で
箪た

ん

笥す

に
幾
重

に
も
重
ね
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
使
う
と
き
は
そ
れ

ら
を
再
び
広
げ
て
使
用
す
る
の
で
あ
る
。
畳
む
、
折

る
と
い
う
文
化
も
こ
う
し
た
限
ら
れ
た
空
間
に
お
け

る
フ
レ
ッ
ク
シ
ブ
ル
な
精
神
か
ら
醸
成
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。
私
は
、
座
る
︵
正
座
︶
と
い
う
習

慣
も
こ
の
折
る
美
学
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

だ
と
考
え
て
い
る
。
折
紙
の
生
ま
れ
て
き

た
背
景
も
、
ま
た
、
そ
こ
に
あ
る
。

　

教
材
「
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る
顔
」

は
、
そ
の
よ
う
な
伝
統
と
創
造
と
い
う

両
面
を
踏
ま
え
た
。
下
の
作
品
は
そ
の

事
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
立
体

的
な
作
品
も
生
ま
れ
て
い
る
。 佐さ

藤と
う 

昌ま
さ

彦ひ
こ

北
海
道
教
育
大
学
教
授

※1 

上
越
教
育
大
学
名
誉
教
授

※2 

﹃
秘
傳
千
羽
鶴
折
形
︿
復
刻
と
解
説
﹀﹄︵
日
本
折
紙
協
会　

一
九
九
一
年
︶

教材「組み合わせてつくる顔」における発想の広がり（２） 教材「組み合わせてつくる顔」における発想の広がり（１）

【創造のプロセス】
①小さな紙で試作す

る
②小さな紙での試作

に基づいて、顔の
土台となる形（基
本形）をつくる

③条件を確認する
　（目と口は最低限

つくる）
④目、口、その他の

部品を切り取る。
または、加える

■鑑賞のねら
いは、自分
自身で自ら
の価値観を
形成するこ
とにある

　「よいとこ
ろをたくさ
ん見付ける
鑑賞」は、
価値観を鍛
える鑑賞の
一つである＊部品の配置を変える

と、様々な形をつく
ることができる

＊上下を逆にする
と表情が変わる

作品／北海道教育大学・学生

＊少ない材料（限
りある材料）か
ら無限の可能性
を引き出す

原形

基本形

発展形発展形

■創造のプロ
セスの要に
なる考え方

発想から
形へ＆
形から
発想へ

双方向
共存

＊目の前の形
をじっと見
て、次どう
するかを考
える

＊上下を逆に
すると表情
が変わる

　部品を動かしなが
ら、一番よい配置
を決める

⑤接着する
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TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564

クラス全員が熱中するこの教材！

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

５月号で紹介！
中高生のための暗唱詩文集　320円（税込）
１回のご注文につき、「TOSSノート紫
（縦書き）」１冊プレゼント。
パスワード：mdn5kr

TOSSオリジナル教材
http://www.tiotoss.jp/ 期間：2018年３月15日～6月14日

TOSSオリジナル教材（東京教育技術研究
所）のHPからタイアップ企画商品をご注
文ください。関連商品のプレゼントや送料
無料でのお届けなど、様々な特典をご用意
しております。４、５、６月号でご紹介す
る３つの商品は、下記の３か月間ずっとご
注文いただけます。早めの準備をしたい方
や、これまでの企画では買いそびれてし
まっていた方にも安心してお買い求めいた
だけます。
「トークライン」誌とともに、“クラス全員
が熱中する教材”もぜひご利用ください。

『教育トークライン』
東京教育技術研究所
タイアップ企画！

&

４月号で紹介！
ジャンボ ホワイト・TOSSノート
①スタートキット　6,000円（税込）
②追加用３枚セット　10,000円（税込）
1回のご注文につき、「TOSSメモ」
1冊プレゼント。
パスワード：gf0npv

６月号で紹介！
アルファベットスキル（児童用）　
　　　　　　　　　　　  350円（税込）
１回のご注文につき、アルファベット
スキルの音声CDと指導書を１セット
プレゼント。
パスワード：9qmey8

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材HPの限定商品ページにある
限定コードの枠に半角英数字でご入力ください。
※パスワードには、有効期間がございますのでご
　注意ください。

クラス全員が熱中するこの教材！

充
実
し
た
付
録
で
力
を
付
け
る
教
材

「
子
供
た
ち
自
身
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
分
か
り
や
す
さ
」
が
魅
力
で
あ
る
。

松ま
つ

本も
と 

一か
ず

樹き

栃
木
県
壬
生
町
立
壬
生
東
小
学
校

　

夏
休
み
が
近
づ
く
六
月
。
同
学
年

の
先
生
た
ち
と
、
夏
休
み
中
に
子
供

た
ち
に
行
わ
せ
る
教
材
に
つ
い
て
、

話
し
合
い
が
も
た
れ
る
。
自
分
が
必

ず
薦
め
る
の
は
、「
あ
か
ね
こ
夏
ス

キ
ル
」
で
あ
る
。
こ
の
教
材
を
推
薦

す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
幾
つ
も
あ
る
。

１	

夏
休
み
新
聞
の
活
用

　

付
録
と
し
て
付
い
て
い
る
「
夏
休

み
新
聞
」
は
、
子
供
た
ち
が
描
い
て

き
た
作
品
を
そ
の
ま
ま
掲
示
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
下
の
写
真
の
よ

う
に
、
四
コ
マ
漫
画
の
入
っ
た
す
て

き
な
作
品
を
仕
上
げ
て
き
て
く
れ
た
。

２	

読
書
感
想
文
の
書
き
方

　

裏
表
紙
の
見
開
き
に
は
、「
読
書

感
想
文
」
の
書
き
方
の
ペ
ー
ジ
が
あ

る
。
自
分
は
教
材
を
配
る
際
に
、
こ

の
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
感
想
文
を

書
く
よ
う
に
指
示
す
る
。
読
書
感
想

文
を
書
く
流
れ
が
四
コ
マ
漫
画
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る
の
も
、
子
供
た
ち

に
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
自
由
研
究
の
進
め
方
」
の
ペ
ー
ジ

も
あ
る
。
説
明
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
め
て
あ
る
の
で
、
子
供
自
身
が
読

ん
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

「ヤマキ」かつお節削り体験で、２度の感動を！
    グッズは全て送付される。

TOSS食育研究会　舘
たて

野
の

 健
けん

三
ぞう

「ヤマキ」かつお節削り体験活動では、２度の体験ができる。必要なものは、全てヤマキ株
式会社がそろえて送ってくれる。送られてきたかつお節で、班ごとに削る体験をする。まず、
削ったかつお節の量に感動。子供たちは、必ず「ワー」と歓声をあげる。そして、削ったか
つお節をみそ湯に入れて、かつお節を入れる前と、入れた後の味の違い
に感動。まさに２度の体験である。あとは、体験したことの感想を書い
て送るだけ（宅配便返信用着払い入り）。しかもお土産付きで、クリア
ファイルとふりかけを全児童数分贈呈。かつお節の削り残りは、全部学
校に贈呈。このかつお節で教職員も削り体験ができる。まさに良いこと
ずくめである。かつお節削り体験出前授業も先着30校に行っている。

①ヤマキの「かつおぶしテキスト」を全員に　④ヤマキのふりかけとクリアファイルを全員に贈呈。
　無料贈呈（指導者には指導案付き）。 ⑤申込先　TOSS食育研究会
②削り器貸与。班に１台。　　　　　　　　　　　　　　舘野 ktateno2@yahoo.co.jp
③かつお節と軍手も班の数だけ贈呈。　　　　　

「
先
生
、
早
く
書
き
た
い
で
す
！
」
と
い
う

声
が
あ
が
る
「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
ス
キ
ル
」

五
年
生
も
六
年
生
も
、
ク
ラ
ス
全
員
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
丁
寧
に

書
く
よ
う
に
な
る
驚
き
の
教
材
。

笹さ
さ

原は
ら 

大だ
い

輔す
け

山
形
県
尾
花
沢
市
立
宮
沢
小
学
校

「
先
生
、
早
く
書
き
た
い
で
す
！
」

と
声
が
あ
が
る
の
が
本
教
材
で
あ
る
。

　

担
任
し
て
い
る
の
は
、
五･
六
年

複
式
学
級
十
四
名
。
四
月
最
初
の
授

業
で
使
用
し
た
と
こ
ろ
、
子
供
た
ち

か
ら
、
文
頭
の
よ
う
な
声
が
あ
が
っ

た
。
五
年
生
で
も
六
年
生
で
も
関
係

な
く
、
ど
の
子
で
も
同
じ
よ
う
に
丁

寧
に
書
け
た
こ
と
に
鳥
肌
が
立
っ
た
。

ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
の
活
用

　

そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
の
は
、

た
だ
漫
然
と
や
ら
せ
た
か
ら
で
は
な

い
。
本
教
材
に
は
し
っ
か
り
と
し
た

ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
が
あ
り
、
そ
の
と
お

り
に
使
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
子

供
た
ち
に
取
り
組
ま
せ
た
の
は
、「
Ａ

～
Ｆ
の
練
習
」
の
ペ
ー
ジ
。
ユ
ー
ス

ウ
ェ
ア
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴
大
文
字
を
練
習
す
る
。

　

①
名
前
と
音
の
確
認

　

②
そ
ら
書
き
（
ゆ
び
書
き
）

　

③
な
ぞ
り
書
き 

④
う
つ
し
書
き

⑵
小
文
字
を
練
習
す
る
。

⑶
単
語
の
頭
文
字
を
な
ぞ
り
書

き
す
る
。

　

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
書
く
の
が
苦

手
と
い
う
子
も
、
左
の
よ
う
に
書
く

こ
と
が
で
き
た
。
早
く
終
わ
っ
た
子

は
イ
ラ
ス
ト
に
色
を
塗
る
こ
と
で
時

間
調
整
も
可
能
で

あ
る
。
ほ
か
に
、

単
語
や
文
を
書
く

ペ
ー
ジ
も
あ
る
。

ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
を

活
用
し
て
学
ば
せ

た
い
。

トークライン
読者限定
お得情報!!

くわしくは、下を
ご覧ください。
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授業が激変！ TOSS指導法最前線

デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

学
級
通
信
テ
ン
プ
レ
ー
ト

保
護
者
の
信
頼
を
得
る
通
信
の
書
き
方

作
成
時
間
五
分
以
内
！
　

写
真
と
解
説
で
簡
単
に
で
き
る
学
級
通
信
。

小こ

井い

戸ど 

政ま
さ

宏ひ
ろ

岐
阜
県
岐
阜
市
立
黒
野
小
学
校

「うちの子は学校のことをほとんど話してくれません。学
級通信で学校の様子を教えていただけるので、助かってい
ます」「授業の様子が分かるので、欠席しても安心です」
　毎年、保護者から、このような便りを頂く。「学校の情報
を知りたい」という保護者のニーズは高い。しかし、学級
通信を書くとなると教師側の負担が大きい。そこで、５分
でできる簡単学級通信作成を紹介する。

2. 作成の手順1. 学級通信の基本構造

3. 学級通信の例

プリントは、デジタル・トー
クラインからダウンロードで
きます。

学級通信のタイトル
号数、発行日など

本号の見出しなど

写真

写真の解説

TOSSランド・TOSS動画ランド・TOSSメディア
を活用した授業実践報告
TOSSランド・TOSS動画ランド・TOSSメディア
を活用した授業実践報告

TOSSランド
タイアップ企画！

　TOSS特別支援教育の基本は「教えて褒める」である。では、ゲームや勝負事に負けて
パニックになる子供に何を教えるのか？　まず、パニックになっている子に足りないのは
何のスキルかを参加者に尋ねた。

　五色百人一首で負けて「もうやりたくない！」と言っている子に足りないスキルは何か。

　小嶋悠紀氏は、「子供は負けたから嫌になったのではない」と言う。
　このような子供に教えるスキルは何だろうか。小嶋氏は３つ挙げた。どれも思いもよら
なかったことだ。
　動画ランドを見ながら教室のＳ君の顔が浮かんだ。Ｓ君は百人一首で負けるのが嫌で、
途中からやらなくなってしまった子だ。私の対応は「一人百人一首」といって、「自分の前
に札を20枚並べて、札を取る」ことをさせるものだった。Ｓ君はやるにはやったが、満足
な顔をするわけではなかった。嫌だと言ってすねるわけでもないが、百人一首を楽しみに
するわけでもなかった。次第にＳ君は百人一首をしなくなり、友達の対戦を見るだけになった。
　小嶋氏は負けたときの対応や言葉を教師が見せるとよいと言う。

　休み時間に子供と遊ぶ中で教える。

　じゃんけんや鬼ごっこなどで負けたとき「まあいいか」「次があるからね」と教師が言う
ことがモデルになるのだ。モデルになることも教えることの一つの形である。

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

 久
く

輝
き

子
こ

五色百人一首で
パニックになる
子への対応
正しい対応を教える方法
の一つは「子供と一緒に
遊ぶこと」だ。

期間限定
無料でご視聴
いただけます!!
※動画ランドの会員
登録（無料）が
必要です

⑵ 写真を貼り付ける（30秒）

⑴ 写真を撮る（1分）
　紙面の半分以上を視覚情
報とする。「活動場面」「ノー
ト」「板書」などを撮影す
る。

⑶ 解説を書く（2分）
「活動のねらい」や「ポイ
ント」など、写真の解説を
短く書く。

小嶋悠紀アカデミー
第２回講座
～１年間を視野に
入れた特別支援
教育実践講座～

《主な内容》
１年間を見通して、いつ、

何を、どのように対応するのか。小嶋氏が、月ごとの
特別支援対応を分かりやすく説明します。特に、子供
の不適応、問題行動に焦点を当てて、背景にある原理
と、対応方法を丁寧に解説する人気シリーズです！
■トークライン読者特典　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://m.tos-land.net
②動画ランド

4 4 4 4 4

の無料会員登録を行う
　（トークライン会員とは別です）
　※既に会員登録を行っている方はログインをお願いします。
③プレイリスト→無料動画より閲覧
　有効期限：2018年5月15日～2018年6月14日
　※無料でご視聴いただけるのは一部のみです。
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４個

２個増えると
みんなで何個？

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
。

「
問
い
」
と
は
、
ク
イ
ズ
で
い

う
と
「
質
問
す
る
こ
と
、
尋
ね

る
こ
と
」
で
す
。

　

こ
う
話
し
、「
問
い
」
を
子
供
た

ち
に
も
使
え
る
言
語
に
し
て
お
く
。

　

こ
れ
は
何
の
く
ち
ば
し
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
の
文
を

見
付
け
さ
せ
る
。

　

こ
れ
は
、
き
つ
つ
き
の
く
ち

ば
し
で
す
。

　

問
い
と
答
え
が
対
応
す
る
よ
う
に

板
書
し
、
ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
。

　

お
う
む
、
は
ち
ど
り
も
き
つ
つ
き

と
同
じ
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の

で
、
お
う
む
か
ら
は
自
分
で
ノ
ー
ト

に
書
か
せ
て
い
く
と
よ
い
。

１	

音
読
を
す
ら
す
ら
と

　

ま
ず
は
、
教
師
の
後
に
続
い
て
読

む
「
追
い
読
み
」
を
す
る
。

　

追
い
読
み
の
後
は
、
ペ
ー
ジ
ご
と

に
「
交
代
読
み
」
を
す
る
。

　

こ
の
説
明
文
は
、
奇
数
ペ
ー
ジ
が

「
問
い
」、
偶
数
ペ
ー
ジ
が
「
答
え
」

に
な
っ
て
い
る
。だ
か
ら
、奇
数
ペ
ー

ジ
を
男
子
、
偶
数
ペ
ー
ジ
を
女
子
な

ど
に
し
て
読
む
と
、
自
然
と
文
の
構

造
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

２	

形
式
段
落
を
教
え
る

　

実
物
投
影
機
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を

使
う
。
教
科
書
本
文
（
教
材
文
）
を

映
し
出
す
こ
と
で
、
ど
の
子
も
一
目

で
段
落
が
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
段

落
番
号
の
書
き
込
み
も
教
え
や
す
い
。

３	

「
問
い
」「
答
え
」
を
教
え
る

「
問
い
」
と
い
う
言
葉
が
一
年
生
に

は
分
か
り
に
く
い
。
し
か
し
、
今
後

の
説
明
文
指
導
の
た
め
に
も
、
最
初

か
ら
「
問
い
」
と
い
う
言
葉
が
使
え

指示  「問い」の文はどれでしょう。
またその「答え」の文はどれで
しょう。

大阪府泉佐野市立第三小学校

勇
いさみ

 和
かず

代
よ

KOKUGO

国語
1年

光村図書・１年上・p.48-55

1年生！　
初めての説明文指導
も怖くない
説明文の読み取りの王道「問
い」と「答え」を見付けさせる。

で
合
体
さ
せ
る
が
、「
増
え
る
と
」

の
と
き
は
、
増
や
す
玉
だ
け
を
動
か

し
て
合
体
さ
せ
る
。

教
師
：︵
４
を
は
じ
く
︶
何
個
？

児
童
：
４
個
。

教
師
：︵
２
を
近
づ
け
る
︶
２
個
増

え
る
と
み
ん
な
で
何
個
？

児
童
：
み
ん
な
で
６
個
。

教
師
：︵
５
を
は
じ
く
︶
何
び
き
？

児
童
：
５
ひ
き
。

教
師
：︵
３
を
近
づ
け
る
︶
３
び
き

入
れ
る
と
全
部
で
何
び
き
？

児
童
：
全
部
で
８
ぴ
き
。

「
２
人
来
る
と
」「
４
枚
も
ら
う
と
」

「
３
個
買
っ
て
く
る
と
」
な
ど
の
言

い
方
も
行
う
。
毎
回
導
入
で
百
玉
そ

ろ
ば
ん
を
使
っ
て
言
わ
せ
る
こ
と
で
、

文
章
問
題
を
解
く
の
も
簡
単
に
な
る
。

　

授
業
の
導
入
で
百
玉
そ
ろ
ば
ん
を

使
い
、
十
の
階
段
ま
で
行
う
。

授
業
の
流
れ

発
問
① 

合
わ
せ
て
幾
つ
で
す
か
？

教
師
：︵
２
を
は
じ
く
︶
何
個
？

児
童
：
２
個
。

教
師
：︵
１
を
近
づ
け
る
︶
１
個
と

合
わ
せ
て
み
ん
な
で
何
個
？

児
童
：
み
ん
な
で
３
個
。

教
師
：︵
３
を
は
じ
く
︶
何
本
？

児
童
：
３
本
。

教
師
：︵
２
を
近
づ
け
る
︶
２
本
と

合
わ
せ
て
全
部
で
何
本
？

児
童
：
全
部
で
５
本
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、「
み
ん
な
で
」

「
全
部
で
」
の
言
い
方
や
「
〇
個
」「
○

本
」「
○
台
」
な
ど
、
変
化
の
あ
る

繰
り
返
し
で
問
う
こ
と
で
、
い
ろ
い

ろ
な
言
い
方
に
慣
れ
さ
せ
る
。
こ
の

後
、
教
科
書
を
学
習
す
る
。

発
問
② 

増
え
る
と
幾
つ
で
す
か
？

　

百
玉
そ
ろ
ば
ん
の
玉
の
動
き
に
合

わ
せ
て
答
え
さ
せ
る
。「
合
わ
せ
て
」

の
と
き
は
、
玉
を
両
側
か
ら
真
ん
中

群馬県館林市立第二小学校

関
せき

澤
ざわ

 陽
よう

子
こ

SANSU

算数
1年

「あわせていくつ　
ふえるといくつ」の
指導
導入で、百玉そろばんを使っ
ていろいろな言い方に慣れさ
せる。

東京書籍・１年上・p.38-43

２個

１個と合わせて
みんなで何個？

（百玉そろばんを使って）
発問１  （百玉で２をはじく）何個？
　「２個」

発問２  （２と１を近づける）１個
と合わせてみんなで何個？

　「みんなで３個」
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

 久
く

輝
き

子
こ

KOKUGO

国語
2年

ことばで絵を
つたえよう
教師がわざと間違えることで
形や大きさ、場所、向きを表
す言葉に気付かせる。

東京書籍・２年上・p.46-49

さ
い
。

教
師
：
こ
れ
で
い
い
よ
ね
。

児
童
：
駄
目
ー
。

教
師
：
ど
こ
が
駄
目
？

児
童
：「
大
き
い
丸
の
中
」
っ
て
書

い
て
あ
る
よ
。

教
師
：
あ
あ
、
そ
う
か
。
じ
ゃ
、
こ

れ
で
い
い
よ
ね
。

　

描
き
直
す
。

児
童
：
先
生
、
わ
ざ
と
間
違
え
て
い

る
で
し
ょ
！　
「
縦
に
」
っ
て
書

い
て
あ
る
よ
。

　

単
元
の
最
後
に
は
、
自
分
の
絵
を

お
互
い
に
説
明
し
合
う
。

１	

説
明
文
の
指
導

　

五
月
の
説
明
文
と
同
じ
く
「
順
序

を
表
す
言
葉
」
に
注
目
す
る
。
し
か

し
、
言
葉
で
絵
を
説
明
す
る
際
、
順

序
を
表
す
だ
け
で
な
く
、
形
や
大
き

さ
、
場
所
、
向
き
な
ど
が
分
か
る
よ

う
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２	

教
師
が
わ
ざ
と
間
違
え
る

「
分
か
る
よ
う
に
説
明
し
な
さ
い
」

「
よ
く
考
え
て
ね
」
と
言
っ
て
も
難

し
い
。
そ
こ
で
、
例
題
を
使
い
、
教

師
が
わ
ざ
と
間
違
っ
た
絵
を
描
く
。

間
違
う
こ
と
で
、
様
子
を
表
す
言
葉

に
注
目
さ
せ
る
。「
串
団
子
の
絵
」

の
説
明
を
子
供
が
読
み
、
教
師
が
黒

板
に
描
く
。

３	

実
際
の
授
業
の
流
れ

教
師
：
説
明
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

児
童
：
串
団
子
の
絵
の
描
き
方
を
説

明
し
ま
す
。
初
め
に
、︵
中
略
︶

大
き
い
丸
の
中
に
、
小
さ
い
丸
を

三
つ
、
縦
に
並
べ
て
描
い
て
く
だ

指示  （教科書の）説明を読みま
しょう。

 （黒板に間違った絵を描く）

発問  これでいいよね？
　　どこが違うの？

富山県富山市立大久保小学校

塩
しお

苅
かり

 有
ゆ

紀
き

SANSU

算数
2年

教師がわざと間違え
ることで、位取りの
大切さに気付かせる
位取りの漢数字を書き、子供
たちに分かりやすく教えてい
く。

東京書籍・２年上・p.51

の
位
に
０
を
書
か
な
い
と
い
け
な
い

ん
だ
よ
」

　

低
学
年
の
子
は
、
教
師
が
間
違
え

る
と
、
教
師
に
分
か
ら
せ
よ
う
と
一

生
懸
命
説
明
す
る
。
上
記
の
よ
う
な

や
り
取
り
を
し
て
、
位
取
り
の
漢
数

字
を
書
く
こ
と
で
間
違
え
な
く
な
る

こ
と
を
確
認
し
た
い
。

　

ち
な
み
に
、
位
取
り
の
漢
数
字
は
、

教
科
書
で
は
数
字
の
上
に
書
い
て
あ

る
が
、
数
字
の
下
に
書
く
方
が
数
を

読
み
や
す
く
な
る
。

　

練
習
問
題
の
「
ぼ
う
や
色
紙
の
数

を
数
字
で
書
き
ま
し
ょ
う
」
も
、「
つ

ぎ
の
数
を
読
み
ま
し
ょ
う
」、「
数
字

で
書
き
ま
し
ょ
う
」
の
い
ず
れ
も
、

ま
ず
は
位
取
り
の
漢
数
字
を
書
く
と

分
か
り
や
す
く
な
る
。

「
百
を
４
個
、
十
を
８
個
、
一
を
５

個
合
わ
せ
た
数
は
□
」

「
３
２
１
は
百
を
□
個
、
十
を
□
個
、

一
を
□
個
合
わ
せ
た
数
」

と
い
う
よ
う
な
問
題
も
同
様
で
あ
る
。

　

前
時
に
は
二
百
三
十
五
の
書
き
方

を
学
習
し
て
い
る
。
百
の
ま
と
ま
り

を
書
く
部
屋
を
「
百
の
位
」
と
言
い
、

位
取
り
の
漢
数
字
を
書
く
と
分
か
り

や
す
い
こ
と
も
学
習
し
て
い
る
。

　

こ
の
時
間
は
、
十
の
位
が
空
位
の

場
合
の
書
き
方
を
学
習
す
る
。

　

こ
こ
で
、
教
師
が
わ
ざ
と
間
違
え

る
こ
と
で
、
位
取
り
の
大
切
さ
に
気

付
か
せ
る
。

発
問
① 

□
は
何
個
あ
り
ま
す
か
。

数
字
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

指
示 

ブ
ロ
ッ
ク
だ
け
が
見
え
る
よ

う
に
下
を
ノ
ー
ト
で
隠
し
て
。

発
問
② 

百
の
ま
と
ま
り
は
何
個
？

「
２
個
で
す
」

発
問
③ 

百
が
２
個
、
一
が
６
個
だ

か
ら
、
26
で
す
ね
。（
板
書
す
る
）

「
違
う
！
」

発
問
④ 

違
う
？　

あ
、
百
が
２
個

で
二
百
だ
か
ら
、
２
０
０
６
で
し

た
ね
。（
板
書
す
る
）

「
違
う
！
」

発
問
⑤ 

違
う
？　

ど
う
し
て
？

「
十
の
ま
と
ま
り
は
な
い
か
ら
、
十

発問１  □は何個ありますか。数字で書
きましょう。

発問２  100が２個、１が６個だから、
26ですね。

発問３  100が２個で200だから、
　2006ですね。
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

東京書籍・３年上・p.48-52

広島県東広島市立龍王小学校

笠
かさ

井
い

 美
み

香
か

KOKUGO

国語
3年

「話したいな、うれし
かったこと」（話す・
聞く）の最初は
「TOSSメモ」で
なぜなら、バラバラに思い出し
たこともメモして、並べて、入
れ替えて、追加できて、整理で
きるから。

「
ゲ
ー
ム
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
」
と

や
ん
ち
ゃ
君
が
発
表
し
た
。

「
そ
う
そ
う
。
そ
ん
な
ふ
う
に
、
う

れ
し
か
っ
た
こ
と
で
お
友
達
に
伝
え

た
い
こ
と
を
お
隣
さ
ん
に
言
っ
て
ご

ら
ん
な
さ
い
」
と
指
示
を
出
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
み
ん
な
の
前
で
発
表

し
た
い
子
に
発
表
さ
せ
る
。

　

発
表
す
る
た
び
に
、「
わ
あ
、
聞

き
た
い
な
あ
」
と
褒
め
、
評
定
す
る
。

指
示 

自
分
が
伝
え
た
い
な
あ

と
い
う
も
の
を
一
つ
、
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
メ
モ
に
書
き
な
さ
い
。

　

書
い
て
ノ
ー
ト
に
貼
っ
た
後
は
、

誰
と
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
た

の
か
、
メ
モ
に
ど
ん
ど
ん
付
け
足
し

て
い
く
。
気
持
ち
も
メ
モ
の
下
に
付

け
足
す
。
付
箋
メ
モ
が
出
そ
ろ
っ
た

ら
、
メ
モ
を
入
れ
替
え
た
り
、
付
け

足
し
た
り
し
て
、
話
す
順
序
を
決
め

て
い
く
。
最
後
に
、
書
い
た
メ
モ
を

も
と
に
「
始
め
・
中
・
終
わ
り
」
の

順
に
、
ス
ピ
ー
チ
原
稿
を
作
ら
せ
る
。

　

島
根
の
太
田
政
男
氏
の
「
か
ん
た

ん
・
く
わ
し
く
・
気
持
ち
」
を
メ
モ

す
る
実
践
を
、
単
元
に
合
わ
せ
て
修

整
し
た
追
試
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
ピ
ン
ク
色
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ

モ
に
「
始
め
」
の
部
分
の
「
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
」
を
一
文
で
書
か
せ
る

（「
か
ん
た
ん
」）。
次
に
、「
始
め
」

に
書
い
た
文
を
詳
し
く
説
明
す
る

「
中
」
の
部
分
を
白
色
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

メ
モ
に
書
か
せ
る
（「
く
わ
し
く
」）。

最
後
に
、「
終
わ
り
」
の
部
分
に
書

く
文
を
、
ピ
ン
ク
色
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ

モ
に
書
か
せ
る
（「
気
持
ち
」）。
こ

こ
ま
で
は
、
太
田
氏
の
追
試
な
の
だ

が
、
教
科
書
で
は
、
中
の
部
分
を
詳

し
く
す
る
た
め
に
「
で
き
ご
と
」
と

「
気
持
ち
」
を
分
け
て
い
る
。
そ
こ

で
、
私
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
の
下
五

行
の
と
こ
ろ
で
線
を
引
き
、
そ
の
と

き
の
気
持
ち
を
書
か
せ
る
こ
と
に
し

た
。発

問 
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は

何
で
す
か
？

発問  うれしかったことは何ですか。

指示  TOSSメモに書きなさい。

東京書籍・３年上・p.55

群馬県太田市立韮川小学校

瀧
たき

澤
ざわ

 美
み

香
か

SANSU

算数
3年

何の位から計算する
のかを問う
ひき算の筆算は既習事項であ
る。何の位から計算するのか
を問うことで、筆算のやり方
を想起させる。

を
挙
げ
ま
す
」
と
言
わ
な
く
て
も
、
挙

手
を
す
れ
ば
よ
い
と
分
か
る
か
ら
だ
。

　

続
い
て
、
次
の
指
示
を
す
る
。

　

一
の
位
だ
け
見
え
る
よ
う
に
、

指
で
隠
し
な
さ
い
。（
写
真
②
）

　

こ
の
「
指
で
隠
す
」
と
い
う
や
り

方
は
、
向
山
型
算
数
の
重
要
な
指
導

ス
キ
ル
で
あ
る
。
指
で
隠
す
こ
と
で

見
る
場
所
が
限
定
さ
れ
、
子
供
の
集

中
力
が
増
す
の
で
あ
る
。
大
変
有
効

な
指
示
で
あ
る
。

　

一
の
位
。
何
ひ
く
何
で
す
か
。

（
５
ひ
く
４
で
す
）

　

答
え
を
書
き
な
さ
い
。
幾
つ

で
す
か
。

（
１
で
す
）

　

最
初
の
発
問
と
同
様
に
二
番
目
も

何
の
位
か
ら
計
算
す
る
の
か
を
問
う
。

最
終
的
に
写
真
③
の
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
何
の
位
か
ら
計
算
す

る
の
か
を
問
う
こ
と
で
、
筆
算
の
や

り
方
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
題　

と
も
ね
さ
ん
は
３
１
５

円
持
っ
て
い
ま
す
。
１
９
４

円
の
プ
リ
ン
を
買
う
と
、
何

円
の
こ
り
ま
す
か
。

「
３
け
た
の
数
の
ひ
き
算
」
の
例
題

で
あ
る
。「
２
け
た
の
ひ
き
算
の
筆

算
」
は
既
習
事
項
で
あ
る
。
授
業
の

導
入
で
は
、
筆
算
の
や
り
方
を
想
起

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

ま
ず
計
算
す
る
の
は
、
何
の

位
で
す
か
。

　

こ
う
発
問
す
る
と
、
す
ぐ
に
答
え

を
言
っ
て
し
ま
う
児
童
が
い
る
可
能

性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
間
を
空
け
ず

に
次
の
よ
う
に
問
う
こ
と
が
大
切
だ
。

　

百
の
位
？
（
挙
手
）

　

十
の
位
？
（
挙
手
）

　

一
の
位
？
（
挙
手
）

　

一
の
位
で
す
ね
。（
写
真
①
）

「
百
の
位
？
」「
十
の
位
？
」「
一
の

位
？
」
と
聞
く
と
き
は
、
教
師
も
手

を
挙
げ
な
が
ら
聞
く
と
よ
い
。「
手

発問  まず計算するのは、何の位で
すか？　百の位？　十の位？　
一の位？（挙手させる）

指示  一の位だけ見えるように、指
で隠しなさい。

① ② ③
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

 愛
あい

KOKUGO

国語
4年

光村図書・４年上・p.64-65

いろいろな意味を
もつ言葉
説明するのではなく、作業を
することで理解させる。

な
い
。
子
供
用
の
辞
書
で
も
約
二
十

の
意
味
が
載
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

辞
書
を
引
か
せ
て
た
く
さ
ん
の
意
味

が
あ
る
こ
と
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、

次
の
作
業
に
よ
っ
て
子
供
に
気
付
か

せ
る
。

　

ノ
ー
ト
に
「
…
…
を
と
る
」

の
短
い
文
を
い
っ
ぱ
い
書
き
な

さ
い
。

　

一
文
ご
と
に
番
号
を
打
ち
ま

す
。

　

子
供
た
ち
に
、
ノ
ー
ト
に
書
い
た

文
を
黒
板
に
書
か
せ
る
。
自
分
が

ノ
ー
ト
に
書
い
て
い
な
い
文
は
写
さ

せ
る
。

　

よ
う
や
く
こ
こ
で
辞
書
を
引
か
せ

る
と
、
ま
だ
黒
板
に
書
か
れ
て
い
な

い
意
味
の
「
と
る
」
が
見
付
か
る
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
を
使
っ
て
、
さ
ら
に

短
い
文
を
書
か
せ
て
い
く
。

参
考
文
献
：﹃
楽
し
い
国
語　

授
業

の
法
則
﹄︵
向
山
洋
一
著　

学
芸
み

ら
い
社
「﹃
掛
け
る
﹄
の
意
味
を
追

究
す
る
」︶

１	

楽
し
く
音
読
を
す
る

　
「
と
る
」　
　
川
崎
　
洋

　
は
っ
け
よ
い
　
す
も
う
と
る

　
こ
ん
に
ち
は
　
ぼ
う
し
と
る

　
て
ん
ど
ん
の
　
で
ま
え
と
る

　
セ
ー
タ
ー
の
　
ご
み
を
と
る

　
の
ら
ね
こ
の
　
し
ゃ
し
ん
と
る

①
追
い
読
み

　

教
師
の
後
に
付
い
て
、
一
行
ず
つ

読
む
。
四
拍
子
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
、

テ
ン
ポ
良
く
読
む
。

②
上
下
読
み

　

上
半
分
を
教
師
が
読
む
。
下
半
分

を
子
供
が
読
む
。

③
動
作
化

「
そ
れ
ぞ
れ
動
作
を
付
け
て
読
み
ま

し
ょ
う
」
と
言
っ
て
、
②
の
上
下
読

み
を
す
る
。

　

仮
名
で
書
く
と
同
じ
で
も
、
い
ろ

い
ろ
な
意
味
を
も
つ
言
葉
が
あ
る
こ

と
を
押
さ
え
る
。

２	
短
い
文
を
い
っ
ぱ
い
書
く

「
と
る
」
の
意
味
は
こ
れ
だ
け
で
は

指示  ノートに、「……をとる」の
短い文をいっぱい書きなさい。

 　一文ごとに番号を打ちます。

SANSU

算数
4年

北海道斜里町立斜里小学校

塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

倍の計算は指で
隠して考える
「もとの数量」を「１」とし
て、それの幾つ分（何倍）と
なるかを定着させる。

東京書籍・４年上・p.52

「
２
つ
分
で
、
２
倍
で
す
」

　

同
様
に
３
つ
分
、
４
つ
分
、
５
つ

分
ま
で
言
わ
せ
て
い
く
。

　

2
は
「
式
」
の
中
の
一
部
が
四

角
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
書
き
込
ま

せ
る
。
答
え
の
四
角
に
も
書
き
込
ま

せ
る
。
大
切
な
の
は
、
そ
の
下
の
枠

囲
み
の
部
分
だ
。

　

５
倍
と
い
う
の
は
、
３
ｍ
を

１
と
み
た
と
き
、
15
ｍ
が
５
に

あ
た
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
説
明
の
基
本
型
と
な
る
。

音
読
さ
せ
て
、
ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
。

　

練
習
問
題
の
「
ハ
ム
ス
タ
ー
」
問

題
は
、
式
・
答
え
・
説
明
の
三
点
セ
ッ

ト
で
取
り
組
ま
せ
る
。
次
の
よ
う
に

な
る
。

問
題　

親
の
ク
ジ
ラ
の
体
長
は

15
ｍ
で
、
子
ど
も
の
ク
ジ
ラ
の

体
長
は
３
ｍ
で
す
。

　
　

親
の
ク
ジ
ラ
の
体
長
は
、
子

ど
も
の
ク
ジ
ラ
の
体
長
の
何

倍
で
す
か
。

　

１
の
テ
ー
プ
図
で
も
と
に
し
て

い
る
体
長
を
確
認
し
、
次
の
指
示
を

出
す
。

指
示
１ 

親
の
ク
ジ
ラ
の
テ
ー
プ
図

を
、
１
つ
分
を
残
し
て
指
で
隠
し

て
ご
ら
ん
。

　

授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
で
指
示
を
視
覚

化
す
る
。（
コ
ン
テ
ン
ツ
は
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
。
原
実
践
を
も
と
に

塩
谷
が
コ
ン
テ
ン
ツ
化
し
た
）

指
示
２ 

後
に
付
い
て
言
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
ク
ジ
ラ
１
つ
分
で
、

１
倍
で
す
」

「
２
つ
分
ま
で
、
指
を
ず
ら
し
て
ご

ら
ん
な
さ
い
」
と
指
示
し
、
次
の
よ

う
に
言
わ
せ
る
。

指示１  親のクジラのテープ図を、１つ
分を残して指で隠してごらん。

指示２  後に付いて言います。
「子どものクジラ１つ分で、１倍です」

式　24÷４＝６
答え　６倍
説明　６倍という
のは、４ひきを１
とみたとき、24ひ
きが６にあたるこ
とを表しています。

原実践『向山型算数教え方教室』（明治図書　2004年８月号）
「横崎邦子氏・吉岡勝氏の論文審査」

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

石川県かほく市立宇ノ気小学校

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

KOKUGO

国語
5年

光村図書・５年・p.68-69「敬語」

尊敬語と謙譲語を
見分けさせる
敬語には、丁寧語、尊敬語、謙譲
語がある。この中で、子供が迷う
のは、尊敬語と謙譲語の違いであ
る。脳内での判断を「見える化」
することにより、確実に尊敬語と
謙譲語を見分けられるようにする。

「
他
人
」
で
あ
る
。「
校
長
先
生
」

の
横
に
「
他
」
と
書
き
込
ま
せ
る
。

　

動
作
の
主
が
「
他
人
」
で
す
。

「
お
っ
し
ゃ
っ
た
」
は
尊
敬
語
で

す
か
、
謙
譲
語
で
す
か
。

「
尊
敬
語
」
で
あ
る
。

　

子
供
の
ノ
ー
ト
は
次
の
よ
う
に
な

る
。

　

 

他　
　
　
　

 

尊
敬
語

① 

校
長
先
生 

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

　

②
の
文
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
手

順
で
さ
せ
る
。
自
分
や
身
内
な
ら
ば
、

動
作
の
主
に
「
自
」
と
書
き
込
ま
せ

る
。

　

謙
譲
語
で
気
を
付
け
た
い
の
は
、

「
ご
自
宅
に
伺
い
ま
す
」
の
よ
う
に
、

主
語
（
動
作
の
主
）
が
明
記
さ
れ
て

い
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
場
合

は
、
主
語
は
「
自
分
」
で
あ
る
こ
と

を
押
さ
え
る
。

　

尊
敬
語
は
、
相
手
や
話
題
に
な
っ

て
い
る
人
、
つ
ま
り
他
人
を
敬
う
言

葉
で
あ
る
。
謙
譲
語
は
、
自
分
や
身

内
の
人
を
謙
遜
し
て
言
う
言
葉
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
ま
ず
押
さ
え
る
。

　

そ
し
て
、
次
の
二
つ
の
文
を
提
示

し
、
ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
。

①
校
長
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

②
私
は
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
を

い
た
だ
い
た
。

　

次
の
発
問
を
す
る
。

「
お
っ
し
ゃ
っ
た
」
の
は
誰
で

す
か
。
丸
を
付
け
な
さ
い
。

「
校
長
先
生
」
で
あ
る
。

「
校
長
先
生
」
は
、「
自
分
」「
他

人
」
ど
ち
ら
の
仲
間
に
入
り
ま

す
か
。

「
校
長
先
生
」
の
横
に
書
き
込

み
を
し
な
さ
い
。

発問  その動作の主は、「自分」「他
人」どちらの仲間に入りますか。

指示  動作の主の横に、書き込み
をしなさい。

他　
　
　
　

尊
敬
語

校
長
先
生 

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

自　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ん
じ
ょ
う
語

私 

は
た
く
さ
ん
の
お
か
し
を
い
た
だ
い
た
。

自　

け
ん
じ
ょ
う
語

父 

が
う
か
が
い
ま
す
。

東京都国立市立国立第六小学校

村
むら

野
の

 聡
さとし

SANSU

算数
5年

小数倍の意味を
理解させる
図を使って小数倍の意味を
視覚的に捉えさせる。

東京書籍・５年上・p.43
「小数の倍」

「
赤
の
５
ｍ
を
１
と

見
る
と
、
白
の
10
ｍ

は
１
が
２
つ
で
２
と

見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
ね
」

　

分
か
り
や
す
く
丸

付
き
数
字
で
①
と
図
に
か
き
込
み
な

が
ら
説
明
す
る
と
、子
供
は
理
解
す
る
。

２	

次
に
教
科
書
問
題

　

そ
の
後
は
、
教
科

書
の
問
題
を
解
か
せ

て
い
く
。

「
赤
の
５
ｍ
を
１
と

見
る
と
、
青
の
12
ｍ

は
１
が
２
つ
と
0.4

（
２
÷
５
＝
0.4
）
で
2.4
と
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」

　

同
様
に
、「
赤
の
５
ｍ
を
１
と
見

る
と
、
黄
の
４
ｍ
は

４
÷
５
で
0.8
と
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
説
明
で
き
る
の
で

あ
る
。

１	

ま
ず
は
助
走
問
題
か
ら

　

教
科
書
の
次
の
表
を
見
せ
な
が
ら
、

助
走
問
題
を
出
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
。

　

赤
い
リ
ボ
ン
の
長
さ
を
も
と

に
す
る
と
、
白
の
リ
ボ
ン
の
長

さ
は
何
倍
で
す
か
。

　

10
÷
５
＝
２　

答
え　

２
倍

　

式
と
答
え
を
確
か
め
た
後
、

「
２
倍
と
は
、
赤
の
５
ｍ
を
１
と
見

た
と
き
、
白
の
10
ｍ
が
２
に
あ
た
る

こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
」

と
説
明
す
る
。

　

し
か
し
、こ
の
「
割
合
の
考
え
方
」

は
、
言
葉
だ
け
で
は
子
供
に
理
解
し

に
く
い
。

　

そ
こ
で
、
次
の
図
を
黒
板
に
か
い

て
改
め
て
説
明
す
る
。

説明  赤の５ｍを①と見ると、白
の10ｍは①が２つで２と見るこ
とができますね。

※ 教科書をもとにかき起こしました。
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

KOKUGO

国語
6年

TOSS SANJO

齋
さい

藤
とう

 一
いち

子
こ

「風切るつばさ」を
授業する
クライマックスの検討で、中
心人物クルルとほかの人物と
の関係が明確になる。

東京書籍・6年・p.52-60

Ｂ 

そ
の
瞬
間
、
ク
ル
ル
は
カ
ラ
ラ

を
つ
き
飛
ば
す
よ
う
に
羽
ば
た
い
た
。

Ｃ 

気
が
つ
く
と
、
ク
ル
ル
の
体
も

空
に
ま
い
上
が
っ
て
い
た
。

Ｄ
「
お
れ
、
飛
ん
で
る
。」

な
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
に
つ
い
て
、

最
初
に
人
数
を
確
認
す
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
理
由
も
付
け
て
発
表
さ

せ
、
話
し
合
う
。
相
手
へ
の
反
論
も

出
さ
せ
て
い
く
。
検
討
の
視
点
は
、

ク
ル
ル
の
行
動
や
考
え
の
変
化
の
大

き
さ
の
度
合
い
だ
。

「
じ
っ
と
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
こ
と

だ
け
が
…
…
ゆ
い
い
つ
の
方
法
」「
た

と
え
飛
べ
た
と
し
て
も
首
を
横
に
ふ

る
つ
も
り
」
と
い
っ
た
叙
述
を
基
に

発
言
し
て
い
る
こ
と
が
大
事
だ
。

　

終
わ
り
五
分
前
に
も
人
数
を
確
認

す
る
。
Ｄ
が
多
い
。
意
見
が
分
か
れ

て
も
よ
し
と
す
る
。
最
後
に
授
業
の

振
り
返
り
を
書
か
せ
る
。
始
め
と
終

わ
り
の
自
分
の
意
見
の
変
容
、
す
ご

い
と
思
っ
た
友
達
の
意
見
を
書
く
。

　

次
時
や
学
級
通
信
で
紹
介
す
る
と
、

更
に
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
く
。

　

一
年
間
通
し
て
向
山
型
分
析
批
評

で
授
業
し
て
い
く
。

　

音
読
を
繰
り
返
し
、
物
語
の
設
定

（
時
・
場
所
・
登
場
人
物
）
を
確
定
し
、

中
心
人
物
を
検
討
す
る
。
中
心
人
物

は
ク
ル
ル
で
あ
る
。
場
面
は
四
つ
に

分
け
ら
れ
る
。
最
後
が
「
～
ク
ル
ル
」

で
終
わ
る
よ
う
に
要
約
す
る
。

　

本
時
で
は
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の

検
討
を
す
る
。「
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」

と
板
書
し
、「
物
語
に
は
今
ま
で
変

わ
ら
な
か
っ
た
中
心
人
物
の
考
え
が

ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
言
い
ま
す
」

と
話
す
。

　

あ
る
一
つ
の
文
か
ら
、
ク
ル

ル
の
考
え
が
が
ら
っ
と
変
わ
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
ど
の
文
で
す
か
。
ノ
ー

ト
に
書
き
抜
き
な
さ
い
。

　

書
い
た
子
か
ら
板
書
さ
せ
、
ノ
ー

ト
に
理
由
を
書
か
せ
る
。

Ａ
「
危
な
い
！
」

発問  ある一つの文から、クルル
の考えががらっと変わっている
ところがあります。それはどの
文ですか。ノートに書き抜きな
さい。

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

SANSU

算数
6年

子供がどこでつまず
くか、教師がイメー
ジする
「円」でつまずく３つの難所
を、スキルで越えさせる。

め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

た
だ
の
円
で
は
な
い
。
上
の
ノ
ー

ト
の
図
の
よ
う
に
、
複
雑
な
円
で
あ

る
。
ど
う
難
所
を
越
え
さ
せ
る
か
。

二
つ
の
ス
キ
ル
で
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
図
形
を
か
か
せ
る
。

　

例
題
で
、
教
師
と
一
緒
に
解
く
。

そ
の
際
、
図
と
式
と
補
助
計
算
と
答

え
の
四
点
セ
ッ
ト
で
か
か
せ
る
。

　

必
ず
四
点
セ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

図
が
特
に
大
事
だ
。
図
を
か
く
こ

と
で
、
パ
ッ
と
見
て
分
か
る
ノ
ー
ト

に
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
説
明
で
あ
る
。
答
え

が
出
た
ら
、
教
師
の
所
へ
ノ
ー
ト
を

持
っ
て
来
さ
せ
る
。「
ど
の
よ
う
に

考
え
ま
し
た
か
。
式
と
言
葉
で
説
明

し
な
さ
い
」
と
指
示
す
る
。

　

説
明
さ
せ
る
こ
と
で
、
情
報
が
整

理
さ
れ
、
正
し
い
理
解
が
進
む
。
ま

た
、
覚
え
た
こ
と
が
強
化
さ
れ
、
記

憶
に
残
り
や
す
く
な
る
。

　

単
元
が
始
ま
る
前
に
、
難
所
は
ど

こ
か
を
教
師
が
知
っ
て
お
く
こ
と
が

何
よ
り
大
切
だ
。

「
円
」
の
面
積
で
、
子
供
が
つ
ま
ず

く
難
所
は
三
つ
で
あ
る
。

　

一
つ
目
が
公
式
。

　

半
径
×
半
径
×
３
．１
４
を
導
き

出
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
教
師
が
口
で

説
明
し
て
も
、
絶
対
に
分
か
ら
な
い
。

岩
本
友
子
氏

「
円
の
面
積
の
公
式
」

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
に
あ
る（N

o.253
3106

）。
こ
の
サ
イ
ト
で
「
分
か
っ
た

よ
う
な
気
」
に
さ
せ
る
程
度
で
よ
い
。

　

ま
た
公
式
は
、
計
算
す
る
た
び
に
、

毎
回
書
か
せ
る
。
単
元
を
通
し
て
書

か
せ
る
。
大
事
な
こ
と
は
繰
り
返
し

書
か
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

二
つ
目
が
、
計
算
。
３
．１
４
の

か
け
算
で
計
算
間
違
い
を
す
る
子
が

い
る
。
だ
か
ら
、
堂
々
と
大
き
く
補

助
計
算
を
書
か
せ
る
。
ノ
ー
ト
の
隅

に
こ
ち
ょ
こ
ち
ょ
と
書
か
せ
て
は
い

け
な
い
。
趣
意
説
明
も
す
る
。「
大

き
く
補
助
計
算
を
書
く
と
、
計
算
間

違
い
を
し
な
い
の
で
す
」
と
言
う
。

　

三
つ
目
が
、
工
夫
し
て
面
積
を
求

指示  式と言葉で説明しなさい。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

基礎
・基本

社会

け
な
い
子
が
い
る
。

１　

資
料
を
三
つ
選
ば
せ
る
。

２　

タ
イ
ト
ル
と
説
明
を
教
師

が
赤
鉛
筆
で
書
き
な
ぞ
ら
せ

る
。

３　

同
じ
よ
う
に
書
く
よ
う
に

指
示
し
、
最
後
に
感
想
の
欄

を
作
ら
せ
る
。

　

見
学
の
場
合
、

資
料
は
教
師
が

撮
っ
た
写
真
で
い

い
。
右
側
の
写
真

が
先
述
の
手
立
て

で
書
か
せ
た
ノ
ー

ト
。

　

同
じ
子
の
ノ
ー

ト
が
六
か
月
後
は

左
の
よ
う
に
な
る
。

　

少
し
ず
つ
少
し

ず
つ
、
赤
鉛
筆
の

量
を
減
ら
し
て
い

く
。
必
ず
自
分
で

書
け
る
よ
う
に
な

る
。

ン
ク
は
つ
け
な
い
。
不
合
格

は
「
や
り
直
す
」
よ
う
に
進

め
る

⑥
特
に
立
派
な
ノ
ー
ト
は
全
員

に
紹
介
す
る

　

ポ
イ
ン
ト
は
「
合
格
」「
不
合
格
」

で
評
価
す
る
こ
と
、
合
格
の
基
準
を

緩
め
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
書
け
な
い
子
供
が
出
て

く
る
。
何
を
書
け
ば
い
い
か
分
か
ら

な
い
子
も
最
初
は
い
る
。

　

向
山
洋
一
氏
は
次
の
よ
う
に
も
書

い
て
い
る
（「
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
」

一
九
九
九
年
三
月
号
）。

　

慣
れ
て
き
た
ら
「
丸
写
し
」

し
な
い
よ
う
に
条
件
を
付
け
ま
す
。

　

最
初
は
丸
写
し
で
も
Ｏ
Ｋ
。
二

ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ら
れ
れ
ば
そ
れ
で

い
い
。

３	
そ
れ
で
も
書
け
な
い
子

　

ク
ラ
ス
の
中
に
は
、
そ
れ
で
も
書

１	

ノ
ー
ト
見
開
き
二
ペ
ー
ジ	

	

ま
と
め

　

見
学
や
単
元
の
ま
と
め
な
ど
、

ノ
ー
ト
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め

さ
せ
る
。

　

ノ
ー
ト
を
見
な
が
ら
テ
ス
ト

し
て
い
い
で
す
よ
。

　

こ
う
言
っ
て
お
く
こ
と
で
、
子
供

は
重
要
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
れ
、
そ
の

説
明
も
ま
と
め
る
。

　

ノ
ー
ト
ま
と
め
自
体
が
、
単
元
の

知
識
理
解
目
標
を
達
成
さ
せ
る
学
習

に
も
な
る
。

２	

向
山
洋
一
氏
の
ポ
イ
ン
ト

　

向
山
氏
は
、「
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ

ン
」
一
九
九
三
年
七
月
号
で
次
の
よ

う
に
ま
と
め
て
い
る
。

前
提
①
全
員
の
ノ
ー
ト
が
違
う

前
提
②
そ
れ
ぞ
れ
美
し
い

︻
ポ
イ
ン
ト
︼

①
単
元
を
見
開
き
２
ｐ
で
ま
と

め
さ
せ
る
︵
限
定
す
る
︶

②
教
科
書
・
資
料
集
の
丸
写
し

は
認
め
な
い

③
イ
ラ
ス
ト
・
図
解
を
す
す
め
る

④
時
間
を
与
え
る

⑤
評
価
は
「
合
格
」
の
み
。
ラ

ポイント６と、
書けない子への
最初の手立て
最初は資料の丸写しでいい。そ
れでも書けない子へは、もう一
歩の手立てをする。慣れてくれ
ば必ず書けるようになる。
「ノート見開き２ページまとめ」
（全社全学年）

兵庫県篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

社会

主体

的・対
話的で深い学び

　

最
初
に
タ
イ
ト
ル
、
プ
ロ
ッ
ト
を

書
か
せ
、
プ
ロ
ッ
ト
ご
と
に
持
っ
て

来
さ
せ
た
。
上
は
勉
強
が
得
意
な
子

の
ノ
ー
ト
。
左
は
苦
手
な
子
で
あ
る
。

　

年
度
当
初
、
自
分
の
名
前
を
書
く

の
も
大
変
だ
っ
た
。
そ
の
子
が
教
師

の
手
立
て
な
し
で
六
ペ
ー
ジ
書
い
た
。

「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
調
べ
た
。い
っ

ぱ
い
書
い
た
」
と
感
想
に
書
い
た
。

　

友
人
も
「
す
ご
い
」
と
感
想
を

言
っ
た
。こ
れ
だ
け
で
も
「
対
話
」「
深

い
学
び
」
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　

向
山
学
級
の
子
供
た
ち
は
、
ど
の

子
も
地
図
・
図
表
な
ど
を
入
れ
て
レ

ポ
ー
ト
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

　

教
科
書
に
出
て
く
る
資
料
は
「
文

章
」「
写
真
（
イ
ラ
ス
ト
）」「
統
計
」

「
地
図
」「
年
表
」
の
五
つ
だ
。

　

向
山
学
級
は
、
見
事
に
こ
れ
と
合

致
し
て
い
る
。

２	

川
原
学
級
の
レ
ポ
ー
ト

　

四
年
生
「
兵
庫
県
の
く
ら
し
」
の

レ
ポ
ー
ト
を
示
す
。

　

年
に
一
回
、
単
元
ま
と
め
レ
ポ
ー

ト
を
書
か
せ
る
。

　

学
習
し
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま

プ
ロ
ッ
ト
に
し
て
示
す
。

　

こ
れ
で
、
学
習
が
苦
手
な
子
も
五

ペ
ー
ジ
、
六
ペ
ー
ジ
書
け
る
。
次
の

こ
と
も
入
れ
る
よ
う
指
示
す
る
。

①
地
図　

②
年
表　

③
表
や
グ
ラ
フ　

④
イ
ラ
ス
ト

⑤
感
想

　

一
ペ
ー
ジ
ご
と
に
持
っ
て
来
さ
せ

「
合
格
」「
不
合
格
」
を
付
け
る
。「
途

中
で
も
、
三
時
間
で
終
わ
り
に
し
ま

す
ね
」
と
時
間
を
示
す
。

１	

向
山
学
級
の
レ
ポ
ー
ト

　

向
山
学
級
「
５
年
生　

工
業
地

帯
」
の
レ
ポ
ー
ト
を
示
す
。

プロットを示し、
学習したことを
書かせる
年に１回、単元レポートを書
かせると、子供たちは満足し、
主体的な意欲、自己肯定感も
上がり、学習活動自体が「対
話的」「深い学び」につながる。
「単元レポートを書かせる」
（全社　全学年）

兵庫県篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き
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「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

基礎
・基本

道徳

指
示
２ 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

は
、
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
競

技
が
あ
る
か
、
ど
ん
な
工
夫

が
さ
れ
て
い
る
か
を
、
本
な

ど
を
活
用
し
て
調
べ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

３	

本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を	

	

活
用
し
て

　

本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競

技
だ
け
で
な
く
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
活
躍
す
る
日
本
人
に
つ
い
て
も
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

※
光
文
書
院
の
教
科
書
に
は
、「
マ

ラ
ソ
ン
」、「
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
」、「
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
」、「
柔
道
」
の
四
つ
の
競
技

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

発
問
３ 

体
の
不
自
由
な
人
が

競
技
を
行
う
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
か
。

︿
工
夫
﹀

マ
ラ
ソ
ン
…
…
目
が
不
自
由
な

人
の
マ
ラ
ソ
ン
で

は
、
選
手
は
伴
走

者
と
一
緒
に
走
り
、

一
緒
に
走
る
た
め

の
伴
走
ロ
ー
プ
が

あ
る
。

柔　
　

道
…
…
目
が
不
自
由
な

人
の
柔
道
で
は
、

組
み
合
っ
て
か
ら

試
合
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。

１	

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
知
ろ
う

　

道
徳
が
特
別
の
教
科
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
、検
定
教
科
書
も
作
ら
れ
た
。

　

光
文
書
院
の
四
年
生
の
教
科
書
に

は
、「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
」

に
つ
い
て
学
ぶ
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
体
の
不
自

由
な
人
が
参
加
す
る
「
パ
ラ
レ
ル

（
も
う
一
つ
の
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

の
こ
と
で
あ
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
様
の
競
技
も

あ
り
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
を

調
べ
る
こ
と
で
、「
体
が
不
自
由
な

人
も
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
で
い

る
」
こ
と
を
知
る
機
会
と
な
る
。

２	

授
業
展
開

発
問
１ 

体
の
不
自
由
な
人
が

参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会

を
何
と
い
い
ま
す
か
。

発
問
２ 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

は
、
ど
の
よ
う
な
競
技
が
あ

る
と
思
い
ま
す
か
。

指
示
１ 

教
科
書
を
使
っ
て
、
お

勉
強
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

もう一つの
オリンピック！
パラリンピックを知ろう。

三重県玉城町立田丸小学校

福
ふく

井
い

 慎
まこと

主体

的・対
話的で深い学び

道徳

切
断
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
中
西
選
手
。

　

そ
の
後
、
以
前
か
ら
し
て
い

た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
再
開
す
る
。

し
か
し
、
相
手
に
手
加
減
さ
れ

る
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
。

自
分
は
、「
も
う
ス
ポ
ー
ツ
選
手

で
な
く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
入

れ
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
だ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
諦

め
た
が
、「
も
う
一
度
、
走
り
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
、
再
度
、

ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
さ
せ
る
キ
ッ

カ
ケ
と
な
っ
た
。

　

道
下
選
手
も
、
リ
オ
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、
マ
ラ
ソ
ン
部
門

で
銀
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。

２	

挫
折
か
ら
の
挑
戦
！

　

中
西
選
手
、
道
下
選
手
に
共
通
す

る
こ
と
は
、＂
挫
折
か
ら
の
挑
戦
＂で

あ
る
。
ぞ
れ
ぞ
れ
の
選
手
の
生
い
立

ち
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
活
躍
す
る
ま
で
に
な
っ
た

背
景
を
、
子
供
た
ち
に
考
え
さ
せ
、

話
し
合
わ
せ
る
。

「
自
分
が
中
西
選
手
や
道
下
選
手
の

立
場
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う

な
行
動
を
し
た
か
」
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
と
葛
藤

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
学
び
が

深
ま
る
。

　

中
西
選
手
は
、
リ
オ
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、
五
メ
ー
ト
ル
四

十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
第
四
位
の

記
録
を
残
し
た
。

︿
道
下
美
里
選
手
︵
マ
ラ
ソ
ン
︶﹀

　

中
学
生
の
頃
か
ら
目
が
見
え

な
く
な
り
始
め
、
二
十
五
歳
の

と
き
に
は
、
両
目
が
見
え
な
く

な
っ
た
道
下
選
手
。

　

目
が
見
え
な
く
な
っ
た
と
き

絶
望
し
た
が
、
盲
人
マ
ラ
ソ
ン

に
出
会
い
、「
見
え
な
く
て
も
、

走
れ
る
」
と
思
い
、
マ
ラ
ソ
ン

に
挑
戦
し
た
。

　

ガ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
サ
ポ
ー

ト
選
手
と
の
練
習
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
四
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
ロ
ー
プ
と
掛
け
声
な
ど
に

よ
っ
て
、
走
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
走
っ
て
い
る
と
き
は
、
ま
る
で

見
え
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
自

由
に
飛
び
回
る
鳥
の
よ
う
な
気

分
で
走
っ
て
い
る
」
と
話
す
道

下
選
手
。

１	

世
界
を
驚
か
せ
た	

	
	

日
本
人
ア
ス
リ
ー
ト

　

二
〇
一
六
年
に
開
催
さ
れ
た
リ

オ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
、
た
く

さ
ん
の
日
本
人
ア
ス
リ
ー
ト
が
活
躍

し
た
。

　

走
り
幅
跳
び
の
中
西
麻
耶
選
手
、

マ
ラ
ソ
ン
の
道
下
美
里
選
手
に
焦
点

を
当
て
た
授
業
を
提
案
す
る
。

　

二
人
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
挫
折

か
ら
の
挑
戦
で
あ
っ
た
。

︿
中
西
麻
耶
選
手︵

走
り
幅
跳
び
︶﹀

　

交
通
事
故
に
よ
っ
て
右
足
を

挫折からの挑戦！
世界を驚かせた日本人
アスリート。

三重県玉城町立田丸小学校

福
ふく

井
い

 慎
まこと

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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中学校の授業実践

中

学校
の授業実践

国語

「
私
に
は
思
い
付
か
な
い
考
え
だ
よ
」

　

そ
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
こ
と
で
、

生
徒
は
安
心
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
か
ら
、
反
論
さ
れ
て
も
、
自
分
を

否
定
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
な

く
、
意
見
を
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
教
師
の
意
見
で
は
な
く
、

ほ
か
の
生
徒
の
意
見
を
代
弁
す
る
方

法
も
あ
る
。
ノ
ー
ト
に
理
由
を
書
か

せ
る
際
に
、
机
間
指
導
を
し
な
が
ら
、

生
徒
の
意
見
を
覚
え
て
お
く
。

「
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
人

も
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
に
対
し

て
は
、
ど
う
思
う
？
」

　

実
際
の
生
徒
の
意
見
だ
か
ら
こ
そ
、

生
徒
は
反
論
し
た
く
な
る
。

　

あ
る
授
業
で
は
、
ほ
か
の
生
徒
の

意
見
を
伝
え
る
と
、
突
然
、
火
が
付

い
た
よ
う
に
反
論
し
始
め
る
生
徒
が

い
た
。
こ
の
生
徒
は
、
討
論
の
中
で

同
様
の
展
開
に
な
っ
た
と
き
も
、
反

論
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
後
も
、
作
戦
会
議
を
す
る
こ
と

で
、
反
論
を
言
え
る
生
徒
を
増
や
し
、

討
論
が
深
ま
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

時
間
を
取
っ
た
。
意
見
を
言
い
合
い

な
が
ら
、
ノ
ー
ト
に
真
剣
に
メ
モ
し

て
い
る
生
徒
が
何
人
も
い
た
。

「
こ
う
言
わ
れ
た
ら
ど
う
す
る
？
」

「
こ
う
言
い
返
そ
う
」

　

反
論
を
想
定
し
な
が
ら
話
し
合
っ

て
い
た
。
ま
た
、
ふ
だ
ん
自
主
的
に

発
言
し
な
い
生
徒
も
、

「
俺
が
こ
う
言
う
か
ら
、
そ
の
後
、

そ
れ
を
言
っ
て
！
」

と
、
意
欲
的
に
話
し
て
い
た
。

　

同
じ
立
場
の
人
同
士
で
話
し
合
う

こ
と
で
、
自
分
の
意
見
に
自
信
を
も

つ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
質
問
や

反
論
を
と
も
に
考
え
る
こ
と
で
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
言
え
ば
よ
い
の
か
、

理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

同
じ
立
場
の
人
が
い
な
い
場
合
は
、

教
師
の
所
に
来
さ
せ
る
。
立
場
と
理

由
を
聞
い
た
後
、
教
師
が
質
問
や
反

論
を
す
る
。
そ
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

生
徒
の
意
見
を
温
か
く
受
け
止
め
て

か
ら
、
質
問
や
反
論
を
す
る
こ
と
だ
。

「
そ
う
考
え
た
ん
だ
ね
」

「
根
拠
が
明
確
で
い
い
」

１	

討
論
が
成
立
す
る
ま
で

　

私
は
、
毎
年
、
六
月
頃
に
討
論
が

成
立
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
そ
の
た

め
に
、
四
月
の
最
初
の
授
業
か
ら
、

指
名
な
し
音
読
、
指
名
な
し
発
表
の

指
導
を
す
る
。
そ
の
上
で
、
生
徒
の

意
見
が
分
裂
す
る
発
問
を
す
る
と
、

討
論
に
な
る
。

　

発
言
の
多
い
活
発
な
集
団
や
、
互

い
の
意
見
を
受
け
入
れ
る
雰
囲
気
の

あ
る
集
団
で
は
、
す
ぐ
に
討
論
が
で

き
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
い
集

団
で
は
、
指
名
な
し
発
表
は
で
き
て

も
討
論
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

質
問
は
出
て
も
、
反
論
が
出
な
い
。

そ
の
場
合
、
指
名
な
し
発
表
で
意
見

を
言
わ
せ
る
前
に
、「
作
戦
会
議
」

を
行
う
。

２	
作
戦
会
議
の
ポ
イ
ン
ト

　

ま
ず
、
次
の
よ
う
に
告
げ
る
。

　

今
か
ら
作
戦
会
議
を
し
ま
す
。

同
じ
立
場
の
人
同
士
で
集
ま
り
、

理
由
を
確
認
し
ま
す
。
違
う
立

場
の
人
へ
の
質
問
や
反
論
も
考

え
ま
す
。

　

そ
の
後
、
分
布
を
確
認
し
つ
つ
、

誰
と
話
す
か
決
め
さ
せ
、
作
戦
会
議

を
さ
せ
る
。

　

実
際
の
授
業
で
は
、
五
分
程
度
の

東京都文京区立第十中学校

原
はら

田
だ

 涼
りょう

子
こ

「指名なし討論」
への一手
「指名なし音読」「指名な
し発表」はできても、「指
名なし討論」にはならな
い。そのときは、「作戦
会議」を取り入れること
で、討論が実現する。

書
き
な
さ
い
。

　

意
見
を
ノ
ー
ト
に
書
い
て
持
っ
て

来
さ
せ
た
後
、
黒
板
の
右
半
分
に
、

「
大
人
に
な
り
た
い
派
」
の
意
見
、

左
半
分
に
「
な
り
た
く
な
い
派
」
の

意
見
を
書
か
せ
た
。

　

そ
の
後
、
人
数
が
少
な
か
っ
た

「
大
人
に
な
り
た
い
派
」
か
ら
意
見

を
発
表
さ
せ
、
討
論
を
行
っ
た
。

　

討
論
を
行
う
の
が
初
め
だ
っ
た
の

で
、
反
対
意
見
を
言
う
の
で
は
な
く
、

ま
ず
は
質
問
か
ら
受
け
付
け
た
。

　

そ
の
と
き
、
ほ
か
の
人
の
意
見
は

ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
す
る
よ
う
に
指
示

し
て
か
ら
始
め
た
。
そ
の
後
、
反
対

意
見
を
言
う
時
間
と
し
た
。

　

こ
の
討
論
で
は
、「
大
人
に
な
る

と
、
大
変
な
こ
と
が
多
い
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
こ
と
が
討
論
の
中
心

と
な
っ
た
。
学
級
の
仕
事
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
子
ほ
ど
、
大
人
に
な
り

た
い
理
由
を
積
極
的
に
語
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
の
感
想
記
入
で
は
、
全
員

が
真
剣
に
書
い
て
い
た
。

問
に
つ
い
て
一
人
で
考
え
て
い
る
と

き
よ
り
も
、
生
徒
た
ち
は
意
見
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

　

ま
ず
は
、
大
人
と
は
何
か
、
子
供

と
は
何
か
を
、
生
徒
た
ち
が
分
か
っ

て
い
な
く
て
は
討
論
に
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
聞
い
た
。

発
問
1 

大
人
と
子
供
の
違
い

は
何
で
す
か
？

　
　

大
人
は
〇
〇
で
子
供
は
〇

〇
と
い
う
形
で
書
き
な
さ
い
。

　

例
え
ば
、「
大
人
は
、
自
分
自
身

で
ど
う
に
か
し
な
い
と
駄
目
。
子
供

は
何
か
あ
っ
た
ら
親
が
出
て
く
る
」

と
い
う
意
見
が
出
た
。
こ
こ
で
は
、

周
り
と
相
談
さ
せ
る
こ
と
で
意
見
を

も
た
せ
、
指
名
な
し
発
表
を
行
っ
た
。

　

こ
の
後
で
、
前
掲
書
に
書
か
れ
て

い
る
元
服
の
話
を
読
み
聞
か
せ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
よ
う
に
聞
い
た
。

発
問
2 

あ
な
た
は
大
人
に
な

り
た
い
で
す
か
？　

な
り
た

く
な
い
で
す
か
？　

理
由
も

１	

卒
業
式
に
も
ら
っ
た
手
紙

　

あ
る
年
の
卒
業
式
に
ク
ラ
ス
の
生

徒
た
ち
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
に
は
、

「
道
徳
の
授
業
が
一
番
の
学
び
だ
っ

た
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

　

こ
の
ク
ラ
ス
で
は
、
討
論
の
授
業

を
道
徳
の
時
間
に
初
め
て
行
っ
た
。

　

授
業
で
は
、
黒
板
を
活
用
し
、
討

論
し
や
す
い
状
態
を
作
っ
た
。
黒
板

を
見
る
と
、
誰
が
ど
ん
な
考
え
を

も
っ
て
い
る
の
か
視
覚
的
に
分
か
る

の
で
、
意
見
が
言
い
や
す
か
っ
た
よ

う
だ
。
こ
の
年
の
実
践
を
書
く
。

２	

本
を
活
用
す
る

『
中
学
生
に
ジ
ー
ン
と
響
く
道
徳
話

１
０
０
選
』（
長
谷
川
博
之
著　

学

芸
み
ら
い
社
）
に
は
、
道
徳
討
論
の

題
材
が
載
っ
て
い
る
。
そ
の
中
の
一

つ
、「
大
人
っ
て
何
？
」
と
い
う
ペ
ー

ジ
を
使
い
な
が
ら
授
業
を
行
っ
た
。

　

こ
の
授
業
で
は
主
発
問
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
る
と
き
に
、
次
の
流
れ
で

行
っ
た
。

①
意
見
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る

②
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
さ
せ
る

③
意
見
を
黒
板
に
書
か
せ
る

　

こ
の
方
法
で
授
業
を
行
う
と
、
発

埼玉県さいたま市立宮前中学校

森
もり

田
た

 健
たけ

雄
お

道徳で討論を
行う
「一番の学びだった」と
生徒に言われる道徳実践。

中

学校
の授業実践

道徳
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小こ

嶋じ
ま 

悠ゆ
う

紀き

長
野
県
長
野
市
立
川
田
小
学
校

から見た特別支援教育医師の目「この学習困難場面」での合理的配慮はこれだ ３小嶋が答える
授
業
中
に
立
ち
歩
い
て
し
ま
う
子
供

学
習
の
困
難
性
か
行
動
要
求
か
に
よ
っ
て
、
合
理
的
配
慮
と

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
使
い
分
け
る
。

　

授
業
中
の
立
ち
歩
き
は
、
低
学
年

～
四
年
生
ま
で
に
よ
く
見
ら
れ
る
。

　

特
に
低
学
年
の
場
合
、「
合
理
的

配
慮
」
と
「
授
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
化
」
で
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
基
本
と
な
る
。

	

学
習
の
困
難
性
に
よ
る

	

立
ち
歩
き

　

一
年
生
～
二
年
生
ま
で
の
子
供
が

立
ち
歩
い
て
し
ま
う
一
つ
の
原
因
に

「
学
習
の
困
難
性
」
が
考
え
ら
れ
る
。

　

教
室
内
で
行
わ
れ
て
る
学
習
が
、

そ
の
子
の
発
達
段
階
や
特
性
に
合
っ

て
い
な
い
の
だ
。
対
応
は
二
つ
。

①
そ
の
子
に
合
っ
た
教
材
を

　

用
意
す
る

　

学
習
困
難
性
に
よ
り
、
学
習
が

マ
ッ
チ
し
な
い
場
合
、
個
別
の
教
材

を
用
意
す
る
。

　

迷
路
や
な
ぞ
る
教
材
な
ど
、
と
て

も
簡
単
な
も
の
を
用
意
す
る
。
そ
の

子
が
取
り
組
め
た
こ
と
を
し
っ
か
り

と
褒
め
て
、
座
り
続
け
る
意
識
を
強

化
し
て
い
く
。
こ
の
場
合
、
保
護
者

と
の
合
意
形
成
は
必
須
と
な
る
。

②
そ
の
子
も
取
り
組
め
る
内
容
を

　

四
十
五
分
に
組
み
込
む

　

全
て
の
学
習
を
拒
否
し
て
い
る
の

で
な
け
れ
ば
、
そ
の
子
で
も
取
り
組

め
そ
う
な
内
容
を
授
業
の
中
で
取
り

扱
う
こ
と
も
必
要
と
な
る
。
ま
た
授

業
中
に
「
そ
の
子
だ
け
早
め
に
ヒ
ン

ト
を
出
す
」
と
い
う
支
援
も
、
と
て

も
有
効
で
あ
る
。

２	

行
動
要
求
に
よ
る
立
ち
歩
き

　

学
習
困
難
性
で
は
な
く
、
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
（
注
意
欠
如
・
多
動
症
）
の
特
性

に
よ
る
立
ち
歩
き
が
あ
る
。「
動
い

て
い
た
い
」
と
い
う
要
求
が
強
く
、

抑
制
が
効
か
な
い
の
だ
。

　

ま
だ
低
学
年
の
う
ち
は
、
前
頭
前

野
の
抑
制
が
う
ま
く
働
い
て
い
な
い

の
で
、
動
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ま
た
、
最
新
の
研
究
で
は
、「
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
児
は
学
習
時
に
体
を
動
か
す

必
要
が
あ
る
」
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
児
だ
け
で
は

な
く
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
特
性
の
あ
る
子
供

も
多
く
い
る
の
で
、「
授
業
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
」
に
よ
っ
て

対
応
を
す
る
。

　

怒
ら
れ
ず
に
動
け
る
パ
ー
ツ

を
授
業
の
中
に
組
み
込
む
。

　

教
室
で
子
供
は
四
十
五
分
間
し
っ

か
り
と
座
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
、
多
く
の
先
生
方
が
思
っ
て
い

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
誌
面
を

見
る
前
の
四
十
五
分
間
の
ご
自
身
の

行
動
を
思
い
出
し
て
も
ら
い
た
い
。

恐
ら
く
、
ず
っ
と
じ
っ
と
は
し
て
い

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
大
人
で
さ
え
そ

う
な
の
だ
か
ら
、
子
供
で
は
も
っ
と

「
教
師
の
指
示
の
下
、
動
け
る
場
面
」

を
た
く
さ
ん
授
業
で
作
り
出
す
こ
と

が
必
要
に
な
る
。

　

一
番
簡
単
な
動
き
は
、「
声
に
出

さ
せ
る
」
で
あ
る
。「
そ
の
場
で
先

生
の
言
葉
を
復
唱
さ
せ
る
」「
教
科

書
を
読
ま
せ
る
」
な
ど
、
い
つ
で
も

何
度
で
も
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
立
た
せ
る
」
の
も
簡
単
に
指
示
で

き
る
。読
む
と
き
に
立
た
せ
る
。ノ
ー

ト
に
か
け
た
ら
持
っ
て
来
さ
せ
る
。

で
き
た
ら
立
た
せ
る
。

　

授
業
の
中
に
動
き
を
た
く
さ
ん
入

れ
る
こ
と
は
、
授
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
化
に
重
要
で
あ
る
。

1

宮
尾
ド
ク
タ
ー
研
究
会
で
の
学
び

生
き
物
に
対
す
る
残
虐
行
為
は
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
事
例
。
親
子
共
々

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
え
る
専
門
機
関
を
強
く
勧
め
ら
れ
た
症
例
発
表
か
ら
の
学
び
。

１	

新
た
な
る
視
点
「
素
行
障
害
」

　

毎
月
、
二
名
の
先
生
が
症
例
を
発
表
し
、
宮

尾
ド
ク
タ
ー
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
う
。

今
回
は
「
素
行
障
害
」
と
い
う
新
た
な
る
視
点

を
も
ら
っ
た
。

対
象
児
童
　
三
年
生
男
児

（
一
）
五
人
家
族
（
父
、
母
、
姉
、
兄
）
母

は
中
国
人
。

（
二
）
主
な
症
状

　
思
い
付
い
た
こ
と
を
衝
動
的
に
や
っ
て

し
ま
う
（
生
き
物
に
対
し
て
残
虐
性
の

あ
る
行
為
を
す
る
こ
と
、
火
に
対
し
て

過
剰
な
興
味
が
あ
る
こ
と
）

（
三
）
担
任
の
対
応

　
生
命
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
は
、
そ
の
都

度
、
具
体
的
に
説
明
を
し
て
注
意
を
促
す
。

　

具
体
的
な
学
校
で
の
様
子
は
、
以
下
の
と
お

り
だ
っ
た
。

�
低
学
年
の
と
き
は
、
他
者
へ
の
暴
力
や
き
つ

い
口
調
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
保
護
者
の
方
に
そ
の
様
子
を
受
け
入
れ

て
も
ら
う
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

�
こ
れ
ま
で
に
も
ア
リ
を
潰
す
な
ど
は
よ
く
見

ら
れ
た
が
、
中
学
年
に
な
り
、
教
室
で
飼
っ

て
い
る
金
魚
を
網
で
す
く
い
上
げ
て
、
外
に

出
し
て
し
ま
っ
た
り
、
エ
サ
を
大
量
に
水
槽

に
入
れ
て
全
滅
さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
な
ど
を

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

�
冬
に
な
る
と
、「
木
切
れ
や
落
ち
葉
っ
て
燃

え
る
の
か
な
？　

燃
え
た
後
は
、
本
当
に
炭

に
な
る
の
か
な
？
」
と
、
自
宅
の
コ
ン
ロ
に

火
を
付
け
て
実
験
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
兄
弟
も
な
か
な
か
止
め
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
っ
た
。

�
授
業
中
は
、
興
味
の
あ
る
こ
と
に
関
し
て
は

活
発
に
発
言
を
す
る
。
飽
き
て
し
ま
う
と
読

書
に
没
頭
す
る
こ
と
が
多
い
。
学
習
内
容
へ

の
理
解
力
は
あ
る
。

2	

宮
尾
ド
ク
タ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

「
こ
れ
は
、
医
療
機
関
だ
け
で
は
、
手
に
負
え

な
い
事
例
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
ち
ゃ
ん
と

向
き
合
っ
て
、
専
門
の
機
関
な
ど
に
つ
な
げ
な

い
と
、
将
来
も
っ
と
大
き
な
事
件
を
起
こ
す
可

能
性
が
あ
る
。
金
魚
か
ら
、
ほ
乳
類
に
対
し
て

の
残
虐
行
為
に
進
む
と
さ
ら
に
心
配
。
素
行
障

害
か
も
し
れ
な
い
」

　

素
行
障
害
（Conduct D

isorder

）
と
は
別

名
「
素
行
症
」
と
も
呼
ば
れ
る
精
神
疾
患
で
あ

る
 ※
。
主
な
症
状
は
、
社
会
で
決
め
ら
れ
た
ル
ー

ル
を
守
ら
ず
反
抗
的
な
行
動
を
起
こ
し
続
け
て

し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
人
や
物
へ

の
暴
力
的
な
攻
撃
、
窃
盗
や
長
期
・
複
数
回
の

家
出
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
反
省
、

後
悔
な
ど
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。
服
薬
や
児
童
相
談
所
な
ど
親
子

で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
専
門
機
関
と
の
連
携

を
強
く
勧
め
ら
れ
た
。

宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／東京大学大学院
情報理工学系知能機械情
報学 非常勤講師／国立成
育医療研究センター 医療
機器開発部 共同研究員／
白百合女子大学 発達臨床
センター 研究員

医
学
博
士　

宮み
や

尾お 

益ま
す

知と
も 　

 

構
成
：
近
江 

利
江

東
京
都
世
田
谷
区
立
山
野
小
学
校

※ 

素
行
症
／
素
行
障
害
は
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
の

 

「
Ｄ
Ｓ
Ｍ

－

５
」
で
用
い
ら
れ
て
い
る
診
断
名
。
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小お

野の 

隆た
か

行ゆ
き

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
岡
山
サ
ー
ク
ル
Ｍ
Ａ
Ｋ

「この学習困難場面」での合理的配慮はこれだ小野が答えるプロが教え
る

プロが教え
る

作
業
療
法
士　

福ふ
く

田だ 

恵え

美み

子こ　
　

構
成
：
関せ

き

根ね 

朋と
も

子こ

福田 恵美子

障害科学博士
長野保健医療大学
　教授
小山こども発達
　支援センター
　リズム園 顧問

T
O
S
S
音
楽
教
育
サ
ー
ク
ル

教室でできる　作業療法 「
座
位
姿
勢
の
耐
久
性
」
と
感
覚
統
合

座
り
方
に
注
目
し
、
体
幹
を
安
定
さ
せ
る
。

　

子
供
の
発
達
過
程
に
は
一
定
の
ル
ー
ル
が
あ

り
、
脳
の
成
熟
状
態
と
関
係
し
て
い
る
。

１	

座
位
姿
勢
と
安
定
性

　

前
回
説
明
し
た
よ
う
に
、
反
射
活
動
と
抗
重

力
筋
活
動
が
座
位
保
持
能
力
を
高
め
て
く
れ
る
。

人
間
は
、
外
力
に
対
し
て
、
自
分
の
身
体
を
支

え
る
事
で
危
険
か
ら
身
を
守
れ
る
。

　

座
位
の
安
定
性
を
保
つ
た
め
に
は
、
外
力
に

よ
り
重
心
の
位
置
が
支
持
基
底
面
※1
か
ら
離
れ

る
と
、
保
護
伸
展
反
応
※2
で
カ
バ
ー
す
る
。
保

護
伸
展
反
応
は
、
前
方
向
は
生
後
六
か
月
、
横

方
向
は
八
か
月
、
後
方
向
は
十
か
月
時
に
獲
得

さ
れ
、
体
幹
と
頭
部
は
正
中
線
上
に
戻
ろ
う
と

し
て
安
定
生
を
確
保
す
る
。

　

外
力
が
強
い
場
合
は
、
保
護
伸
展
反
応
と
立

ち
直
り
反
応
※3
だ
け
で
は
困
難
に
な
り
、
平
衡

反
応
※4
を
使
っ
て
身
体
の
安
定
性
を
保
持
し
、座

位
の
耐
久
性
を
高
め
て
い
く
。

２	

発
達
に
偏
り
の
あ
る
子
供
の
場
合

　

発
達
の
偏
り
を
示
す
子
供
の
場
合
、
保
護
伸

展
反
応
が
後
方
向
で
出
現
し
に
く
い
。
腹
筋
と

背
筋
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
ず
、
体
幹
反
応
を
保

護
す
る
た
め
の
上
肢
反
応
が
出
遅
れ
る
。
体
幹

を
支
え
る
こ
と
と
上
肢
を
伸
展
す
る
こ
と
は
、

ほ
ぼ
同
時
に
行
え
な
い
と
手
で
支
え
ら
れ
ず
、

け
が
を
し
や
す
い
。

　

感
覚
系
は
、
身
体
外
部
の
環
境
か
ら
入
力
さ

れ
、
瞬
時
に
脳
に
伝
達
さ
れ
て
目
的
運
動
と
し

て
出
力
さ
れ
る
。

　

脳
内
現
象
と
し
て
は
、
経
験
か
ら
体
得
し
た

情
報
を
判
断
し
反
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
に
偏
り
が
あ
り
十
分
に
体
験
し
て
い
な
い

と
、
反
応
内
容
も
偏
り
、
反
応
速
度
も
遅
れ
る
。

　

乳
幼
児
期
に
原
始
反
射
※5
が
出
現
し
、
徐
々

に
減
弱
し
、
姿
勢
反
応
の
出
現
と
体
得
が
座
位

姿
勢
の
安
定
性
と
耐
久
性
を
作
っ
て
い
く
。

３	

座
位
姿
勢
の
耐
久
性
と
机
上
動
作

　

体
幹
は
大
木
の
幹
に
例
え
る
と
、
幹
が
安
定

し
耐
久
性
が
あ
る
か
ら
、
枝
葉
は
自
然
の
状
態

に
任
せ
て
年
数
を
か
け
、
成
長
し
て
い
る
。

　

人
も
体
幹
の
安
定
性
と
耐
久
性
が
確
立
さ
れ

る
と
、
繰
り
返
し
の
練
習
で
机
上
動
作
も
器
用

に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
体
幹
を
安
定

さ
せ
る
こ
と
に
注
意
を
傾
け
て
い
る
と
、
ほ
か

の
こ
と
に
注
意
が
向
か
な
く
な
る
特
性
を
示
す

子
供
は
、
課
題
が
与
え
ら
れ
る
と
姿
勢
が
崩
れ

る
。
課
題
を
行
う
と
き
、
机
に
突
っ
伏
し
て
行

う
た
め
、
課
題
が
う
ま
く
で
き
ず
、
時
間
内
に

終
わ
ら
せ
る
こ
と
も
困
難
に
な
る
。

４	

学
校
生
活
で
の
応
用

　

脳
の
可
塑
性
※6
か
ら
判
断
し
て
、
身
体
の
基

礎
作
り
が
根
本
に
な
る
。
座
位
の
耐
久
性
を
高

め
て
授
業
に
臨
ま
せ
た
い
と
き
に
は
、
ク
ラ
ス

全
員
で
、
授
業
の
前
の
数
分
間
、
腕
を
振
り
声

を
出
し
て
校
庭
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
、
覚
醒
状
態

と
筋
緊
張
を
高
め
て
か
ら
授
業
を
ス
タ
ー
ト
す

る
と
効
果
が
あ
る
。

※1 

体
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
面
で
、
立
っ
て
い
る
状
態
な
ら
ば
、

 

両
足
の
裏
と
そ
の
周
り
を
ぐ
る
っ
と
取
り
囲
ん
だ
足
の
間
の
面
も

 

含
む
。

※2 

つ
ま
ず
い
た
と
き
、
と
っ
さ
に
手
を
伸
ば
す
よ
う
な
防
御
反
応
。

※3 

頭
、
体
幹
、
四
肢
を
適
切
な
位
置
に
保
と
う
と
す
る
反
応
。

※4 

姿
勢
が
崩
れ
た
と
き
に
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と

 

腕
や
脚
を
広
げ
る
反
応
。

※5 

赤
ち
ゃ
ん
が
音
や
皮
膚
、
関
節
刺
激
に
対
し
て
示
す

 

パ
タ
ー
ン
化
し
た
動
き
。

※6 

脳
は
環
境
等
に
応
じ
て
変
化
し
、
よ
く
使
わ
れ
る
機
能
が

 

発
達
し
、
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
機
能
は
発
達
し
な
い
こ
と
。

１	

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
へ
の
対
応

　

漢
字
を
書
く
と
線
が
一
本
な
か
っ

た
り
、「
末
」「
未
」
の
よ
う
に
線
の

長
さ
が
お
手
本
の
よ
う
に
写
せ
な

か
っ
た
り
す
る
子
が
い
る
。
要
因
の

一
つ
に
、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
の
問

題
が
あ
る
。
対
処
法
と
し
て
、
最
も

手
軽
に
行
え
る
の
は
、「
赤
鉛
筆
指

導
」
で
あ
る
。
薄
く
書
い
た
も
の
を

な
ぞ
ら
せ
て
い
く
。
だ
ん
だ
ん
と
自

分
で
書
か
せ
る
部
分
を
増
や
し
て
い

く
と
よ
い
。
ま
た
、「
親
」
と
い
う

漢
字
で
あ
れ
ば
、「
木
の
上
に
立
っ

て
見
る
の
が
親
」
と
い
う
よ
う
に
漢

字
を
分
解
し
て
覚
え
さ
せ
る
と
よ
い
。

２	

微
細
運
動
障
害
へ
の
対
応

　

手
先
が
不
器
用
な
た
め
に
、
字
の

形
が
整
わ
な
い
子
が
い
る
。
そ
の
よ

う
な
子
た
ち
に
は
、「
ゆ
び
書
き
」

で
練
習
さ
せ
る
方
法
が
あ
る
。

　

太
め
の
字
を
指
で
な
ぞ
ら
せ
る
。

で
き
れ
ば
、
指
の
太
さ
ぐ
ら
い
の
線

か
ら
始
め
て
、
だ
ん
だ
ん
と
細
い
線

に
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
字
を
小
さ

く
し
て
い
く
。
そ
の
上
で
濃
い
鉛
筆

で
な
ぞ
ら
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
ス

テ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。

３	

視
知
覚
の
問
題
に
対
応
す
る

　

視
知
覚
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
場

合
は
、「
四
色
カ
ラ
ー
マ
ス
ノ
ー
ト
」

が
効
果
的
で
あ
る
。

　

脇
口
明
子
氏
と
河
野
政
樹
氏
に

よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
マ
ス
目
を
四
色

に
分
割
し
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。

「
発
達
性
読
み
書
き
障
害
の
子
が
、

色
や
形
に
関
わ
る
視
覚
認
知
の
腹
側

経
路
 ※
を
利
用
で
き
る
の
で
、『
ど
こ

に
配
置
す
る
か
』
が
分
か
り
や
す
く

な
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ノ
ー
ト
を
使
っ
て
、
成
果
を

挙
げ
た
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

特
別
支
援
学
級
（
知
的
）
二
年
生

Ｉ
Ｑ
六
四
の
男
子
。
斜
視
の
手
術
を

し
て
お
り
、
マ
ス
目
か
ら
字
が
は
み

出
し
た
り
極
端
に
小
さ
い
字
を
書
い

た
り
し
て
い
た
。
使
用
開
始
は
六
月

の
中
旬
。
国
語
の
授
業
で
扱
っ
た
。

カ
ラ
ー
で
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
字

の
始
点
が
ど
こ
の
マ
ス
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
の
か
が
す
ぐ
に
理
解
で
き
た
。

継
続
し
て
練
習
し
て
い
く
と
、
カ

ラ
ー
マ
ス
以
外
の
ノ
ー
ト
で
も
整
っ

た
字
が
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
月
に
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
字
が
マ

ス
に
収
ま
る
よ
う
に
な
り
、「
算
」

な
ど
の
複
雑
な
漢
字
も
マ
ス
に
入
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
ノ
ー
ト
は
、
一
般
社
団
法
人

日
本
医
療
福
祉
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
協
会
に
よ
っ
て
販
売
さ
れ
て

い
る
。
お
試
し
い
た
だ
き
た
い
。

字
の
形
が
な
か
な
か
整
わ
な
い

字
の
形
が
整
わ
な
い
原
因
は
様
々
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
原
因
に
対
応
し
た

支
援
を
探
し
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

※ 

一
次
視
覚
野
か
ら
側
頭
葉
へ
向
か
う
経
路
。
対
象
の
色
や

 

形
の
情
報
を
分
析
し
た
り
関
連
付
け
た
り
し
て
い
る
。



60  2018. 661

TOSS最前線！　
最新の教育情報が
ここにある!!

　　　　　のある教育研究の進め方　基礎講座エビデンス

上う
え

地じ 

貴た
か

之ゆ
き

元
公
立
小
学
校

教師が取り組む
教育実践の
「エビデンス」

TOSS最前線！  最新の教育情報がここにある!!

学
校
単
位
で
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る

研
究
に
取
り
組
む
た
め
に

今
後
の
教
育
の
方
向
性
と
先
行
事
例
を
足
掛
か
り
に
す
る
。

　

つ
ま
り
、「
今
後
は
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く

教
育
を
推
進
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
書

か
れ
て
お
り
、
校
内
で
研
究
を
進
め
て
い
く
上

で
、
一
つ
の
根
拠
と
し
て
活
用
で
き
る
。

２　

先
行
研
究
例
を
紹
介
す
る

　

埼
玉
県
戸
田
市
で
は
、「
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
く
教
育
政
策
の
推
進
」
を
掲
げ
、
研
究
を
進

め
て
い
る
。

　

慶
應
義
塾
大
学
の
中
室
牧
子
先
生
と
連

携
し
、「
学
力
」
と
「
教
員
の
指
導
方
法
等
」

と
の
関
係
性
に
つ
い
て
分
析
し
、「
ど
の
よ

う
な
指
導
方
法
が
学
力
を
効
果
的
に
伸
ば

す
の
か
」、「
ど
の
よ
う
な
教
員
研
修
が
指

導
力
を
向
上
さ
せ
る
の
か
」
な
ど
、
エ
ビ

デ
ン
ス
（
科
学
的
根
拠
）
に
基
づ
く
効
果

的
な
指
導
方
法
等
に
つ
い
て
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。（「
教
育
広
報 

と
だ 

平
成
二
十

九
年
三
月
号
」）

　

中
室
氏
は
、「
子
供
一
人
一
人
を
過
去
と
比
べ

て
ど
れ
だ
け
伸
ば
せ
た
か
」
が
重
要
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
公
的
な
先
行
研
究
例
を
紹
介
し
、

「
子
供
の
事
実
」
で
検
証
で
き
る
研
究
体
制
作

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

１　

職
員
の
抵
抗
感
を
減
ら
す
た
め
に

　

エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
教
育
実
践
に
取
り
組
む

に
は
、
自
分
の
学
級
だ
け
で
は
弱
い
。
た
と
え

エ
ビ
デ
ン
ス
を
検
証
し
、
そ
の
指
導
法
を
紹
介

し
た
と
し
て
も
、「
先
生
の
ク
ラ
ス
だ
か
ら
、

で
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
」「
た
ま
た
ま
う
ま
く

い
っ
た
ん
で
し
ょ
」
と
い
う
反
応
が
返
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
単
な
る
「
ケ
ー
ス
・

ス
タ
デ
ィ
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

　

つ
ま
り
、
学
級
だ
け
で
な
く
、
学
年
や
学
校

単
位
で
取
り
組
め
た
方
が
、
母
集
団
も
大
き
く

な
り
、
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
の
信
頼
性
や
妥
当

性
を
確
保
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

一
方
で
、「
こ
れ
か
ら
は
エ
ビ
デ
ン
ス
が
重

要
な
時
代
で
す
。
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
教
育
実

践
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
投
げ
掛
け
た

と
こ
ろ
で
、
抵
抗
感
を
も
つ
教
職
員
の
方
が
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
次
の
資

料
を
活
用
す
る
。

「
第
三
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

（
答
申
）」（
平
成
三
十
年
三
月
八
日
）

　

中
教
審
か
ら
出
さ
れ
た
こ
の
答
申
の
三
四

ペ
ー
ジ
に
、「
１
．
客
観
的
な
根
拠
を
重
視
し

た
教
育
政
策
の
推
進
」
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
は
、
次
の
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

・
研
究
者
や
大
学
、
研
究
機
関
な
ど
、
多

様
な
主
体
と
連
携
・
協
力
す
る
こ
と

・
数
値
化
が
難
し
い
側
面
（
幼
児
、
児
童
、

生
徒
及
び
学
生
等
の
課
題
、
保
護
者
・

地
域
の
意
向
、
事
例
分
析
、
過
去
の
実

績
等
）
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
情
報

を
収
集
・
分
析
す
る
こ
と

１	

遊
び
こ
そ
、
学
び
の
理
想
的
な
形
だ

Play is the highest form
 of research.

　

ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
葉

だ
。
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ガ
ン
州
で
訪
れ
た
「
ス

テ
パ
ン
ス
キ
ー
幼
稚
園
」
の
壁
に
貼
ら
れ
て
い

た
。
こ
の
理
想
を
、「
理
想
だ
け
」
で
安
直
に

輸
入
し
た
の
が
日
本
の
自
由
保
育
だ
。
自
由
に

遊
ば
せ
て
放
置
す
る
。結
果
、ク
ラ
ス
は
グ
チ
ャ

グ
チ
ャ
に
な
る
。
何
の
力
も
身
に
付
か
な
い
。

	

確
固
た
る
発
達
指
標
と
一
人
一
人
へ
の	

	

ア
セ
ス
メ
ン
ト
 ※

　

子
供
た
ち
が
遊
び
の
中
か
ら
得
る
学
び
は
巨

大
だ
。
幼
児
の
時
期
か
ら
、
豊
か
な
経
験
を
さ

せ
て
お
き
た
い
。
そ
の
こ
と
に
異
論
は
な
い
。

し
か
し
、
単
に
遊
ば
せ
る
だ
け
で
放
置
し
て
い

た
ら
、
デ
タ
ラ
メ
に
な
る
。
都
合
の
悪
い
と
き

だ
け
叱
っ
て
い
た
ら
子
供
の
認
知
は
ゆ
が
む
。

ス
テ
パ
ン
ス
キ
ー
幼
稚
園
は
、「
ハ
イ
ス
コ
ー

プ
」
と
い
う
幼
児
教
育
の
施
設
が
開
発
し
た
シ

ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
左
の
写
真
の
よ

う
に
、
子
供
た
ち
の
様
子
を
観
察
し
な
が
ら
、

指
標
に
合
わ
せ

て
得
点
と
コ
メ

ン
ト
を
毎
日
・

毎
時
間
、
教
師

は
書
き
込
ん
で

い
る
。
写
真
の

シ
ー
ト
は
そ
の

一
例
だ
。「
道
具

を
使
っ
た
問
題

解
決
」
と
い
う

項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
に
「
４
」

「
５
」
な
ど
の
数
値
評
価
が
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
数
字
は
そ
の
行
動
に
該
当
す
る
発
達

年
齢
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
数
値
記
録
と
と
も

に
、
描
写
的
な
コ
メ
ン
ト
も
書
く
。
放
課
後
に

は
そ
れ
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
て
分
析
す
る
。

ど
の
子
が
ど
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
優
れ
て
お

り
、
ま
た
苦
手
な
の
か
、
育
っ
て
き
て
い
る
の

か
が
把
握
で
き
る
。

　

そ
の
上
で
次
の
日
の
指
導
計
画
が
立
て
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
安
定
し
た
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た
。

３	

ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
ス
テ
ッ
プ

　

ス
テ
パ
ン
ス
キ
ー
幼
稚
園
で
も
、
子
供
同
士

の
ト
ラ
ブ
ル
は
頻
発
し
て
い
た
。
オ
モ
チ
ャ
を

取
り
合
っ
て
泣
く
こ
と
も
あ
る
。
日
本
の
幼
稚

園
と
同
じ
だ
。

　

し
か
し
、
先
生
方
が
声
を
荒
げ
て
叱
る
場
面

は
一
度
も
見
な
か
っ
た
。
落
ち
着
い
て
抱
っ
こ

し
、
粘
り
強
く
話
し
掛
け
て
い
た
。
直
感
的
に

指
導
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。「
け
ん
か
ト
ラ

ブ
ル
を
解
決
す
る
六
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」
が
あ
る

の
だ
。
や
は
り
、安
定
し
た
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
幼
児
教
育
は

エ
ビ
デ
ン
ス
を
基
に
進
め
ら
れ
て
い
る谷た

に 

和か
ず

樹き

東
京
都
・
玉
川
大
学
教
職
大
学
院 

教
授

※ 

個
人
の
状
態
像
︵
自
覚
症
状
や
表
情
、
言
動
か
ら
の
判
断
︶

 

を
理
解
し
、
必
要
な
支
援
を
考
え
た
り
、
将
来
の
行
動
を

 

予
測
し
た
り
、
支
援
の
成
果
を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
。

2
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授業技量向上の法則
向山洋一：論文アーカイブから学ぶ
─授業技量向上の秘

ひ

訣
けつ

─

　

優
れ
た
教
師
の
条
件
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
？　

向
山
洋
一
氏
が
優
れ
た
教

師
の
条
件
の
一
つ
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

「
神
は
底
部
に
宿
り
給
う
」
と
言
い
ま
す
。
神

様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ど
こ
か
高
い
と
こ
ろ
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
毎
日
毎
日
の
日
常
生
活
の

小
さ
な
中
に
こ
そ
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

真
実
の
人
は
、
一
つ
一
つ
の
小
さ
な
カ
ケ
ラ
の

よ
う
な
こ
と
を
大
切
に
し
ま
す
。
小
さ
な
カ
ケ

ラ
が
、
一
つ
ま
た
一
つ
と
積
み
重
な
っ
て
い
っ

て
、
奇
跡
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

だ
か
ら
、
感
受
性
の
鈍
い
人
は
、
教
師
と
し
て

は
駄
目
で
す
。
鈍
感
な
人
間
は
、
優
れ
た
教
師

に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
子
供
が
示
す
、

ほ
ん
の
小
さ
な
、
カ
ケ
ラ
の
よ
う
な
変
化
に
感

動
で
き
る
人
こ
そ
、
優
れ
た
教
師
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
一
回
本
を
読
ん
だ
く
ら
い
で
、

一
度
話
を
聞
い
た
ぐ
ら
い
で
分
か
っ
た
つ
も
り

に
な
る
人
は
、
教
師
と
し
て
の
資
質
に
著
し
く

欠
け
て
い
る
わ
け
で
す
。
本
を
読
む
た
び
新
し

い
こ
と
を
発
見
で
き
る
人
こ
そ
優
れ
た
教
師
に

な
る
資
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
周
り
で
、

「
す
ば
ら
し
い
教
師
」
と
思
え
る
人
は
、
子
供

の
小
さ
な
小
さ
な
変
化
さ
え
、
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
人
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
算
数
の
テ
ス
ト

に
五
点
、一
〇
点
だ
っ
た
子
が
、一
五
点
を
取
っ

た
と
し
ま
す
。
小
さ
な
小
さ
な
変
化
で
す
。
見

逃
し
て
し
ま
う
、
カ
ケ
ラ
の
事
実
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
子
が
「
五
点
ア
ッ
プ
」
し
た
の
は
、

何
か
理
由
が
あ
る
は
ず
で
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー

ト
を
使
っ
て
、
き
れ
い
に
書
い
た
せ
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
先
生
が
、
ノ
ー
ト
に
赤
鉛
筆
で
、

薄
く
書
い
て
く
れ
た
た
め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
式
」
の
書
き
方
が
分
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ど
の
理
由
だ
っ
た
と
し
て
も
、
す
ば

ら
し
い
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
カ
ケ
ラ
の
変
化
に
、

教
師
は
感
動
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

そ
こ
ま
で
、
感
受
性
が
豊
か
で
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
文
章
を
読
ん
で
自
分
が
情
け
な
く
な
る

と
と
も
に
、
今
ま
で
担
任
し
た
子
供
た
ち
に
申

し
訳
な
い
気
持
ち
で
一
杯
に
な
っ
た
。
日
常
の

中
で
子
供
の
些さ

細さ
い

な
変
化
に
感
動
し
褒
め
る
こ

と
が
、
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　

私
は
、
新
卒
の
と
き
に
一
冊
の
本
を
読
み
ま

し
た
。
重
度
知
恵
遅
れ
の
子
を
育
て
る
近
江
学

園
の
実
践
で
す
。
新
刊
﹃
向
山
洋
一
は
障
害
児

教
育
に
ど
う
取
り
組
ん
だ
か
﹄︵
明
治
図
書
︶

に
詳
し
く
書
い
て
あ
り
ま
す
。
子
供
の
一
人
に
、

「
三
つ
の
言
葉
」
し
か
言
え
な
い
子
が
い
ま
し

た
。「
あ
ー
」
と
「
い
ー
」
と
「
う
ー
」
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
近
江
学

園
の
先
生
方
の
必
死
の
努
力
で
、
更
に
一
つ
の

言
葉
を
学
習
し
ま
し
た
。「
え
ー
」
で
す
。
た
っ

神
は
底
部
に
宿
り
給た

も

う

ま
ず
は
「
自
分
自
身
の
基
礎
体
力
の
な
さ
」
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
べ
き
。

久く

野の 

歩あ
ゆ
む

東
京
都
目
黒
区
立
五
本
木
小
学
校

た
一
つ
の
言
葉
の
学
習
に
、
一
年
も
二
年
も
か

か
っ
て
い
る
の
で
す
。
私
は
、
ガ
ー
ン
と
頭
を

打
た
れ
た
気
分
で
し
た
。
腹
の
底
か
ら
熱
い
も

の
が
、
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。「
教
師
の
努

力
と
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
い
う
の
だ
。
こ

こ
ま
で
努
力
す
る
教
師
が
い
る
の
だ
」
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
の
教
師
の
道
も
、
こ
の

道
を
歩
こ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

自
分
自
身
も
特
別
支
援
学
級
で
二
年
間
指
導

を
続
け
て
、
Ａ
君
に
な
わ
跳
び
の
前
跳
び
を
一

回
跳
ば
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
跳
べ
た
と
き
は
、

二
人
で
大
喜
び
を
し
て
、
何
度
も
ハ
イ
タ
ッ
チ

を
し
た
。
た
っ
た
一
回
跳
ん
だ
だ
け
で
は
あ
っ

た
が
、
Ａ
君
と
私
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な

い
一
回
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
常

学
級
に
異
動
し
て
か
ら
は
、
子
供
の
さ
さ
や
か

な
成
長
を
感
じ
る
場
面
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、

十
分
に
褒
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

「
向
山
型
算
数
」
を
や
っ
て
い
る
教
師
の
中
に
、

「
自
分
の
ク
ラ
ス
の
平
均
点
が
、
九
〇
点
い
っ

て
い
な
い
」
と
悩
む
人
が
い
ま
す
。「
駆
け
出

し
教
師
が
何
を
言
っ
て
る
の
か
！
」
と
、
怒
鳴

り
付
け
た
い
気
分
で
す
。
そ
の
ク
ラ
ス
に
も
、

「
五
点
、
一
〇
点
だ
っ
た
子
が
、
一
五
点
に
な
っ

た
事
実
」
が
あ
る
は
ず
で
す
。
何
で
、
そ
れ
を

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
と
思
う
の
で
す
。

子
供
の
小
さ
な
事
実
に
、
感
動
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
か
と
思
う
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、「
向

山
型
算
数
」
で
努
力
す
る
こ
と
は
大
切
で
す
。

必
ず
、子
供
の
実
力
は
付
い
て
い
き
ま
す
。「
平

均
点
九
〇
点
」
を
目
指
す
こ
と
も
大
切
な
こ
と

で
す
。
し
か
し
、「
ク
ラ
ス
平
均
九
〇
点
」
と

い
う
こ
と
は
、
全
国
の
教
師
の
中
で
も
、「
何

人
か
し
か
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
る
レ
ベ
ル

だ
っ
た
の
で
す
。
算
数
教
育
に
熱
心
な
教
師
で
、

長
年
の
努
力
も
し
て
、
誠
実
に
努
力
す
る
数
少

な
い
教
師
に
の
み
可
能
だ
っ
た
こ
と
な
の
で
す
。

そ
う
し
た
レ
ベ
ル
に
、
本
の
五
冊
や
十
冊
読
ん

だ
く
ら
い
で
、
セ
ミ
ナ
ー
に
五
回
や
十
回
出
た

く
ら
い
で
、「
自
分
に
も
で
き
る
」
と
思
う
こ

と
自
体
が
、「
思
い
上
が
り
」
な
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、「
五
冊
、
十
冊
」
や
「
五
回
、
十
回
」

で
、
で
き
た
教
師
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
教
師
に
は
、
基
礎
体
力
が
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
努
力
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
た
の

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
努
力
の
上
に
こ
そ
、
今
の

自
分
も
あ
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
「
う
ま
く

で
き
な
い
」
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
「
自
分
自

身
の
基
礎
体
力
の
な
さ
」
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す

べ
き
で
す
。「
ろ
く
な
教
師
修
業
も
し
て
こ
な

か
っ
た
か
ら
、当
然
だ
」
と
思
う
べ
き
な
の
で
す
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
ん
で
い
る
と
、
自
分
も
偉
く
、

優
れ
た
教
師
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な
る
こ

と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
虚
像
で
あ
り
、

事
実
で
は
な
い
。
も
っ
と
自
分
自
身
を
高
め
て

い
く
努
力
が
必
要
な
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
る
。

　

こ
れ
は
、
悲
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、

喜
ぶ
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
神
様
が
、
基

礎
体
力
の
不
足
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
努
力
の
方
向
が
見
え

て
き
ま
す
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
ん
で
い
る
と
謙
虚
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
。
上
に
は
上
が
い
る
し
、
努
力
し

て
い
る
仲
間
が
全
国
に
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
も
価
値
が
あ
る
。
こ
れ

か
ら
も
学
び
続
け
る
教
師
で
あ
り
た
い
。

※ 

「
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
№
１
８
８
」
東
京
教
育
技
術
研
究
所
、

 

二
〇
〇
一
年
よ
り
引
用
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谷
たに

 和
かず

樹
き

授業のベーシック
　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル
ベーシック
　スキル

伴
一
孝
の
教
師
道

「
向
山
型
国
語
教
え
方
教
室
」
四
月
東
京
会
場

で
授
業
を
し
た
。
教
育
出
版
国
語
教
科
書
一
年

上
三
二
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
北
倉
邦
信
氏
が
授
業

し
た
後
、
解
説
を
三
分
行
っ
て
、
自
分
も
五
分

間
授
業
を
す
る
。
そ
う
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
だ
っ

た
。
教
科
書
を
一
読
し
て
「
こ
れ
は
駄
目
だ
」

と
思
っ
た
。
は
つ
音
の
ペ
ー
ジ
な
の
だ
が
、
配

列
が
滅
茶
苦
茶
だ
。「
ね
こ
」
↓
「
ね
っ
こ
」

↓
「
な
つ
」
↓
「
な
っ
ぱ
」
↓
「
き
つ
ね
」
↓

「
き
っ
て
」
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
。
先
の
配
列
は
な
ぜ

駄
目
な
の
か
。「
ね
こ
」
↓
「
ね
っ
こ
」
は
よ
い
。

し
か
し
、
ど
う
し
て
次
が
「
な
つ
」
↓
「
な
っ

ぱ
」
な
の
か
。「
な
つ
」
な
ら
ば
「
な
っ
つ
（
ナ
ッ

ツ
）」
で
あ
る
。「
き
つ
ね
」
も
同
様
。
筆
者
も

編
集
者
も
語
彙
が
欠
乏
し
て
い
る
し
、「
授
業
」

も
「
子
供
」
も
分
か
っ
て
い
な
い
。
職
を
変
え

た
方
が
よ
い
。
あ
え
て
こ
の
配
列
で
修
正
を
加

え
る
と
す
る
な
ら
ば
、「
ね
こ
」
↓
「
ね
っ
こ
」

↓
「
な
つ
」
↓
「
な
っ
つ
」
↓
「
き
て
」
↓

「
き
っ
て
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
「
解
説
」
以
下
「
授
業
」。

「
こ
の
よ
う
に
小
さ
い
『
っ
』
を
入
れ
る
と
意

味
が
変
わ
る
言
葉
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

　

幾
つ
か
出
さ
せ
る
。

「
お
隣
の
人
と
一
つ
見
付
け
た
ら
座
り
ま
す
。

全
員
起
立
」

　

探
し
た
ら
ま
た
発
表
さ
せ
る
。
一
年
生
の
一

学
期
だ
か
ら
二
人
組
が
よ
い
。
結
構
面
白
い
も

の
も
出
た
。「
ま
て
（
命
令
）」
と
「
ま
っ
て
（
依

頼
）」、「
あ
ち
（
熱
い
）」
と
「
あ
っ
ち
（
大
変

熱
い
）」、「
そ
ち
（
貴
方
）」
と
「
そ
っ
ち
（
場

所
）」
な
ど
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
こ
か
ら
先
が

授
業
の
「
運
動
神
経
」
で
あ
る
。
読
者
の
皆
さ

ん
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
も
っ
て
い
く
だ
ろ
う
か
。

　

小
さ
い
「
っ
」
を
入
れ
る
と
、
こ
の
様

に
言
葉
の
意
味
が
変
わ
り
ま
す
。
で
も
、

小
さ
い
「
っ
」
を
入
れ
て
も
、
意
味
が
変

わ
ら
な
い
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
お
隣

の
人
と
見
付
け
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

こ
れ
は
大
人
で
も
騒
然
と
す
る
。
三
百
名
の

会
場
で
出
さ
れ
た
答
え
は
二
つ
だ
け
だ
っ
た
。

「
み
つ
（
三
）」
と
「
み
っ
つ
（
三
つ
）」、「
よ

つ
（
四
つ
）」
と
「
よ
っ
つ
（
四
つ
）」。
ほ
か

に
あ
る
だ
ろ
う
か
？　

私
は
一
つ
だ
け
例
示
し

た
。「
お
す
（
押
忍
）」
と
「
お
っ
す
（
同
義
）」

で
あ
る
。
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
た
。
続
い
て
、

音
数
が
四
拍
の
も
の
（
さ
っ
ぱ
り
・
ひ
っ
そ
り
・

が
っ
か
り
な
ど
）、音
数
が
五
拍
の
も
の
（
ひ
っ

ぱ
っ
て
な
ど
）
を
見
付
け
さ
せ
る
。
授
業
と
は

こ
の
よ
う
に
組
み
立
て
る
も
の
で
あ
る
。
思
い

付
き
の
よ
う
に
言
葉
を
羅
列
す
る
の
は
国
語
の

授
業
で
は
な
い
。
出
直
す
べ
き
で
あ
る
。

「
素
人
」
が
で
き
な
い
こ
と
を
や
る
の
だ

三
月
「
北
陸
中
央
事
務
局
検
定
」
で
す
ば
ら
し
い
授
業
を
見
た
。
福
井
の
村
田
正
樹
氏
、体
育
の
「
鉄
棒・前
方
支
持
回
転
」

の
授
業
で
あ
る
。
実
に
淡
々
と
授
業
す
る
。
見
事
に
重
心
が
座
っ
て
お
り
、
安
定
感
抜
群
。
磨
き
抜
か
れ
た
教
師
の
技
が

連
続
し
て
繰
り
出
さ
れ
る
。
鉄
棒
指
導
一
筋
三
十
年
。
こ
れ
こ
そ
、
向
山
洋
一
氏
が
法
則
化
運
動
で
教
育
界
に
問
い
掛
け

た
こ
と
だ
。
初
め
て
、
教
師
の
「
研
究
」
を
見
た
思
い
だ
っ
た
。

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

長
崎
県
長
与
町
立
長
与
小
学
校

授業のベーシック
スキル７
「授業での対応・応
答」③
子供たちを褒める場合の「も
う一歩進んだ」技術。シチュ
エーションによって「言い方」
を変えること。場合によって
は、全員の子に違う褒め方を
すること。

「
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
大
事
だ
よ
ね
。

さ
す
が
で
す
」

「
こ
の
内
容
を
書
い
て
い
る
の
は
、

今
の
と
こ
ろ
あ
な
た
だ
け
で
す
よ
。

す
ば
ら
し
い
ね
」

　

そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
に
、
全
部

違
っ
た
言
い
方
で
褒
め
る
。

　

や
っ
て
み
れ
ば
分
か
る
が
、
そ
れ

ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
次
の
よ
う
な

点
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑴
そ
の
子
が
書
い
た
こ
と
の
良

さ
を
瞬
時
に
取
り
上
げ
て
、

具
体
的
に
褒
め
る
。

⑵
次
々
に
褒
め
る
。
ノ
ー
ト
を

持
っ
て
く
る
子
の
「
列
」
を

作
ら
な
い
。

　

難
し
い
が
、
効
果
は
劇
的
だ
。
そ

れ
ま
で
ノ
ー
ト
を
見
せ
る
こ
と
を

躊ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
て
い
た
子
も
、
持
っ
て
来
る

よ
う
に
な
る
。
自
分
に
何
を
言
っ
て

く
れ
る
の
か
気
に
な
る
か
ら
だ
。
ど

の
子
も
、
褒
め
て
も
ら
い
た
い
の
で

あ
る
。

２	

全
員
に
違
う
褒
め
方
を
す
る

　

算
数
の
時
間
に
ノ
ー
ト
を
持
っ
て

来
さ
せ
る
。
三
問
目
だ
け
を
見
て
○

を
付
け
る
。
全
員
が
同
じ
問
題
を
解

い
て
い
て
、
正
解
も
一
つ
だ
。
そ
う

い
っ
た
場
面
で
は
、
言
葉
で
褒
め
る

こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
必
要
な
い
。「
オ
ッ

ケ
ー
」「
よ
し
！
」「
で
き
て
い
る

な
！
」「
そ
れ
で
い
い
」
の
よ
う
な

端
的
な
言
葉
で
十
分
だ
。
グ
チ
ャ
グ

チ
ャ
対
応
す
る
と
し
つ
こ
い
。

　

し
か
し
、
社
会
科
な
ど
で
「
自
分

の
意
見
」
を
書
か
せ
て
持
っ
て
来
さ

せ
る
場
合
は
微
妙
に
異
な
る
。
全
員

が
違
う
意
見
を
書
い
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
面
で
は
、

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
た
子
に
そ
れ
ぞ

れ
「
具
体
的
な
褒
め
言
葉
」
を
掛
け

て
や
る
。
四
十
人
い
た
ら
四
十
通
り

の
言
葉
を
言
う
の
だ
。

「
な
る
ほ
ど
、
そ
の
観
点
を
取
り
上

げ
た
の
で
す
ね
」

「
あ
あ
、
こ
っ
ち
の
資
料
か
ら
探
し

た
ん
だ
。
す
ご
い
ね
ー
」

１	

褒
め
る
「
言
い
方
」
の
効
果

「
す
ば
ら
し
い
！
」「
す
ご
い
！
」

な
ど
は
、
い
わ
ば
基
本
的
・
一
般
的
・

抽
象
的
な
褒
め
言
葉
だ
。

　

具
体
性
に
欠
け
る
、
こ
う
し
た
褒

め
言
葉
だ
け
し
か
使
っ
て
い
な
い
と

し
た
ら
、
ま
だ
初
歩
だ
。

　

し
か
し
、「
言
い
方
」
に
よ
っ
て

は
、
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

長
野
の
小
嶋
悠
紀
氏
が
特
別
支
援
セ

ミ
ナ
ー
で
話
し
て
い
た
よ
う
な
技
術

が
そ
れ
だ
。

①
力
強
く
褒
め
る

②
名
前
を
呼
ん
で
褒
め
る

③
繰
り
返
し
褒
め
る

　

単
に
「
す
ご
い
」
と
い
う
よ
り
も

「
す
ご
い
‼
」
と
感
嘆
の
念
を
込
め

た
方
が
伝
わ
る
。

　

単
に
「
す
ご
い
！
」
と
言
う
よ
り

も
「
拓
哉
君
！　

す
ご
い
ね
！
」
と

い
う
方
が
伝
わ
る
。

　

単
に
「
す
ご
い
！
」
と
い
う
よ
り

も
「
す
ご
い
！
」「
す
ご
い
ね
ー
！
」

と
繰
り
返
し
た
方
が
伝
わ
る
。

　

無
論
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
の
問
題

で
は
な
い
。
本
当
に
「
す
ご
い
」
と

思
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た

表
現
が
生
き
て
く
る
わ
け
だ
。
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実践日誌
長谷川博之の 甲本卓司　

の本 音 授業
論

＋教材活用の裏
技

甲こ
う

本も
と 

卓た
く

司し

岡
山
県
鏡
野
町
立
香
々
美
小
学
校

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
十
段
セ
ミ
ナ
ー

自
分
の
生
き
た
証あ

か
し

を
授
業
に
ぶ
つ
け
る
。

未
来
を
見
据
え
た
授
業
作
り
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
環
境
教
育
の
あ
ゆ
み

　

十
段
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
聞
い
た

の
は
、
半
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、

私
の
授
業
の
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
た
。
な
ぜ
か
。

　

そ
れ
は
十
段
セ
ミ
ナ
ー
の
重
み
だ
。
小
手
先

の
授
業
で
は
到
底
十
段
昇
段
は
な
い
と
直
感
し

た
。
も
っ
と
何
年
に
も
わ
た
る
濃
い
作
業
が
必

要
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
分
自
身
の
生
き
た
証
を

授
業
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
だ
。

　

そ
う
い
っ
た
テ
ー
マ
を
ど
れ
だ
け
自
分
自
身

が
も
ち
続
け
て
き
た
の
か
と
問
う
と
、
そ
う
多

く
は
な
い
。
私
は
、二
十
五
年
前
に
「
ジ
ュ
ニ
ア・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
」
誌
の
編
集
長
に
任
命
さ

れ
た
。
三
十
三
歳
の
と
き
だ
。
そ
の
場
に
い
た

教
師
は
誰
も
が
耳
を
疑
っ
た
。
岡
山
の
片
田
舎

に
住
ん
で
い
る
三
十
代
そ
こ
そ
こ
の
教
師
で
あ

る
。
向
山
洋
一
氏
の
大
抜
擢
だ
っ
た
と
思
う
。

現
在
は
「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
誌
と
名
前

を
替
え
、
橋
本
氏
が
編
集
長
を
務
め
て
い
る
。

こ
の
二
十
五
年
間
続
け
て
き
た
中
か
ら
現
代
に
、

そ
し
て
未
来
に
続
く
授
業
を
と
考
え
た
の
だ
。

　

出
会
い
も
あ
っ
た
。
昨
年
、
地
元
の
新
聞
に

目
を
通
し
て
い
る
と
「
津
山
青
う
な
ぎ
」
が
飛

び
込
ん
で
き
た
。
こ
の
山
の
中
で
「
う
な
ぎ
」

を
養
殖
し
て
い
る
。
そ
の
養
殖
に
は
「
き
れ
い

な
水
」
が
売
り
と
分
か
る
。
き
れ
い
な
水
を
作

り
、
そ
の
水
で
養
殖
業
を
し
て
い
る
と
い
う
の

だ
。「
ジ
ュ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
」
誌
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
据
え
な
が
ら
地
球
環

境
の
こ
と
に
も
触
れ
て
い
た
。
特
に
「
有
用
微

生
物
群
」
は
、
学
校
現
場
に
入
れ
よ
う
と
、
か

な
り
研
究
や
運
動
を
行
っ
た
。
現
に
、
私
の
勤

務
す
る
学
校
の
プ
ー
ル
に
は
、
今
も
Ｅ
Ｍ
菌
が

投
入
さ
れ
て
い
る
。
プ
ー
ル
掃
除
に
は
大
い
に

役
立
っ
て
い
る
。
さ
て
、
微
生
物
を
使
っ
て
水

を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
な
ら
、
今
か
ら
二
十
五

年
も
前
に
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
向
山
氏
の
公

開
研
究
で
も
取
り
扱
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
全

国
の
学
校
に
広
が
っ
て
い
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

今
さ
ら
…
…
と
思
っ
て
い
る
と
そ
う
で
は
な

か
っ
た
。

　

水
を
き
れ
い
に
す
る
方
法
と
し
て
「
バ
ク

チ
ャ
ー
」
を
使
う
。
こ
の
バ
ク
チ
ャ
ー
は
、
岡

山
県
の
北
部
に
あ
る
火
山
灰
を
焼
却
し
て
作
る
。

二
十
五
年
も
前
に
開
発
さ
れ
た
。
バ
ク
チ
ャ
ー

の
会
社
は
も
と
も
と
造
園
業
を
行
っ
て
い
た
。

庭
に
あ
る
池
の
水
を
ど
う
に
か
き
れ
い
に
す
る

方
法
を
探
し
て
い
た
の
だ
。
そ
の
と
き
、
バ
ク

チ
ャ
ー
を
発
見
す
る
。
こ
の
バ
ク
チ
ャ
ー
は
造

語
で
あ
る
。「
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
」

の
略
だ
。
バ
ク
チ
ャ
ー
は
、
有
用
微
生
物
群
と

大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。
私
は
、
学
校
現
場
で

の
可
能
性
を
直
感
し
た
の
だ
。　
　
　
（
続
く
）

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

　

中
高
教
師
の
宿
命
で
あ
る
部
活
動
指
導
。

　

某
年
十
二
月
。
二
十
三
日
に
公
式
戦
を
終
え
、

二
十
五
日
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
研
修
大
会
を
主

催
し
た
。
研
修
大
会
の
運
営
は
負
荷
の
高
い
仕

事
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
す
る
の
は
自
チ
ー
ム
の

み
な
ら
ず
、
県
の
競
技
レ
ベ
ル
の
向
上
に
資
し

た
い
か
ら
で
あ
る
。

　

今
回
は
八
校
八
十
ペ
ア
を
招
い
た
。
ど
こ
も

実
績
の
あ
る
学
校
で
あ
る
。

　

運
営
委
員
長
と
し
て
、
前
日
ま
で
の
準
備
と

当
日
の
運
営
に
取
り
組
ん
だ
。
必
然
的
に
生
徒

は
運
営
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。
彼
ら
は
早
朝
か
ら

夕
方
ま
で
、
自
分
た
ち
の
試
合
が
あ
り
な
が
ら
、

様
々
な
仕
事
に
走
り
回
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

私
は
ず
っ
と
本
部
に
い
て
、
試
合
の
組
合
せ

や
コ
ー
ト
割
等
の
管
理
を
し
て
い
た
。
ゆ
え
に

ベ
ン
チ
コ
ー
チ
に
は
一
度
も
入
れ
な
か
っ
た
。

日
頃
か
ら
自
分
の
頭
で
考
え
さ
せ
て
い
る
か
ら
、

監
督
不
在
で
も
生
徒
は
動
じ
な
い
。

　

二
十
三
日
の
大
会
で
唯
一
勝
利
で
き
な
か
っ

た
一
年
生
ペ
ア
も
、
記
念
す
べ
き
一
勝
を
挙
げ

た
。
の
み
な
ら
ず
、
あ
と
二
点
で
二
回
戦
突
破

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
た
。
二
年
生
一
番
手

が
ベ
ス
ト
４
に
残
り
、
二
年
生
二
番
手
と
一
年

生
二
番
手
が
ベ
ス
ト
８
に
残
っ
た
。
結
果
と
し

て
、
上
位
八
ペ
ア
中
四
、
五
、
六
位
で
あ
っ
た
。

　

研
修
大
会
の
運
営
も
、「
向
山
型
」
で
や
る
。

例
え
ば
、
空
白
禁
止
で
あ
る
。
八
十
ペ
ア
が
集

う
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
。
通
常
な
ら
ば
、
負
け
れ

ば
終
わ
り
。
一
回
戦
で
シ
ー
ド
選
手
と
当
た
っ

て
瞬
時
に
敗
れ
た
選
手
は
、
そ
こ
か
ら
九
時
間

あ
ま
り
応
援
の
み
と
な
る
。

　

そ
う
い
う
の
が
、
好
き
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、

一
回
戦
負
け
の
四
十
ペ
ア
用
に
別
の
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
作
り
、「
優
勝
」
ま
で
取
り
組
ま
せ
た
。

　

の
み
な
ら
ず
、
二
回
戦
負
け
の
二
十
ペ
ア
用

に
も
第
三
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
作
り
、「
優
勝
」

ま
で
取
り
組
ま
せ
た
。

　

の
み
な
ら
ず
、
三
回
戦
負
け
の
選
手
用
に
新

た
に
コ
ー
ト
を
借
り
受
け
、
オ
ー
プ
ン
対
戦
を

勧
め
た
。

　

誰
に
教
わ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
選
手
の
た

め
に
何
が
良
い
か
を
考
え
れ
ば
、
答
え
は
出
る
。

　

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
極
め
て
好
評
だ
っ
た
。

閉
会
式
で
司
会
を
終
え
る
と
、
各
校
の
選
手
が

次
々
と
駆
け
寄
っ
て
き
た
。

「
感
動
し
ま
し
た
！　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！
」

「
二
時
間
掛
け
て
来
て
、
本
当
に
勉
強
に
な
り

ま
し
た
！
」

「
ぜ
ひ
第
二
回
も
開
い
て
く
だ
さ
い
！
」

　

そ
の
後
、
監
督
陣
か
ら
も
。

　

彼
ら
の
喜
び
が
、
私
の
喜
び
と
な
る
。

向
山
型
研
修
大
会
運
営
法

練
習
試
合
の
数
倍
の
経
験
値
を
積
み
得
る
研
修
大
会
を

向
山
型
で
運
営
す
る
と
、
子
供
も
大
人
も
幸
せ
に
な
る
。
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向山洋一の
この文章

『蘭学事始』
（杉田玄白著　講談社学術文庫）

授業力向上に
役立つこの１冊

吉永順一の読書論 授業力向上に
役立つこの１冊

吉よ
し

永な
が 

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本

　

い
か
に
し
て
世
紀
の
問
題
を
見
付
け
て
い
っ
た

の
か
。
何
に
挑
戦
し
た
の
か
。
ど
の
よ
う
に
解
決
し
、

新
し
い
道
を
切
り
開
い
て
い
っ
た
の
か
。
現
代
で

も
通
じ
る
実
践
研
究
者
の
課
題
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
杉
田
玄
白
ら
草
創
期
の
蘭
学
者
た
ち

の
知
的
営
み
に
光
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら

は
、
漢
学
と
漢
方
医
学
一
点
ば
り
の
世
に
あ
っ
て
、

「
蘭
学
」
と
い
う
新
学
問
を
首
唱
※1
し
、「
蘭
方
医
学
」

を
切
り
開
い
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
は
三
つ
の
こ
と

を
論
じ
た
い
。

１　

実
証
の
精
神　

２　

集
団
思
考

３　

公
開
の
精
神

　

こ
の
中
の
一
つ
で
も
欠
け
た
ら
、
医
学
書
の

会
読
・
翻
訳
・
公
刊
事
業
は
成
立
し
な
か
っ
た
。

１	

実
証
の
精
神

　

玄
白
ら
が
オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
書
「
タ
ー
ヘ
ル
・

ア
ナ
ト
ミ
ア
」
の
翻
訳
を
志
し
た
最
大
の
動
機
は
、

解
剖
図
の
正
し
さ
を
確
実
に
理
解
し
た
い
と
思
っ

た
こ
と
に
あ
っ
た
。
刑
死
人
の
腑ふ

分わ

け
に
立
会
い
、

そ
の
内
臓
と
骨
格
が
先
の
本
の
改
造
図
と
全
く
一

致
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、感
動
し
た
こ
と
に
あ
っ

た
。
こ
の
鮮
烈
な
出
会
い
に
よ
り
、
彼
ら
は
命
を

賭
し
て
取
り
組
む
対
象
を
得
た
の
で
あ
る
。
翻
訳

グ
ル
ー
プ
の
面
々
は
思
惑
も
、
年
齢
も
、
語
学
力

も
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
が
、
刑
場
で
体
感
し
た
感

動
の
一
点
に
お
い
て
、
い
さ
さ
か
も
ぶ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

２	

集
団
思
考

　

翻
訳
に
挑
戦
し
た
の
は
、
杉
田
玄
白
、
前
野
良
沢
、

中
川
淳
庵
、
桂
川
甫
周
の
四
人
。
そ
の
中
で
オ
ラ

ン
ダ
語
の
素
養
が
あ
る
の
は
良
沢
だ
け
だ
っ
た
。

そ
の
良
沢
に
し
て
も
蘭
文
を
訳
す
る
ほ
ど
の
語
学

力
は
な
い
。
同
志
と
呼
ぶ
に
は
あ
ま
り
に
心
も
と

な
い
者
ば
か
り
だ
っ
た
。
使
え
る
辞
書
も
な
く
、

櫓ろ

な
き
舟
で
大
海
に
乗
り
出
す
ご
と
き
も
の
だ
っ

た
。
頼
み
は
人
体
図
と
そ
こ
に
付
せ
ら
れ
た
記
号
。

本
文
中
に
記
号
の
説
明
が
あ
る
は
ず
。
そ
れ
を
探

し
出
し
、
意
味
を
推
定
し
て
い
っ
た
。
玄
白
は
、

昼
間
、
集
団
思
考
で
了
解
し
た
も
の
を
、
そ
の
日

の
う
ち
に
整
理
し
、
漢
文
で
ま
と
め
た
。
次
回
の

会
合
に
「
ま
と
め
」
を
持
参
し
、
仲
間
で
確
認
し

て
い
く
。
結
果
と
し
て
、
知
識
の
蓄
積
に
な
る
。

残
り
の
仲
間
は
、
自
分
た
ち
が
価
値
あ
る
こ
と
を

や
っ
て
い
る
こ
と
を
メ
タ
認
知
※2
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
玄
白
ら
は
、
主
体
的
に
参
加
し
、
集
団
で
思

考
し
、
深
く
学
ん
で
い
っ
た
。

３	

公
開
の
精
神

　

玄
白
の
目
的
は
訳
書
で
江
戸
の
医
界
を
一
新
す

る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
訳
書
を
出
版
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。
当
時
は
知
的
財
産
を
秘
匿
す

る
時
代
。
い
ろ
い
ろ
な
技
術
・
知
識
が
、「
秘
伝
」

と
し
て
一
子
相
伝
と
か
、
免
許
皆
伝
と
か
と
さ
れ

て
、
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
幕
府
の
目

も
あ
る
。
漢
方
医
側
か
ら
の
猛
烈
な
批
判
も
あ
る
。

そ
れ
で
も
あ
え
て
「
公
開
」
に
踏
み
切
っ
た
と
こ

ろ
に
精
神
性
の
高
さ
が
あ
る
。

　

玄
白
の
や
り
方
は
批
判
の
対
象
者
を
力
で
倒
す

と
い
う
の
で
は
な
く
、
よ
り
よ
い
「
成
果
（
方
法
・

知
識
・
技
術
）」
を
追
加
し
、投
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
世
界
を
一
新
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
そ
の
考
え
を
継
承
し
て
い
る
。

※1 

一
番
先
に
言
い
出
す
こ
と
。

※2 

自
分
自
身
の
思
考
、
行
動
、
感
情
な
ど
を
客
観
的
に
認
識
し
、

 

制
御
す
る
こ
と
。

勇
気
と
知
恵
の
書

次
の
代
を
担
う
人
の
た
め
に
書
き
残
し
た
回
顧
録

が
あ
る
。
そ
の
人
の
名
を
杉
田
玄
白
と
い
い
、

本
の
名
を
『
蘭
学
事
始
』
と
呼
ぶ
。

マニアック編

深
い
、
深
い
向
山
氏
の
こ
と
わ
ざ
の
解
釈

「
そ
の
日
、
そ
の
と
き
か
ら
努
力
を
始
め
る
」
努
力
を
習
慣
に
し
よ
う
！

広
島
県
東
広
島
市
立
龍
王
小
学
校

笠か
さ

井い 

美み

香か

　

十
年
以
上
も
前
に
出
て
い
た
雑
誌

「
家
庭
教
育
ツ
ー
ウ
ェ
イ
」（
明
治
図

書
）。
私
は
、
我
が
子
が
三
歳
と
〇

歳
の
と
き
に
母
を
亡
く
し
た
。
こ
の

雑
誌
は
、
心
を
開
い
て
他
人
の
意
見

を
聞
く
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な

か
っ
た
不
安
だ
ら
け
の
子
育
て
中
の

私
に
、
た
く
さ
ん
の
知
恵
と
勇
気
を

与
え
て
く
れ
た
。
特
に
、
向
山
洋
一

氏
の
論
文
は
優
し
く
母
で
あ
る
私
に

語
り
掛
け
て
く
れ
、
励
み
に
な
っ
た
。

　

中
で
も
、「
向
山
編
集
長
が
語
る

今
月
の
名
言
・
格
言
・
こ
と
わ
ざ
」

コ
ー
ナ
ー
が
好
き
だ
っ
た
。
こ
こ
に

は
、
向
山
氏
の
子
育
て
の
思
い
な
ど

が
書
か
れ
て
い
て
、
読
む
の
が
う
れ

し
か
っ
た
。「
家
庭
教
育
ツ
ー
ウ
ェ

イ
」
二
〇
〇
七
年
九
月
号
の
こ
と
わ

ざ
は
、「
為
せ
ば
成
る　

為
さ
ね
ば

の
後
が
あ
っ
た
の
だ
。
向
山
氏
は
、

行
動
す
る
方
法
ま
で
も
教
え
て
く
れ

て
い
た
の
だ
。

「
何
を
為
す
」
の
か
？　
「
夢
を

実
現
す
る
た
め
の
努
力
」
で
あ

る
。「
努
力
」
ぬ
き
に
「
夢
を
為

す
」
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
努
力
も
、
や
み
く
も
に
や

れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
。

「
長
期
の
計
画
」
と
「
短
期
の
計

画
」
と
「
毎
日
の
計
画
」
を
つ
く

る
必
要
が
あ
る
。「
実
現
へ
の
ス

テ
ッ
プ
」
で
あ
る
。
古
来
、
成
功

し
て
き
た
人
は
、
こ
の
よ
う
な

計
画
を
立
て
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
人
は
「
な
ま
け
」

る
も
の
で
あ
り
、
人
生
は
「
う

ま
く
い
か
な
い
」
時
も
あ
る
。

　

そ
う
し
た
こ
と
に
も
、
対
応

で
き
る
「
計
画
」
が
必
要
だ
。

　

毎
日
の
努
力
も
「
月
か
ら
土

ま
で
」
と
し
て
、
日
曜
日
は
、

調
整
日
に
す
る
ぐ
ら
い
で
い
い
。

　

さ
て
、
も
っ
と
も
大
切
な
こ

と
は
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。「
計

画
が
で
き
て
か
ら
」
で
は
遅
い
。

あ
っ
と
い
う
間
に
月
日
が
た
つ
。

「
そ
の
う
ち
」
と
思
っ
て
い
る
う

ち
に
十
年
、
二
十
年
は
た
っ
て

し
ま
う
。「
明
日
か
ら
」
で
も
遅

い
。「
そ
の
日
、
そ
の
時
か
ら
努

力
を
始
め
る
」
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
絶
対
の
条
件
で
あ
る
と
私

は
思
う
。

「
実
現
へ
の
ス
テ
ッ
プ
」
と
「
調
整

日
」
は
見
落
と
し
て
い
た
。「
長
期
」

「
短
期
」「
毎
日
」
の
計
画
。
私
は
、

読
ん
だ
日
か
ら
、
毎
朝
の
日
課
に
し

た
。
今
日
ど
ん
な
自
分
で
あ
る
べ
き

か
を
書
き
出
す
こ
と
を
。
そ
し
て
、

日
曜
日
は
調
整
日
に
し
た
。
す
る
と
、

日
曜
日
に
時
間
が
余
り
、
映
画
を
見

に
行
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

向
山
型
で
夢
は
叶か
な

う
。

成
ら
ぬ
何
事
も　

成
ら
ぬ
は
人
の　

為
さ
ぬ
な
り
け
り
」。
向
山
氏
の
解

釈
は
以
下
だ
。

「
事
を
為
す
」
に
は
「
為
す
事
」

を
描
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「
夢
を
描
く
」
こ
と
か
ら
、
す

べ
て
は
出
発
す
る
。

「
夢
を
描
け
な
い
人
」「
そ
ん
な

こ
と
ど
う
せ
で
き
な
い
と
考
え

る
人
」
は
、
成
功
で
き
な
い
。

　

し
か
し
「
夢
を
描
く
」
だ
け

で
い
い
の
で
は
な
い
。

　

向
山
氏
は
、「
夢
を
描
き
」
そ
し

て
、「
為
す
」
こ
と
（「
行
動
」）
が

必
要
で
あ
る
と
言
う
。
多
く
の
人
は
、

「
行
動
」
す
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。

私
も
行
動
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
た
。

読
ん
だ
の
は
そ
こ
ま
で
だ
っ
た
。
そ

深
い
、
深
い
向
山
氏
の
こ
と
わ
ざ
の
解
釈

「
そ
の
日
、
そ
の
と
き
か
ら
努
力
を
始
め
る
」
努
力
を
習
慣
に
し
よ
う
！

笠か
さ

井い 

美み

香か

笠か
さ

井い 

美み

香か

広
島
県
東
広
島
市
立
龍
王
小
学
校
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授業技量向上の法則 私が
読み落としていた

向山洋一の
この文章

回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

＆

井い

戸ど 

砂さ

織お
り

愛
知
県
豊
田
市
立

東
保
見
小
学
校

高
段
者
編

A

Q

が
必
要
で
す
。

　

文
部
科
学
省
作
成
の
「
小
学
校
外
国
語
活

動
・
外
国
語　

研
修
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
よ
れ

ば
、
具
体
例
と
し
て
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

活
動
の
観
察
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︹
面
接
︺、
授
業
内
の
発
表
、

児
童
が
書
き
記
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
作

品
等
の
評
価
）
な
ど

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
指
導
の
基
本
提
案
者
で

あ
る
向
山
浩
子
氏
は
、
二
〇
〇
六
年
に
、
評
価

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

真
正
な
口
語
英
語
指
導
、
例
え
ば
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
指
導
を
受
け
た
生
徒
に
調

査
を
す
る
な
ら
英
語
で
の
個
々
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
と
い
っ
た
形
の
調
査
を
試
み
て
、

結
果
を
比
べ
、
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

（『
子
ど
も
が
話
せ
る
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話

指
導
』
東
京
教
育
技
術
研
究
所
）

　

話
す
聞
く
力
は
、
筆
記
テ
ス
ト
で
は
な
く
、

こ
の
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
の
よ
う
な
形
で
測
定

で
き
る
よ
う
、
今
後
、
研
究
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領
移
行
期
に
入
り
、
外

国
語
活
動
の
評
価
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
て
い
ま
す
。
行
動
観
察
や
子
供
た
ち

が
書
い
た
授
業
の
振
り
返
り
カ
ー
ド
・

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
点
検
し
、
評
価
に
生

か
し
て
い
ま
す
。
井
戸
先
生
が
考
え
る

外
国
語
活
動
の

実
践
と
評
価
を

ご
教
示
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

完
全
実
施
で
あ
る
二
〇
二
〇
年
ま
で
の

移
行
期
間
は
、
三
・
四
年
の
外
国
語
活
動
、

五
・
六
年
の
外
国
語
科
と
も
に
、
現
行
の
ま
ま

の
観
点
で
、
文
章
の
記
述
に
よ
る
評
価
を
行
い

ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
か
ら
は
、
外
国
語
科
の
観
点
が

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
知
識
・
技
能

○
思
考
・
判
断
・
表
現

○
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

　

数
値
評
価
に
す
る
か
、
文
章
記
述
に
す
る
か

は
、
ま
だ
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
最
初
に
、「
知

識
・
技
能
」
が
き
て
い
る
と
お
り
、
こ
れ
か
ら

は
、「
英
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
」
と

い
う
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
れ
ば
、「
英

語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
の
か
」、

ま
た
、
ど
の
方
法
で
英
語
力
を
測
る
の
か
検
討

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
方
式
で
の
話
す
聞
く
力
の

測
定
が
必
要
で
あ
る

十
二
年
前
の
向
山
浩
子
氏
の
主
張
に
、
今
立
ち
返
っ
て
、
研
究
を
進
め
よ
う
。

イラスト： ナカジマ ヤヨイ

　

新
年
度
ス
タ
ー
ト
か
ら
二
週
間
が

経
過
し
た
。

「
六
年
生
ス
タ
ー
ト
か
ら
二
週
間
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
作
文
を
書
か
せ
た
。

　

幾
つ
か
抜
粋
す
る
。

「
毎
日
の
学
校
が
す
っ
ご
く
楽
し
い
。

私
た
ち
は
、
五
年
生
の
と
き
と
ほ
と

ん
ど
か
わ
ら
な
い
（
単
学
級
の
た

め
）。
か
わ
っ
た
の
は
担
任
の
先
生

だ
け
。
河
田
先
生
は
と
て
も
面
白
い
。

だ
か
ら
、授
業
が
メ
ッ
チ
ャ
楽
し
い
」

「
勉
強
は
、
五
年
生
の
と
き
と
比
べ

も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
分
か
り
や

す
い
。
勉
強
を
す
る
の
が
楽
し
く

な
っ
た
」

六
年
生
の
勉
強
は
難
し
い
け
ど
、
河

田
先
生
が
分
か
り
や
す
く
教
え
て
く

れ
る
。
河
田
先
生
の
お
か
げ
で
勉
強

が
と
て
も
簡
単
に
な
っ
た
の
だ
」

　

新
年
度
に
な
っ
て
、
サ
ー
ク
ル
メ

ン
バ
ー
下
窪
氏
の
学
校
に
私
の
元
同

僚
が
転
勤
し
て
き
た
。
彼
は
、
下
窪

氏
と
私
の
関
係
を
知
ら
な
か
っ
た
。

下
窪
氏
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
す
る
。

「
今
年
来
ら
れ
た
五
十
代
の
先
生
。

特
別
支
援
教
育
を
ず
っ
と
さ
れ
て
い

る
。
図
工
が
専
門
の
先
生
だ
。『
僕

の
長
い
教
師
人
生
で
、
尊
敬
で
き
る

教
師
は
、
河
田
先
生
だ
け
。
職
場
で

ね
、
た
く
さ
ん
話
し
た
ん
だ
。
授
業

を
見
た
ら
、
び
っ
く
り
し
て
ね
。
ク

ラ
ス
も
す
ご
い
ん
だ
よ
。
絵
も
す
ご

い
ん
だ
か
ら
。
若
い
人
に
は
、
機
会

が
あ
っ
た
ら
学
級
を
見
に
行
っ
て
ほ

し
い
」

「
河
田
先
生
は
ね
、
桜
山
小
で
一
番

荒
れ
た
ク
ラ
ス
を
も
っ
て
い
た
ん
だ

よ
。
誰
も
ど
う
に
も
で
き
な
か
っ
た
。

だ
け
ど
、
あ
っ
と
い
う
間
に
、
す
ご

い
ク
ラ
ス
に
し
た
ん
だ
。
知
り
合
い

の
先
生
の
お
子
さ
ん
を
も
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
ん
だ
。
そ
の
先
生
も
大
変

感
謝
さ
れ
て
い
た
。
勉
強
の
仕
方
と

楽
し
さ
を
教
わ
っ
た
ん
だ
」

　

ク
ラ
ス
が
荒
れ
て
い
る
と
き
、
多

く
の
教
師
は
「
子
供
が
悪
い
」
と
言

う
。
ク
ラ
ス
が
落
ち
着
く
と
、「
元
々

で
き
る
子
供
た
ち
だ
っ
た
」
と
言
う
。

担
任
の
力
は
、
さ
ほ
ど
関
係
な
い
と

思
わ
れ
て
い
る
。
担
任
と
子
供
た
ち

の
相
性
だ
と
い
う
人
も
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
荒
れ
た
ク
ラ
ス

を
引
き
継
い
で
き
た
。
ほ
ぼ
全
て
の

ク
ラ
ス
は
参
観
者
が
驚
く
ク
ラ
ス
に

な
っ
た
。
私
は
、
奇
跡
的
に
全
て
の

子
供
た
ち
と
相
性
が
良
か
っ
た
の
か
。

　

向
山
氏
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
教
師
と
子
ど
も
と
の
つ
き
あ
い
は

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

中
心
は
、
授
業
で
あ
る
。
授
業
で
こ

そ
、
教
師
と
子
ど
も
と
の
深
い
絆き
ず
な

が

で
き
る
の
だ
。
授
業
で
こ
そ
、
ほ
か

の
誰
も
で
き
ぬ
『
つ
き
あ
い
』
が
教

師
は
で
き
る
の
で
あ
る
」（『
教
え
方

の
プ
ロ
・
向
山
洋
一
全
集
52　

向
山

実
践
を
貫
く
教
育
理
念
』
向
山
洋
一

著　

明
治
図
書
）

　

授
業
で
こ
そ
子
供
は
変
わ
る
！

「
六
年
生
に
な
っ
て
学
校
生
活
が
と

て
も
楽
し
い
。
特
に
楽
し
い
の
は
、

社
会
の
授
業
の
集
合
知
。
五
年
生
の

と
き
と
違
っ
て
、
み
ん
な
た
く
さ
ん

発
表
す
る
」

「
み
ん
な
の
勉
強
態
度
が
随
分
変

わ
っ
た
。
河
田
先
生
だ
か
ら
と
い
う

の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
っ
た

二
週
間
な
の
に
、
去
年
よ
り
大
分
成

長
で
き
た
」

　

次
は
ク
ラ
ス
で
一
番
や
ん
ち
ゃ
で
、

五
年
生
の
と
き
、
ク
ラ
ス
を
荒
ら
し

て
い
た
男
の
子
。

「
二
週
間
が
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。

僕
は
、
河
田
先
生
の
授
業
が
好
き
だ
。

授
業
で
子
供
を
変
え
る

学
級
経
営
の
核
は
授
業
で
あ
る
。
知
的
な
授
業
、
楽
し
い
授

業
を
す
れ
ば
、
子
供
は
落
ち
着
く
。
そ
し
て
、
集
中
す
る
。

知
的
な
授
業
を
す
る
た
め
に
、
教
師
は
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
誰
も
言
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
向
山
洋
一
氏
が
教
え
て

く
れ
た
。

河か
わ

田た 

孝た
か

文ふ
み

山
口
県
下
関
市
立
楢
崎
小
学
校
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回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る　

　

構
成
：
和わ

田だ 

孝た
か
　こ子

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　http://tosshoken.com/

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：和田孝子

 教師必読！  トラブルに巻き込まれないための予備知識 

株式会社 騒人社　師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

となりの座席の女発
女社長奮戦記

向山先生に同行報告 
産経新聞「夢さがし作文大賞」表彰式。
321セミナー。

１ 

「
夢
さ
が
し
作
文
大
賞
」

 

表
彰
式

　

産
経
新
聞
の
「
夢
さ
が
し
作
文

大
賞
」
の
表
彰
式
が
あ
っ
た
。
向

山
先
生
に
お
供
し
、
会
場
の
ホ
テ

ル
ロ
ビ
ー
に
着
く
と
、
遠
く
か
ら

担
当
者
が
駆
け
付
け
て
迎
え
て
く

れ
、
控
室
ま
で
案
内
し
て
く
れ
た
。

　

産
経
新
聞
の
代
表
取
締
役
も
役

員
の
方
も
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
頼
ん
だ

お
か
げ
で
信
じ
ら
れ
な
い
数
の
応

募
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
御
存

じ
の
よ
う
で
、
か
な
り
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ

扱
い
だ
っ
た
。

　

産
経
新
聞
で
は
、
絵
や
俳
句
や

短
歌
な
ど
様
々
な
コ
ン
ク
ー
ル
を

経
験
し
、
募
集
の
難
し
さ
を
知
っ

て
い
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
頼
ん
で
の

作
品
応
募
の
す
ご
さ
を
知
り
、「
あ

れ
こ
れ
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
美
崎

さ
ん
の
所
に
も
相
談
が
来
た
と
い

う
。「
企
画
段
階
か
ら
の
も
の
に

つ
い
て
な
ら
協
力
し
ま
す
が

…
…
」
と
断
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

審
査
委
員
と
い
う
こ
と
で
、
日

本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
北
澤
豪
氏
も

控
室
に
入
っ
て
来
ら
れ
た
。
一
人

一
人
に
名
刺
を
持
っ
て
挨
拶
に
来

ら
れ
た
。
向
山
先
生
に
続
い
て
師

尾
も
名
刺
を
交
換
し
た
。
向
山
先

生
の
前
に
座
ら
れ
、
す
ぐ
、

「
ラ
グ
ビ
ー
の
お
仕
事
を
さ
れ
て

い
る
の
で
す
ね
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
事
業
の
立
ち
上
げ
は
一
緒
に
参

加
し
た
の
で
す
よ
」

と
名
刺
を
見
て
、
声
を
掛
け
て
く

れ
た
。
そ
の
後
も
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー

ル
で
サ
ッ
カ
ー
し
た
こ
と
が
あ
る

こ
と
や
、
子
供
た
ち
の
活
動
を
応

援
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
話
が
弾

ん
だ
。
と
て
も
爽
や
か
で
感
じ
の

い
い
方
だ
っ
た
。

　

日
蓮
宗
の
総
長
さ
ん
も
気
さ
く

で
楽
し
い
方
だ
っ
た
。「
子
供
に
話

す
の
は
難
し
い
」
と
言
わ
れ
て
い

た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
日
、
向
山
先
生
は
少
し
体

調
が
悪
く
、
表
彰
式
の
間
ず
っ
と
、

前
の
席
で
北
澤
氏
と
並
ん
で
座
っ

て
い
る
の
は
大
変
な
様
子
だ
っ
た
。

　

向
山
先
生
は
審
査
委
員
の
挨
拶

と
し
て
、
夢
に
関
わ
る
話
の
中
で

一
人
娘
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
さ
ん
の
話
を

し
た
。
表
彰
式
が
終
わ
り
、
立
食

の
食
事
会
に
な
っ
た
。
女
の
子
が

お
父
さ
ん
と
一
緒
に
向
山
先
生
の

所
に
来
て
、

「
私
、
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
さ
ん
の
本
を

読
み
ま
し
た
。
と
て
も
面
白
か
っ

た
で
す
」

と
言
う
の
で
、
び
っ
く
り
し
た
。

聞
く
と
、
沖
縄
の
稲
嶺
先
生
の
教

え
子
さ
ん
だ
っ
た
。
向
山
先
生
は
、

名
刺
を
取
り
出
し
「
ア
ニ
ャ
ン
ゴ

の
父
」
と
書
き
、
女
の
子
に
渡
し

て
写
真
を
一
緒
に
撮
っ
た
。

２ 

３
２
１
や
ん
ち
ゃ
セ
ミ
ナ
ー

　

井
戸
先
生
に
招
か
れ
、
名
古
屋

に
出
掛
け
た
。
今
度
は
師
尾
が
絶

不
調
で
、
向
山
先
生
が
同
行
し
て

く
れ
た
。

　

参
加
者
の
反
応
が
と
て
も
良
く

て
、
笑
顔
で
、
大
き
く
反
応
し
て

く
れ
た
お
か
げ
で
、
少
し
ず
つ
テ

ン
シ
ョ
ン
も
回
復
し
た
。
学
年
主

任
、
や
ん
ち
ゃ
対
応
な
ど
に
つ
い

て
話
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

向
山
先
生
も
読
み
聞
か
せ
に
つ

い
て
な
ど
話
し
て
く
れ
て
、
参
加

者
は
大
喜
び
。
無
事
終
了
で
き
て

よ
か
っ
た
。

運
動
会
の
ダ
ン
ス
指
導
中
に
学
年
主
任
が
頻
繁
に

介
入
し
て
な
か
な
か
指
導
が
成
立
し
な
い
。

ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
か

　

運
動
会
の
ダ
ン
ス
指
導
を
主
で
指

導
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
年
主

任
の
先
生
が
指
導
に
頻
繁
に
介
入
し

て
、
な
か
な
か
指
導
が
成
立
し
ま
せ

ん
。
私
か
ら
は
学
年
主
任
の
先
生
に

「
や
め
て
く
だ
さ
い
」
と
言
い
に
く
い

状
況
で
す
。
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　
　

ま
ず
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、

　

先
生
が
上
司
に
当
た
る
立
場
の

学
年
主
任
な
ど
に
対
し
て
、
指
示

や
命
令
を
行
う
権
限
は
な
い
。

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
に
で
き

る
こ
と
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

学
年
主
任
の
更
に
上
司
で
あ
り
、

指
示
や
命
令
が
で
き
る
学
校
長
に

対
し
て
、
事
実
を
伝
え
、
相
談
す
る
。

　

校
長
に
伝
え
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
こ
の
ま
ま
で
は
子
供
が
ケ
ガ
を

す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

②
学
年
主
任
へ
の
指
示
や
命
令
を
学
校

長
か
ら
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。

以
上
の
二
点
に
つ
い
て
伝
え
る
こ
と
で

す
。
具
体
的
に
は
、

「
こ
の
ま
ま
の
体
制
で
指
導
を
続
け
る

と
、
子
供
に
ケ
ガ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
学
年
主
任
の
先
生
に
は
、

そ
の
時
間
に
別
の
作
業
を
し
て
も
ら
う

な
ど
の
方
針
を
学
校
長
に
考
え
て
い
た

だ
き
、
学
校
長
が
指
示
や
命
令
を
す
る

と
い
う
流
れ
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
」

な
ど
と
伝
え
る
こ
と
が
、
一
番
大
切
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
次
号
。

　

体
育
の
授
業
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て

い
る
際
に
、
あ
る
子
供
の
目
に
友
人

の
蹴
っ
た
ボ
ー
ル
が
当
た
り
ま
し
た
。

担
任
で
あ
る
私
が
「
大
丈
夫
？
」
と

声
を
掛
け
た
と
こ
ろ
本
人
は
「
大
丈

夫
」
と
言
い
、
そ
の
後
も
サ
ッ
カ
ー

を
続
け
ま
し
た
。
後
日
、
本
人
が
目

の
異
常
を
訴
え
た
た
め
保
護
者
が
病

院
で
受
診
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
網
膜
剥

離
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ

い
で
し
ょ
う
か
？
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向
むこう

山
やま

 恵
え

理
り

子
こ

向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

東京教育技術研究所　美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ

スピーチで大切なこと
中身のない話は、
聞いている相手に失礼だ。

　

あ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
こ
と
。

国
際
的
に
活
躍
し
て
い
る
方
の
ス

ピ
ー
チ
は
、
正
直
に
言
う
と
自
慢

話
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
だ
っ
た
。
す

ご
い
と
は
思
っ
た
が
、
ふ
ー
ん
と

い
う
感
じ
。
聞
か
れ
て
い
た
向
山

先
生
が
、
後
か
ら
こ
う
言
わ
れ
た
。

「
聞
い
て
い
る
人
が
『
な
る
ほ
ど

な
』
と
思
え
る
よ
う
な
話
を
し
な

い
と
、
聞
い
て
い
る
人
に
失
礼
だ
」

　

向
山
先
生
の
教
え
に
「
な
る
ほ

ど
」
と
思
っ
た
つ
も
り
の
私
だ
っ

た
が
、
全
然
学
ん
で
い
な
か
っ
た
。

　

あ
る
懇
親
会
の
席
で
、
向
山
先

生
か
ら
研
究
所
の
新
学
期
の
様
子

を
聞
か
れ
た
と
き
の
私
の
答
え
は
、

「
は
い
、
注
文
が
た
く
さ
ん
入
っ

て
、
み
ん
な
忙
し
い
で
す
」
だ
っ

た
。
す
る
と
、向
山
先
生
か
ら
「
そ

れ
じ
ゃ
全
然
分
か
ら
な
い
。
具
体

的
に
何
が
売
れ
て
と
か
言
わ
な
い

と
」
と
指
導
を
受
け
た
。

　

す
ぐ
に
言
い
直
し
、「
五
色
百

人
一
首
」
や
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」

の
売
れ
行
き
な
ど
を
話
す
こ
と
が

で
き
た
が
、
私
の
物
言
い
は
適
当

で
、
聞
い
て
い
る
人
の
気
持
ち
を

考
え
て
い
な
か
っ
た
。

　

ス
ピ
ー
チ
と
い
え
ば
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
の
懇
親
会
だ
。
懇
親
会
は
、
楽

し
い
。
し
か
し
、
緊
張
も
す
る
。

必
ず
一
人
ず
つ
ス
ピ
ー
チ
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

　

朝
か
ら
「
今
日
の
懇
親
会
で
は

何
を
話
そ
う
か
」
な
ん
て
考
え
て

い
る
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
は

あ
る
。
話
す
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
き
は
、
そ
れ
な
り
に
仕
事
を

し
て
結
果
を
出
し
て
い
た
り
、
こ

れ
は
伝
え
な
け
れ
ば
と
思
う
出
来

事
が
あ
っ
た
り
す
る
と
き
だ
。
だ

か
ら
、
の
ん
べ
ん
だ
ら
り
と
過
ご

し
て
い
る
と
き
や
ア
ン
テ
ナ
を

張
っ
て
い
な
い
と
き
は
話
す
こ
と

が
な
い
。
内
容
の
な
い
話
は
、
し

な
い
よ
う

4

4

4

4

に
し
よ
う
。

︿
お
ま
け
﹀
ベ
ン
ツ
二
台
？

　

研
究
所
か
ら
出
掛
け
る
向
山
先

生
に
掛
け
た
言
葉
。

美
崎　

先
生
、
下
に
ベ
ン
ツ
が
止

ま
っ
て
い
ま
す
。

向
山　

え
っ
、
俺
の
？

美
崎　

？

（
先
生
、
運
転
免
許
も
ベ
ン
ツ
も

も
っ
て
い
な
い
の
に
…
…
）
と
不

思
議
に
思
っ
て
い
た
が
、
あ
っ
と

思
い
出
し
た
。
私
は
、
向
山
先
生

の
自
転
車
を
「
お
ベ
ン
ツ
」
と
呼

び
、
自
転
車
で
帰
ら
れ
る
と
き
は

「
ベ
ン
ツ
で
お
帰
り
で
す
ね
」
と

言
っ
て
い
た
の
だ
。
向
山
先
生
は

そ
れ
を
覚
え
て
い
た
。
そ
の
と
き

は
本
当
に
師
尾
先
生
の
ベ
ン
ツ
に

乗
っ
て
会
議
に
行
か
れ
る
予
定

だ
っ
た
の
だ
。
紛
ら
わ
し
い
こ
と

を
言
っ
て
し
ま
っ
た
と
反
省
。

　

参
考
ま
で
に
、
向
山
先
生
の
愛

車
ベ
ン
ツ
を
ご
紹
介
す
る
と
、
そ

れ
は
電
動
で
も
な
く
、
自
力
で
動

か
す
自
転
車
だ
が
、
向
山
先
生
は

こ
れ
で
十
分
と
満
足
さ
れ
て
い
る
。

今
月
の
向
山
先
生

オクム師匠の教え③
「ニャティティを教えるかどうかは、
あなたが本当に正しい心のもち主かどうかを
見極めてからだ」

　

翌
日
も
そ
の
ま
た
翌
日
も
、
ナ

イ
ロ
ビ
の
師
匠
の
村
か
ら
大
師
匠

の
住
む
村
ま
で
、
小
さ
な
乗
り
合

い
バ
ス
と
徒
歩
で
片
道
四
時
間
掛

け
て
、
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
を
教
え
て

ほ
し
い
と
お
願
い
し
に
行
っ
た
。

　

だ
が
、
返
事
は
同
じ
だ
っ
た
。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
伝
統
を
受
け

継
ぐ
大
名
人
、
そ
の
腕
が
高
く
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
伝
統
を
守
る
責
任

も
大
き
く
な
る
。
ま
し
て
や
私
が

お
願
い
し
た
相
手
は
、
名
人
の
中

で
も
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
言
わ
れ
る

腕
前
を
も
つ
人
物
な
の
だ
。
で
も
、

こ
こ
で
諦
め
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

　

通
い
詰
め
て
四
日
目
の
こ
と
、

大
師
匠
が
言
っ
た
。

「
そ
こ
ま
で
言
う
の
な
ら
ば
、
し

ば
ら
く
こ
の
村
に
滞
在
し
て
み
な

さ
い
。
し
か
し
、
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ

を
教
え
る
か
ど
う
か
は
、
あ
な
た

が
本
当
に
正
し
い
心
の
も
ち
主
か

ど
う
か
を
見
極
め
て
か
ら
だ
」

　

別
れ
際
、
名
人
は
私
の
ニ
ャ

テ
ィ
テ
ィ
を
完
璧
に
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
し
、
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
だ
け
だ
っ

た
け
れ
ど
、
私
の
た
め
に
ニ
ャ

テ
ィ
テ
ィ
を
弾
い
て
く
れ
た
。

　

大
師
匠
の
家
は
、
土
と
牛
の
ふ

ん
を
練
り
合
わ
せ
て
で
き
た
壁
と
、

草
の
屋
根
で
造
ら
れ
て
い
た
。

　

母
屋
に
入
っ
て
す
ぐ
の
部
屋
が

リ
ビ
ン
グ
、
左
手
手
前
が
大
師
匠

ご
夫
婦
の
寝
室
、
左
手
奥
が
物
置

だ
っ
た
。

　

リ
ビ
ン
グ
は
十
畳
く
ら
い
で
、

物
置
は
二
畳
ほ
ど
の
広
さ
。
製
粉

さ
れ
る
前
の
白
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

農
具
が
置
い
て
あ
っ
た
。
こ
の
物

置
を
私
の
部
屋
に
し
て
く
れ
る
と

い
う
。

　

大
師
匠
と
マ
マ
が
物
置
を
片
付

け
て
、
小
さ
な
灯
油
ラ
ン
プ
を
と

も
し
な
が
ら
、
私
の
た
め
に
ベ
ッ

ド
を
こ
し
ら
え
て
く
れ
た
の
は
、

夜
も
更
け
て
か
ら
だ
っ
た
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、

さ
び
付
い
た
ベ
ッ
ド
で
、

大
師
匠
が
大
切
な
指
を

傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
発
祥

の
村
で
過
ご
す
夜
は
静

か
だ
っ
た
。
虫
の
音
だ

け
が
聞
こ
え
て
い
た
。

　

物
置
の
ベ
ッ
ド
の
上

で
寝
袋
に
く
る
ま
り
な

が
ら
、
私
は
一
日
の
こ

と
を
思
い
出
し
て
い
た
。

　

こ
の
村
に
住
む
人
た

ち
に
は
、
い
つ
も
ど
お

り
の
彼
ら
の
生
活
の
営

み
が
あ
る
。
そ
こ
に
勝

手
に
乱
入
し
て
き
た
の

は
私
の
方
だ
っ
た
。

　

彼
ら
か
ら
す
れ
ば
、
ニ
ャ
テ
ィ

テ
ィ
の
修
業
だ
っ
て
、
外
国
人
の

小
娘
の
わ
が
ま
ま
に
す
ぎ
な
い
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
ん

な
に
も
温
か
く
迎
え
入
れ
て
も

ら
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ベ
ッ
ド
も
、
ど
こ
か
遠
く
か

ら
大
師
匠
が
長
い
時
間
掛
け
て
運

ん
で
き
て
く
れ
た
に
違
い
な
か
っ

た
。
も
う
後
戻
り
は
で
き
な
い
。

世界初女性
ニャティティ奏者
アニャンゴこと

︵
ア
レ
ゴ
村
に
続
く
赤
土
の
道
︶

向山先生のパソコンは、
SNSが見やすい縦型ディス
プレイ（の時もある）

４月の一言は「新学期　黄金
の三日間がクラスの一年間を
決める」
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戦
後
七
十
周
年
に
お
け
る
情
報
戦
　
第
四
十
一
回

朝
鮮
人
慰
安
婦
虐
殺
映
像
の
嘘う

そ

髙た
か

橋は
し 

史し

朗ろ
う

麗
澤
大
学
大
学
院
特
任
教
授

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
教
授

一	

朝
鮮
人
慰
安
婦
虐
殺
映
像

　

韓
国
紙
「
中
央
日
報
」「
ハ
ン
ギ
ョ
レ
」「
ソ

ウ
ル
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
」
は
二
月
二
十
八
日
、

「
旧
日
本
軍
の
朝
鮮
人
慰
安
婦
虐
殺
映
像
資

料
を
初
公
開
」
と
大
々
的
に
報
道
し
、
日
本

の
市
民
団
体
「
日
本
『
慰
安
婦
』
問
題
解
決

全
国
行
動
」
も
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。

「
日
本
軍
慰
安
婦
被
害
者
虐
殺
映
像
が
初
め

て
出
て
き
た
／
一
九
四
四
年
に
雲
南
省
で
米

軍
が
撮
影
／
裸
の
死
体
が
大
量
に
積
ま
れ　

『
朝
鮮
人
三
十
人
虐
殺
』
記
録
を
後
押
し　

虐
殺
を
否
定
し
た
日
本
の
主
張
に
正
面
か
ら

反
論
／
十
九
秒
の
映
像
に
凄
惨
な
現
場
／
米

軍
文
書
『
日
本
軍
が
銃
殺
』
と
明
示
」

　

聯
合
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
約
十
九
秒
の

こ
の
記
録
映
像
は
、
一
九
四
四
年
九
月
に
中

国
の
雲
南
省
で
米
中
連
合
軍
が
撮
影
し
た
も

の
で
、
朝
鮮
人
慰
安
婦
が
日
本
軍
に
よ
っ
て

虐
殺
さ
れ
た
後
、
一
か
所
に
捨
て
ら
れ
た
様

子
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
遺
体
を
埋
め
に
来

た
と
見
ら
れ
る
中
国
の
兵
士
が
遺
体
の
靴
下

を
脱
が
せ
る
場
面
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

「
一
九
四
四
年
九
月
十
三
日
夜
に
日
本
軍
が

朝
鮮
人
女
性
三
十
人
を
銃
殺
し
た
」
と
い
う

米
中
連
合
軍
の
文
書
を
裏
付
け
る
記
録
だ
と

い
う
。
同
映
像
が
公
開
さ
れ
た
の
は
、
二
月

二
十
七
日
に
ソ
ウ
ル
市
庁
で
開
催
さ
れ
た

「
日
中
韓
日
本
軍
慰
安
婦
国
際
会
議
」
で
あ
る
。

ソ
ウ
ル
市
と
ソ
ウ
ル
大
学
人
権
セ
ン
タ
ー
の

チ
ョ
ン
・
ジ
ン
ソ
ン
教
授
の
研
究
チ
ー
ム
が

二
〇
一
六
年
～
一
七
年
に
か
け
て
米
国
立
公

文
書
館
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
で
資
料
調
査
を
行
い

発
見
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ

の
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
を
見
る
よ
う
な
こ
の
映
像

は
、
同
年
九
月
十
五
日
に
中
国
雲
南
省
で
、

連
合
軍
一
六
四
通
信
隊
写
真
中
隊
の
ポ
ー
ル

ド
ウ
ィ
ン
兵
士
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

映
像
を
発
掘
し
た
ソ
ウ
ル
市
と
ソ
ウ
ル
大

学
人
権
セ
ン
タ
ー
は
、
同
時
に
公
開
さ
れ
た

連
合
軍
報
告
文
書
な
ど
を
通
し
て
、
こ
の
映

像
が
「
当
時
日
本
軍
に
よ
っ
て
強
制
動
員
さ

れ
た
朝
鮮
人
慰
安
婦
被
害
者
が
集
団
銃
殺
さ

れ
た
現
場
」
と
い
う
結
論
を
下
し
た
。

　

ソ
ウ
ル
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
米
中

連
合
軍
は
一
九
四
四
年
六
月
か
ら
中
国
と

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
境
地
帯
に
あ
る
雲
南
省
の

日
本
軍
占
領
地
に
対
し
て
攻
撃
を
開
始
し
た

が
、
こ
こ
に
は
日
本
軍
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
朝

鮮
人
慰
安
婦
が
七
十
人
～
八
十
人
い
た
と
い
う
。

　

日
本
の
作
戦
参
謀
だ
っ
た
辻
政
信
は
敗
戦

が
近
づ
く
と
、
駐
屯
し
て
い
た
日
本
軍
に

「
支
援
兵
力
が
到
着
す
る
十
月
ま
で
抵
抗
を

続
け
よ
」
と
い
う
事
実
上
の
玉
砕
（
集
団
自

決
）
命
令
を
下
し
た
が
、
こ
れ
を
拒
否
し
た

朝
鮮
人
慰
安
婦
ら
が
一
部
の
民
間
人
と
と
も

に
虐
殺
さ
れ
た
と
い
う
。

　

研
究
チ
ー
ム
の
資
料
発
掘
を
二
年
前
か
ら

支
援
し
て
き
た
ソ
ウ
ル
市
は
、「
戦
争
中
に

女
性
を
戦
場
に
動
員
し
、
性
的
慰
安
の
道
具

に
使
用
し
虐
殺
し
た
よ
う
な
こ
と
を
再
び
繰

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
、「
日
本
は

こ
れ
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
認
め
て
謝

罪
し
な
け
れ
ば
再
発
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
、
二
月
二
十
八
日
付
ハ
ン
ギ
ョ
レ

新
聞
社
説
は
、「
日
本
は
慰
安
婦
責
任
を
回
避

し
続
け
る
の
か
と
尋
ね
ざ
る
を
得
な
い
。
こ

れ
が
公
開
さ
れ
た
以
上
、
日
本
政
府
が
答
え

る
番
だ
。
日
本
政
府
は
態
度
を
変
え
て
人
類

の
良
心
の
声
に
答
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
。

二	

「
日
本
兵
」
と
明
記
さ
れ
た
説
明
文
書

　

し
か
し
、
早
稲
田
大
学
の
浅
野
豊
美
教
授

の
論
文
「
雲
南
・
ビ
ル
マ
最
前
線
に
お
け
る

慰
安
婦
達
―
―
死
者
は
語
る
」（『「
慰
安
婦
」

問
題
調
査
報
告
・
１
９
９
９
』
財
団
法
人 

女
性
の
た
め
の
ア
ジ
ア
平
和
国
民
基
金　

「
慰
安
婦
」
関
係
資
料
委
員
会
編
）
に
よ
れ

ば
、
米
軍
の
写
真
部
隊
が
一
九
四
四
年
九
月

十
五
日
に
撮
影
し
た
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。

「
埋
葬
を
行
お
う
と
す
る
中
国
兵
が
、
丸
腰

で
殺
さ
れ
た
女
性
を
前
に
不
審
に
思
っ
て

佇た
た
ず

ん
で
い
る
所
」

　

同
教
授
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
写
真
は
山
の

斜
面
で
、
し
か
も
埋
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
虐
殺
で
は
な
く
砲
撃
の
犠
牲
に
な
っ

た
こ
と
を
二
十
年
前
の
ア
ジ
ア
女
性
基
金
の

報
告
書
で
紹
介
し
た
。
…
…
朝
鮮
人
慰
安
婦

の
ご
遺
体
の
写
真
は
、
城
壁
の
穴
か
ら
最
後

の
夜
に
集
団
で
日
韓
台
の
慰
安
婦
た
ち
が
脱

出
し
た
と
き
に
、
迫
撃
砲
弾
を
浴
び
て
散
会

し
た
際
に
、
犠
牲
に
な
っ
た
女
性
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
「
韓
国

が
示
し
た
文
書
」
と
今
回
公
開
さ
れ
た
無
声

白
黒
映
像
と
は
全
く
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を

「
テ
キ
サ
ス
親
父
」 ※
が
明
ら
か
に
し
た
。

　

米
国
立
公
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
九

月
十
五
日
付
け
の
同
フ
ィ
ル
ム
の
説
明
文
書

に
は
、「
中
国
人
兵
士
が
、
死
ん
だ
日
本
兵

が
身
に
付
け
て
い
る
靴
下
を
略
奪
」
と
明
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
英
文
の
原
文
書
と
と

も
に
公
表
し
、
大
き
な
波
紋
を
呼
ん
で
い
る
。

　

前
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
国
際
会
議
に
出
席

し
た
日
本
人
は
、二
〇
〇
〇
年
の「
女
性
国
際

戦
犯
法
廷
」
を
主
導
し
た
「
女
た
ち
の
戦
争
と

平
和
資
料
館
」（w

am

）の
渡
辺
美
奈
事
務
局

長
と
、冒
頭
の「
日
本
軍
『
慰
安
婦
』
問
題
解

決
全
国
行
動
」の
小
林
久
公
氏
の
二
人
で
あ
る
。

「
日
本
軍
『
慰
安
婦
』
問
題
解
決
全
国
行
動
」

は
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
日
本
、
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト

な
ど
日
本
の
約
五
十
の
市
民
団
体
や
個
人
が

結
成
し
た
団
体
で
、
小
林
氏
は
日
本
政
府
が

認
め
た
慰
安
婦
の
強
制
動
員
に
関
す
る
文
書

を
同
会
議
で
紹
介
し
た
。

　

そ
し
て
、「
日
本
政
府
は
慰
安
婦
強
制
連

行
を
直
接
示
す
資
料
は
目
に
付
か
な
い
と
し
、

相
変
わ
ら
ず
責
任
を
否
定
し
て
い
る
。
し
か

し
、
昨
年
日
本
の
国
立
公
文
書
館
が
、
日
本

軍
が
バ
リ
島
な
ど
に
直
接
慰
安
婦
を
動
員
し

性
奴
隷
生
活
を
強
要
し
た
記
録
文
書
一
八
二

点
を
内
閣
官
房
に
提
出
す
る
な
ど
、
慰
安
婦

資
料
を
通
じ
て
真
実
は
明
ら
か
に
な
り
続
け

て
い
る
」
と
し
て
、「
安
倍
内
閣
の
態
度
変
化

を
求
め
た
」（
二
月
二
十
八
日
付
ハ
ン
ギ
ョ
レ
）

　

中
韓
と
連
携
し
た
反
日
日
本
人
が
、
ま
た

し
て
も
不
当
な
国
際
発
信
に
加
担
し
て
い
る

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

※ 

ト
ニ
ー
・
マ
ラ
ー
ノ
氏
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
評
論
家
で
、

 

慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て
日
本
を
擁
護
す
る
立
場
を
と
る
。
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６月

T
O
S
S
全
国
の
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

三
月
一
日
㈭ 

原
稿
三
本
、
研
究
所
三
階
に
て
。

机
、
整
理
。

三
月
二
日
㈮ 

先
生
方
と
一
献
。

三
月
三
日
㈯ 

学
生
セ
ミ
ナ
ー
。
お
台
場
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
に
て
。
十
一
時
よ
り
三
時
ま
で
。

み
ん
な
元
気
。

　
　

パ
ー
テ
ィ
ー
。
三
時
か
ら
四
時
す
ぎ
ま
で
。

二
次
会
。
吾
作
に
て
。

三
月
四
日
㈰ 

終
日
読
書
。

三
月
五
日
㈪ 

孫
の
「
か
ん
き
」
と
。

三
月
六
日
㈫ 

経
団
連
の
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
。

佐
桑
部
長
と
流
れ
て
研
究
所
へ
。

三
月
七
日
㈬ 

森
村
誠
一
先
生
の
本
ば
か
り
を

読
む
。

三
月
八
日
㈭ 

三
井
住
友
銀
行
四
時
。
経
済
広

報
セ
ン
タ
ー
佐
桑
部
長
と
打
ち
合
せ
。
夕
方

か
ら
木
曽
路
旗
の
台
店
、
向
山
、
戸
村
、
師

尾
、
美
崎
、
水
川
達
と
。

三
月
九
日
㈮ 

大
和
証
券
へ
。

三
月
十
日
㈯ 

授
業
力
検
定
セ
ミ
ナ
ー
。
お
台

場
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
。
大
ホ
ー
ル
に
て
。
八
段

か
ら
十
段
ま
で
。

　
　

終
了
後
、
パ
ー
テ
ィ
ー
。
二
次
会
。
帰
宅

　

夜
の
十
一
時
。

三
月
十
一
日
㈰ 

ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
セ
ミ
ナ
ー
。

東
京
駅
、
八
重
洲
口
の
ホ
ー
ル
。

三
月
十
二
日
㈪ 

親
守
詩
実
行
委
員
会
、
全
日

教
連
事
務
所
に
て
。

三
月
十
三
日
㈫ 

中
央
事
務
局
会
議
。
山
谷
議

員
の
秘
書
の
速
水
さ
ん
が
来
社
。

三
月
十
四
日
㈬ 

三
井
住
友
銀
行
の
支
店
長
、

担
当
の
方
々
と
一
献
。
東
京
タ
ワ
ー
下
の

「
と
う
ふ
屋
う
か
い
」。

三
月
十
五
日
㈭ 

シ
ェ
ラ
ト
ン
で
食
事
。

三
月
十
六
日
㈮ 

五
反
田
の
書
店
に
て
、
十
冊

購
入
。

三
月
十
七
日
㈯ 

高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て

昼
食
。
夕
方
、
恵
理
子
、
か
ん
ち
ゃ
ん
と
ひ

と
と
き
。

三
月
十
八
日
㈰ 

恵
理
子
、名
取
君
、か
ん
ち
ゃ

ん
た
ち
と
浅
草
ち
ん
や
で
昼
食
。

　
　

か
し
こ
い
子
セ
ミ
ナ
ー
（
蒲
田
）
へ
参
加
。

雨
宮
君
た
ち
と
早
目
の
夕
食
。

三
月
十
九
日
㈪ 

青
年
事
務
局
会
議
。
途
中

チ
ャ
レ
ラ
ン
会
議
。
そ
の
後
懇
親
会
。

三
月
二
十
日
㈫ 

聖
路
加
病
院
十
時
、
検
査
。

下
村
議
員
の
会
。
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の

大
き
な
フ
ロ
ア
。
み
ん
な
で
参
加
（
十
一

人
）。
ベ
ネ
ッ
セ
の
若
い
編
集
者
五
名
と
あ

い
さ
つ
。

三
月
二
十
一
日
㈬ 

師
尾
先
生
、
名
古
屋
で
や

ん
ち
ゃ
セ
ミ
ナ
ー
。
劇
場
横
で
み
ん
な
と
食

事
。
元
気
な
人
ば
か
り
。

三
月
二
十
二
日
㈭ 

師
尾
先
生
の
息
子
さ
ん
フ

ラ
ン
ス
日
本
人
学
校
か
ら
帰
国
。

三
月
二
十
三
日
㈮ 

研
究
所
に
て
、
ト
ー
ク
ラ

イ
ン
誌
の
原
稿
。

三
月
二
十
四
日
㈯ 

師
尾
先
生
セ
ミ
ナ
ー
。
十

時
～
四
時
。

三
月
二
十
五
日
㈰ 

武
蔵
小
金
井
で
村
野
先
生

の
セ
ミ
ナ
ー
。
久
し
ぶ
り
に
母
校
東
京
学
芸

大
学
に
寄
る
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
よ
み
が
え
る
。

　
　

全
校
学
生
の
個
人
ロ
ッ
カ
ー
を
、
大
学
当

局
に
付
け
さ
せ
た
。
こ
れ
が
、
全
国
に
広
が

る
。

三
月
二
十
七
日
㈫ 

産
経
新
聞
表
彰
式
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
。
帰
っ
て
か
ら
、
み
ん
な

と
食
事
。

三
月
二
十
八
日
㈬ 

学
芸
み
ら
い
社
打
ち
合
せ
。

青
木
社
長
は
病
床
。

三
月
三
十
日
㈮ 

書
店
、
読
書
。

三
月
三
十
一
日
㈯ 

向
山
型
国
語
セ
ミ
ナ
ー
。

お
台
場
、
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
。
大
ホ
ー
ル
。

三
百
名
余
。

2018年3月
最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

第24回　TOSS特別支援教育セミナー in 東京
（TOSS中央事務局　手塚美和）

「発達凸凹のある子への授業の技・対応の技」
　本セミナーの特別講師は「河野政樹ドクター」です。数年越しのお願いがいよいよ実現します。河野ドク
ターは様々な学校を積極的に回られ、崩壊した学級や学校を次々に復活に導いています。また、発達障害コ
ミュニケーション指導者認定講習を全国各地で開催されています。
　今回の講座では「教師として必要な発達障害児とのコミュニケーションスキル」についてお話ししていた
だきます。河野先生が「ライブ」でお話しされるのは、とても貴重な機会です。ぜひ多くの先生にご参加い
ただければと思います。

【開催日時】2018年６月23日(土)　11:00 ～ 16:00　
【開催場所】日本教育会館（東京都千代田区一ツ橋）
【講師】向山洋一氏・伴一孝氏・谷和樹氏
【特別講師】河野政樹氏　　【子役＆実践発表】小嶋悠紀氏・小野隆行氏
【講座内容】（予定）
（１）小野隆行氏・小嶋悠紀氏による個別事例相談会 
（２）発達障害のある子役付き模擬授業
　　「国語の教科書を使った『圧のある』師範模擬授業」
　　「算数の教科書を使った『巻き込みのある』模擬授業」

（３）実践発表　小嶋悠紀氏
（４）アメリカ視察報告
　　合理的配慮を実現する教材群（小嶋悠紀氏）
　　教育行政、システムでの日本との違い報告（谷和樹氏）

（５）ブース別講座
　①コーディネーターブース　②特別支援学校ブース
　③特別支援学級ブース　　　④通常学級にいる特別支援を要する児童対応ブース

東京都
TOSS Ⅰwan

香川県
法則化MAKアイランド

東京都足立区立大谷田小学校

岡
おか

田
だ

 健
けん

太
た

郎
ろう

連絡先：okada.kentaro@toss2.com

香川県教育センター

大
おお

恵
え

 信
のぶ

昭
あき

連絡先：ooen@niji.or.jp

明日の学校を少しでも楽しみに！
　活動を開始して１年半。現在月１～２回ほ
ど例会と社会貢献活動を実施している。例会
に参加するメンバーは経験年数1年目と学生
が中心。年代が近いので似たような悩みの共
有や、初歩的な知識やスキルの定着を中心に
例会を進めている。子供たちの前に立ったと
きに使える技術を、サークル員とともに追い
続けている。参加者が「明日の授業が楽しみ
になる」ような例会をこれからも続けていく。

社会貢献活動とセットで
　毎月１回、土曜日夕方、高松市国分寺町の
香川県青年センターで行っている。前半の１
時間は、小学生対象の五色百人一首教室や、
親子ヨーガ教室などの社会貢献活動。サーク
ルメンバーの子供への直接の対応から、大き
な学びを得られる。同時に、子供たちや保護
者の方の笑顔にも癒やされる。後半は１時間
半程度、ふだんの模擬授業を中心に各種企画
なども検討。サークルメンバーが子サークル
を立ち上げ、香川県内全域で活躍している。

（６）講演 河野政樹氏
（７）伴一孝流　発達凸凹のある児童への授業の技
（８）科学的根拠に基づいた今後の特別支援教育
（９）河野ドクターへのＱ＆Ａ
（10）TOSS最前線　向山洋一氏
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若い教師が「授業の腕を上げる」秘密特集

『教育トークライン』7月号
予告　6月15日発行

谷和樹　　並木孝樹　桜木泰自　戸村隆之
松島博昭　久野歩　　木村重夫　前田吉法
河田孝文　田丸義明　高山佳己　鈴木良幸
小塚祐爾　赤木雅美　椿原正和

教育トークライン：第498号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、戸村隆之（副編集長）、
　　　田村純子（編集実務）、手塚美和、橋本信介、
　　　久野歩、小嶋悠紀、板倉弘幸（校正）
発行人：向山洋一
発行所：東京教育技術研究所、TOSS
〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
電話	：03-3787-6564　
FAX	：03-5702-2384
印刷所：株式会社光陽メディア
DTP・編集：株式会社プラウ21

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌 32 ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月のデジタル・トークライン
今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS高段者に聞く！
Ｑ＆Ａ 「タイムマネジ
メント術」

３

４

（動画） （動画）

荒れ始めた教室を立て直す教師

※アクセス方法は表紙裏を
　ご覧ください。

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ID：TL6　パスワード：cu085d

編
集
後
記		

▼
本
校
で
は
外
国
語
活
動
の
年
間
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
見
直
し
と
評
価
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。
佐
藤
泰
弘
氏
が
本
号
で
扱
っ
て
い
る
よ

う
に
、
中
学
校
四
二
〇
時
間
、
高
校
約
六
〇

〇
時
間
に
小
学
校
二
一
〇
時
間
が
加
わ
り
ま

す
。
本
誌
は
、
外
国
語
を
話
す
・
聞
く
・
書

く
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
具
体
的
な
授
業
プ

ラ
ン
を
、
子
供
の
事
実
を
基
に
、
こ
れ
か
ら

も
提
案
し
続
け
ま
す
。（
橋
本
）

▼
「
議
論
か
ら
逃
げ
て
は
い
け
な
い
」
こ
の

向
山
行
雄
氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
本
号
九
ペ
ー

ジ
）
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
校
長
会
会
長
と
し
て
実
行
さ
れ
た
数
々

の
逸
話
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本

中
の
子
供
た
ち
、
日
本
中
の
教
師
を
思
い
、

全
力
で
行
動
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
し
た
。

行
雄
氏
に
多
く
の
教
師
が
励
ま
さ
れ
て
い
ま

す
。（
手
塚
）

▼
英
語
の
教
科
化
が
決
ま
り
、
本
年
度
で
は

全
国
で
英
語
の
授
業
が
研
究
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
も
は
や
、
日
本
の
英
語
教
育

の
遅
れ
に
「
待
っ
た
」
は
で
き
ま
せ
ん
。
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
は
二
十
年
以
上
前
か
ら
そ

の
授
業
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
き
た
数
少
な

い
指
導
法
で
す
。
ま
ず
は
、
担
任
が
英
語
を

使
っ
て
授
業
を
し
て
み
る
。
そ
の
教
材
や
学

習
指
導
案
な
ど
を
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
な
ど

で
ぜ
ひ
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
小
嶋
）



トークライン活用法
 読むだけじゃもったいない！

デジタル・トークライン
＆

タイアップ
企画

❶ トークラインのWEBページ
 「デジタル・トークライン」

本誌には、購読者限定のWEBサービス「デジタル・トークライン」があります。

＜「デジタル・トークライン」の特長＞　※今月の内容は p.80 をご覧ください。

1 本誌掲載のモノクロ画像がカラーで見ら
れます。

2 コピーフリーページ（p.37）で紹介して
いるコンテンツを、ダウンロードして自
由に使えます。

3 「谷編集長の5min. アンサー」をはじめと
する、ここでしか見られない動画を見る
ことができます。

4 今月の表紙人物について、デザインした
水川氏本人の解説を読むことができます。

＜アクセス方法＞

❷ 東京教育技術研究所・TOSSランドとの
 お得なタイアップ企画

〇東京教育技術研究所とのタイアップ※ p.34 をご覧ください。
　→記事で紹介されている教具がお得に購入できます！

〇TOSSランドとのタイアップ※ p.36 をご覧ください。
　→TOSSランド、動画ランド、TOSS-SNS、TOSSメディア
　　それぞれの月号テーマに従って、タイアップを展開！

携帯電話・PCで
アクセス！
（下のアドレス）

今月のパスワードを
入力してログイン

WEBページを
ご利用ください。

※ TOSS-SNS に入会されている方は、
SNSからアクセスできます。

トップページに
アクセス後、
ログインページへ

＊TOSSランド
の殿堂入りコン
テンツもこのパ
スワードでご覧
いただけます。

デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

今月のトークラインID・パスワード

c u 0 8 5 d
（ シ ー ・ ユ ー ・ ぜ ろ ・ は ち ・ ご ・ デ ー ）

※有効期間：2018年5月15日～ 8月14日

ID：TL6

TOSS のセミナーが
いつでも、どこでも
ご覧いただけます！

TOSS動画ランド

《最新のリリース動画》好評配信中!!

《お問合せ・ご連絡先》

TEL. 03（5702）4450  mov@tos-land.net
TOSS動画ランド事務局

検索索索索

4,000 円（税込）
　大人気の講座シリーズ第６弾。 今回のテーマは 「教材研
究」 です！
　TOSS 授業技量検定十段の河田孝文氏は日々の授業で
どのような教材を使われているのか。 河田学級の 「子供が
熱中する教材」 はどのように作られるのか。 その方法が学
べるスペシャルセミナーです。
　国語、 算数、 理科、 社会に加え、 今こそ聞きたい 「考え、 
議論する道徳」 の教材研究についても、 河田氏が自ら詳し
く紹介します。
　教科書にもフォーカスした必見の講座です。 どうぞお
見逃しなく！

河田孝文ゼミナール第６回講義
河田学級を目指すための
“教材研究”入門

絵画工作授業大成功の絵画工作授業

教材の背景にある
精神とは何か
佐藤昌彦

４月号でも紹介した教材、「組み合わせてつくる顔」。こ
れは、「少ない材料で多様な発想を生み出すための教材」
である。この考えの背景には、日本の伝統的な造形、折
り紙の「限定空間の最大活用の精神」があるといえよう。
伝統と創造の両面を含んだ教材である。（本誌P32）

TalkLine06H2-3_入稿.indd   1 18/05/01   12:44
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東京教育技術研究所
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トークラインを定期購読
いただいている方へ、本
誌の内容をより深く理解
できる動画と写真が満載
　のウェブサイトです！

教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
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号 
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特
集
・
日
本
の
英
語
教
育「
失
敗
の
本
質
」を
探
る

〈巻頭論文〉

向山 洋一
〈特別連載〉

髙橋 史朗 向山 行雄

日本教育技術学会 会長
TOSS 代表

2018.6
日本の英語教育
「失敗の本質」を探る
～国際舞台で活躍する子を育てるTOSSの処方箋～

特集

敬愛大学国際学部教授
全国連合小学校長会 顧問

加藤　心　　方針は口でいくらでも語れる。 しかし、 授業と
　　　　　　いう形で語れるものは TOSS 型英会話だけだ
佐藤　泰弘　学んだことはできる。 学んでいないことはできない
井戸　砂織　「やり取り」 を重視した指導が子供に英語力を付ける
間宮　多恵　２文のやり取りの積み重ねで自由に会話
小林　智子　世界の最先端の情報は英語で発信されている
椿　晴香　　「今、 なぜ英語が必要なのか」
　　　　　　英語により自分の世界が広がる
許　鍾萬　　「英語」 は世界に通用する人材の必須条件
小嶋　悠紀　「英語は話せて当たり前」 の世界の国々の
　　　　　　子供たちと、 同等に渡り合える子供を育てる
笹原　大輔　相手のニーズに応えられるようになるのが
　　　　　　TOSS 型英会話指導法である
長谷川博之　自動翻訳により英語教育は無用のものになるか
平山　靖　　子供に自信を付けるパフォーマンステスト
平　眞由美　英語は実技！  パフォーマンス評価を取り入れる
林　健広　　まずは、教師が ICTを使って英語を学習する
溝端久輝子　タブレット PCで写真を提示、
　　　　　　お薦めの旅行スポットを知らせる

麗澤大学大学院特任教授
モラロジー研究所教授

定価 750 円（税込）／年間定期購読料 8,500 円（税込）

〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
TEL. 0120-00-6564
FAX. 0120-88-2384

平日9:30～17:30　土日祝休

＜ご注文・お問合せ先＞

東京教育技術研究所
24時間365日受付中！
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動
的
）
な
「
パ
ラ
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す
る
。

１ 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
招
く

前
出
の
写
真
は
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
日
本
代
表
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
た
根
木
慎
志

氏
が
、
私
の
担
任
す
る
六
年
生
に
、
出
前
授
業

し
た
と
き
の
様
子
だ
。

「
理
科
は
感
動
だ
」
と
い
う
小
森
栄
治
氏
の
言

葉
が
あ
る
。
感
動
の
あ
る
授
業
を
す
る
に
は
、

物
を
用
意
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
パ
ラ
リ
ン
ピ

ア
ン
の
授
業
も
同
じ
だ
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を

招
く
こ
と
で
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
授
業
に

な
る
。

根
木
氏
は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
水
泳
や
サ
ッ

カ
ー
に
親
し
ん
で
き
た
。
高
校
三
年
生
の
冬
、

交
通
事
故
で
脊
髄
を
損
傷
し
、
車
い
す
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。「
マ
イ
ナ
ス
の
こ
と
し
か

考
え
ら
れ
ず
、
車
い
す
に
乗
る
自
分
を
恥
じ
て

い
た
」
と
言
う
。
し
か
し
入
院
中
、
車
い
す

バ
ス
ケ
の
チ
ー
ム
に
勧
誘
さ
れ
、
気
持
ち
は

百
八
十
度
変
わ
っ
た
。
根
木
氏
は
代
表
入
り

を
目
指
し
て
懸
命
に
練
習
に
取
り
組
ん
だ
が
、

一
九
九
六
年
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
は
最
終
選
考
で

落
選
し
た
。
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
で
プ
レ
ー
す
る

仲
間
の
姿
を
テ
レ
ビ
で
見
た
根
木
氏
は
、「
障

害
が
あ
り
な
が
ら
、
み
ん
な
が
輝
い
て
い
る
姿

に
感
動
し
ま
し
た
」
と
言
う
。
根
木
氏
は
、
四

年
後
の
シ
ド
ニ
ー
大
会
を
目
指
そ
う
と
決
心

し
、
三
十
六
歳
で
夢
を
か
な
え
た
。

根
木
氏
は
現
在
、
車
い
す
バ
ス
ケ
を
体
験
し

て
も
ら
う
「
出
前
授
業
」
を
通
じ
て
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
活

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

世
界
で
活
躍
す
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン

実
際
に
や
っ
て
み
て
体
感
！ 

体
育
・
学
活
と
も
関
連
さ
せ
た
楽
し
い
授
業

大
阪
府
大
阪
市
立
豊
仁
小
学
校

　
松ま

つ
し
た下 

隼じ
ゅ
ん
じ司
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動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
健
常
者
も
障
害
者

も
一
つ
に
な
っ
て
、
す
べ
て
の
人
が
輝
け
る

二
〇
二
〇
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
子
供
た

ち
に
話
し
て
い
る
。

次
は
、
一
時
間
の
授
業
の
流
れ
で
あ
る
。

① 

自
己
紹
介

② 

車
い
す
バ
ス
ケ
の
プ
レ
ー
を
披
露

③ 

車
い
す
の
乗
り
方

④ 

根
木
氏
と
一
緒
に
車
い
す
バ
ス
ケ
を
す
る

⑤ 

質
疑
応
答

授
業
中
、
何
度
も
子
供
の
大
歓
声
が
講
堂
に

鳴
り
響
い
た
。
や
ん
ち
ゃ
な
子
供
も
、
勉
強
が

苦
手
な
子
供
も
大
満
足
の
授
業
だ
っ
た
。

次
は
、
授
業
の
感
想
の
一
部
で
あ
る
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
招
く
に
は
、
講
師
料
が

必
要
に
な
る
（
根
木
氏
の
出
前
授
業
は
、
人
権

教
育
講
演
会
の
名
目
で
予
算
計
画
を
立
て
た
）。

現
役
で
活
躍
す
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
は
講
師
料

が
高
い
。
引
退
し
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
講
師

料
は
、
十
万
円
ほ
ど
か
ら
あ
る
。
し
か
も
引
退

し
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
方
が
、
出
前
授
業
の

経
験
も
多
く
、
話
し
方
や
見
せ
方
が
上
手
い
人

が
多
い
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
講
師
依
頼
は
、「
一
般

社
団
法
人

　
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
協
会
」

の
サ
イ
ト
が
詳
し
い
。

https://w
w
w
.paralym

pians.jp/

次
の
サ
イ
ト
は
、
様
々
な
種
目
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
の
講
師
紹
介
が
映
像
つ
き
で
見
ら
れ
る
。

https://w
w
w
.kouenirai.com

/special/

sports/paralym
pic.htm

ま
た
、
も
し
よ
か
っ
た
ら
、
小
学
校

に
来
て
バ
ス
ケ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

あ
と
、
本
当
に
よ
か
っ
た
ら
お
手
紙

く
だ
さ
い
。

◆
車
い
す
バ
ス
ケ
の
授
業
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

根
木
さ
ん
は
、
今
、
一
番
得
意
な
こ

と
は
車
い
す
バ
ス
ケ
で
す
か
？

　
私
は

今
、
な
わ
と
び
が
一
番
得
意
で
す
。
根

木
さ
ん
は
、
車
い
す
バ
ス
ケ
を
ひ
た
す

ら
練
習
し
た
か
ら
上
手
な
ん
だ
な
ぁ
〜

と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
私
も
な
わ

と
び
の
練
習
を
ひ
た
す
ら
し
て
、
め
っ

ち
ゃ
上
手
に
な
り
た
い
で
す
。
私
の
目

標
は
、
三
重
と
び
、
う
し
ろ
は
や
ぶ
さ

を
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
根

木
さ
ん
も
車
い
す
バ
ス
ケ
、
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

◆
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

根
木
さ
ん
の
シ
ュ
ー
ト
を
見
て
、

人
っ
て
不
可
能
が
な
い
ん
だ
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
す
ご
い
シ
ュ
ー
ト

で
し
た
。

あ
と
、
質
問
の
と
き
に
話
し
て
い
た

言
葉
も
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。
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